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Ⅰ 本報告書の目的 

男女共同参画社会の実現に向け、本市では、茅ヶ崎市総合計画の個別プランとして、国の

男女共同参画社会基本法に基づき「ちがさき男女共同参画推進プラン」【平成２３年度（２

０１１年度）～平成２７年度（２０１５年度）】（以下「プラン」といいます。）を平成２３

年３月に策定しました。 

 本報告書は、本市における男女共同参画社会の実現に向けた各種の取り組みを進める中で、

事業計画に基づく実施事業の進捗状況等を把握するとともに、実施事業の進捗状況の課題を

整理し、公表するものです。 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

（２０１１年度） （２０１２年度） （２０１３年度） （２０１４年度） （２０１５年度）

前期事業計画

後期事業計画
見直し

ちがさき男女共同参画推進プラン

１ 目的 



４つの

基本目標

１４の目標

事業計画に

基づく事業

男女共同参画社会の

実現

ちがさき男女共同参画推進プラン 進行管理のしくみ

プ
ラ
ン

事
業
計
画

【プランの評価】
◇市民のニーズを把握し、行政が実施

した事業がどのような効果をもたら
したかを調べる指標（成果指標）に

基づく評価
◇プラン終了後に達成状況を評価

【事業の評価】
◇目標を達成するために設定した事業

の進ちょく度を測る指標（活動指標
）に基づく評価

◇個別の事業をスケジュール管理

本市が、プランの成果指標に基づき、実施したプランの進捗状況を総合的に評価します。 

また、事務事業を実施した担当課が、活動指標に基づき、実施した事務事業を評価します。 

２ 評価者及び評価の対象 



事業計画に位置付けた事業の着実な推進を図るため、指標による評価や課題分析、事業の

スケジュール管理を体系的に行い、効果的な事業計画の進行管理に努めます。 

事業計画では、１４の目標ごとに指標に基づき事業の評価を行います。 

 進行管理にあたっては、茅ヶ崎市男女共同参画推進会議において随時状況を把握しつつ、

ちがさき男女共同参画推進プラン協議会における意見も踏まえ、各事業の着実な推進に努め

ます。 

プ

ラ

ン

事
業
の
実
施

自
己
評
価

進
ち
ょ
く
状
況
の
把
握

男
女
共
同
参
画
課

関
係
課
か
い

自
己
評
価
の
報
告

諮問・答申

報告・意見

報告評価
（事業への反映）

公

表

茅ヶ崎市

調査審議

協議会

３ 事業計画の進行管理 



プランでは、男女共同参画社会基本法の理念に則り、男女共同参画社会の形成に向けた施

策を実施し、その進行管理を行う中で、施策の現状がどうなっているかを検証するため、プ

ラン策定時に評価指標を設定しました。この評価指標は、本市が実施したそれぞれの施策が

どのような効果（成果）をもたらしたかを調べる尺度（ものさし）とするもので、それぞれ

に目標値を定め示したものです。この評価指標は、計画期間である平成２３年度から２７年

度までの５年間、経年推移の観察が可能なアンケート手法による意識調査にて把握が可能な

ものを主として設定しました。 

１．男女共同参画の進捗状況に関する指標 

調
査
方
法

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度）

担
当
課

ア
ン
ケ
ー
ト

男女共同参画社会基本法を知

っている人の割合 

男女共同参画についての市民の

意識の浸透度を測る目安とし

て、男女共同参画社会基本法を

知っている人の割合を指標とし

て設定。※参考：内閣府「男女

共同参画社会に関する世論調

査」（平成 21 年 10 月）「男女

共同参画社会」という用語を聞

いたことのある人の割合

64.6％ 

33.7% 

（平成 17 年9 月） 
60.0% 

男
女
共
同
参
画
課

ア
ン
ケ
ー
ト

ちがさき男女共同参画推進プ

ランを知っている人の割合 

男女共同参画についての市民の

意識の浸透度を測る目安とし

て、ちがさき男女共同参画推進

プランを知っている人の割合を

指標として設定。 

12.2% 

（平成 17 年9 月） 

（前プランを知って

いる人の割合） 

50.0% 

男
女
共
同
参
画
課

ア
ン
ケ
ー
ト

茅ヶ崎市男女共同参画推進セ

ンターいこりあ（旧女性センタ

ー）を拠点とした男女共同参画

社会の形成に向けた取り組み

を知っている人の割合 

茅ヶ崎市男女共同参画推進セン

ターいこりあ（旧女性センター）

を拠点とした講座等男女共同参

画社会の形成に向けた取り組み

を知っている人の割合を指標と

して設定。 

なし 60.0% 

男
女
共
同
参
画
課

４ 評価方法及び評価基準 



２．基本目標に対する指標 

基
本
目
標

調
査
方
法

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度）

担
当
課

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト

男女の地位における平等感

（社会通念・習慣・しきた

りにおける平等と思う人の

割合） 

男女共同参画の実現に向け、男女平等の

意識の浸透の目安として、社会通念・習

慣・しきたりにおいて男女の地位が平等

であると思う人の割合を指標として設

定。※参考：内閣府「男女共同参画社会

に関する世論調査」（平成 21年 10 月）

同左 20.6％ 

12.3% 

（平成 21 年

10 月） 

20.0% 

男
女
共
同
参
画
課

ア
ン
ケ
ー
ト

固定的性別役割分担意識に

ついて反対と思う人の割合 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社

会の意識の浸透の目安として、「男は仕

事、女は家庭」という固定的性別役割分

担意識について反対と思う人の割合を指

標として設定。※参考：内閣府「男女共

同参画社会に関する世論調査」（平成 21

年 10 月）同左55.1％ 

35.1% 

（平成 21 年

10 月） 

55.0% 

男
女
共
同
参
画
課

仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト

女性が職業を持つことにつ

いて「子どもができても、

ずっと職業を続ける方がよ

い」と考える人の割合 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社

会の意識の浸透の目安として、子どもが

できても、ずっと職業を続ける方がよい

と考える人の割合を指標として設定。※

参考：内閣府「男女共同参画社会に関す

る世論調査」（平成 21 年 10月）同左

45.9％ 

37.4% 

（平成 21 年

10 月） 

50.0% 

男
女
共
同
参
画
課

実
績

ワーク・ライフ・バランス

の推進 

※茅ヶ崎市次世代育成支援

対策行動計画（後期計画平

成２２年度～平成２６年

度）と連携 

人生の各段階に応じて、多様な生き方、

働き方が選択できる、仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）の実現に

向けた啓発講座等実施事業数を指標とし

て設定。 

3 事業 

（平成 21 年

度） 

4 事業 

男
女
共
同
参
画
課

実
績

待機児童解消のための保育

園の整備拡充（通常保育事

業） 

※茅ヶ崎市次世代育成支援

対策行動計画（後期計画平

成２２年度～平成２６年

度）と連携 

待機児童解消のため、また保護者の多様

な保育ニーズに対応するため、保育園の

入園児童数を指標として設定。 

※茅ヶ崎市総合計画第２次実施計画にお

いて、目標値を当初値の 2,500 人から上

方修正し、2,800 人に設定。 

2,101 人 

（平成21年6

月） 

2,800 人 
保
育
課



基
本
目
標

調
査
方
法

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度）

担
当
課

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

実
績

家庭児童相談事業※茅ヶ崎

市次世代育成支援対策行動

計画（後期計画平成２２年

度～平成２６年度）より抜

粋 

家庭における適正な児童養育その他家庭

児童福祉向上のため、児童相談所、保健

福祉事務所、学校、警察署及び関係機関

との連携を緊密にしながら実施している

家庭児童相談室における相談解決率を指

標として設定。 

50.0% 

（平成 21 年

9 月） 

60.0% 

（平成 26

年度） 

こ
ど
も
育
成
相
談
課

ア
ン
ケ
ー
ト

女性のための相談室を知っ

ている人の割合 

問題解決の一助として、困ったときに安

心して相談できる女性のための相談室の

存在を知っている人の割合を指標として

設定。 

13.5％ 

（平成 17 年

9 月） 

40.0% 

男
女
共
同
参
画
課

ア
ン
ケ
ー
ト

女性がリプロダクティブ・

ヘルス／ライツを有すると

いう考え方に賛成する人の

割合 

女性が、妊娠・出産等、自分のからだの

ことを自分で決める権利である性と生殖

に関する健康と権利（リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツ）を有するというこ

との意識の浸透を図る目安として、その

考え方に賛成する人の割合を指標として

設定。 

65.4% 

（平成 21 年

10 月） 

75.0% 

男
女
共
同
参
画
課

ア
ン
ケ
ー
ト

メディア・リテラシーを知

っている人の割合 

「女性や子どもの人権を侵害するような

表現に問題意識を持って情報を取捨選択

し、読み解き、活用することが大切であ

る」という考え方の浸透を図るため、メ

ディア・リテラシーを知っている人の割

合を指標として設定。 

なし 増加 

男
女
共
同
参
画
課

男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

実
績

市の審議会等における女性

委員の割合 

性別に偏らない政策、意思決定の場の実

現のため、市の審議会等における女性委

員の割合を指標として設定。 

25.7% 

（平成 22 年

3 月） 

40.0% 

※達成した

時点で新た

な目標値を

設定する。 

男
女
共
同
参
画
課

実
績

託児サポーター事業の活用 

子育て中の方が、啓発講座や審議会等へ

の参加が可能な体制を整えることを目的

とし託児サポーターを活用した事業数を

指標として設定。 

6 事業 

（平成 22 年

6 月現在） 

30 事業 

男
女
共
同
参
画
課



評価については、本市及び事務事業担当課の評価を示しました。 

男女共同参画の進捗状況及び基本目標については、本市の総評を示しました。 

また、実施した事務事業については、活動実績、実績値、活動率、予算額及び決算額を取

りまとめました。 

本報告書の対象となる事務事業の年度は、平成２３～２５年度としました。 

５ 報告事項 

６ 対象年度 





Ⅱ 成果指標に基づく評価 

 男女共同参画に関する意識を把握し、今後の男女共同参画の施策に反映させるための基礎

資料とすることを目的として、毎年アンケートを実施します。 

このアンケートの結果と、本市の男女共同参画の進捗状況及びプランの基本目標の目標値

を比較し、本市が実施したプランの進捗状況を総合的に評価します。 

なお、平成２５年度に実施したアンケートの設計及び回収結果は次のとおりです。 

１ 調査の設計 

①調 査 地 域：茅ヶ崎市内全域

②調 査 対 象：市内に居住する満１８歳以上の男女

③標 本 数：１，３００人

④抽 出 方 法：住民基本台帳による無作為抽出法

⑤調 査 方 法：郵送配布調査法（往復はがき）

⑥調 査 期 間：平成２５年５月１日（水）から５月３１日（金）まで

２ 回収結果 

①発 送 数：１，３００件

②有効回収数： ４３３件

③回 収 率：３３．３％

～毎年実施している 

はがきアンケートのイメージ～ 

１ 男女共同参画に関するアンケート調査 



男女共同参画の進捗状況

●指標の説明

【男女共同参画社会基本法を知っている人の割合】
　男女共同参画についての市民の意識の浸透度を測る目安として、男女共同参画社会基本
法を知っている人の割合を指標として設定。

【ちがさき男女共同参画推進プランを知っている人の割合】
　男女共同参画についての市民の意識の浸透度を測る目安として、ちがさき男女共同参画
推進プランを知っている人の割合を指標として設定。

【茅ヶ崎市男女共同参画推進センター（旧女性センター）を拠点とした男女共同参画社
会の形成に向けた取り組みを知っている人の割合】

　茅ヶ崎市男女共同参画推進センター（旧女性センター）を拠点とした講座等男女共同参
画社会の形成に向けた取り組みを知っている人の割合を指標として設定。

31.5  

35.1  35.8  

60.0  

6.7  
8.6  7.9  

50.0  

17.4  

14.3  10.9  

60.0  

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

男女共同参画社会基本法を

知っている人の割合 

ちがさき男女共同参画推進

プランを知っている人の割

合 

茅ヶ崎市男女共同参画推進
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２ 男女共同参画の進捗状況に関する評価及び基本目標別評価 

 当初、計画策定時における目標値は、平成２１年１０月に実施した市民アンケー

ト調査（発送数：３，０００件、有効回答率：５３．９％、調査方法：郵送配布調

査（手紙によるアンケート調査））を主として設定しています。 

 進行管理における参考とする指標の結果は、平成２３年度から平成２５年度に実

施した、はがきによるアンケート調査の結果です。 



●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　茅ヶ崎市における男女共同参画の形成の促進に向けた取組の理念となる「ちがさき男女共同参画推進プラ
ン」を、プランの期間である平成２３年度から２７年度の５年にかけて周知することで、男女共同参画の形成
された社会の必要性の周知につなげます。同時に、男女共同参画社会基本法を周知していきます。茅ヶ崎市女
性センターのこれまでの取組や役割を改めて見直し、より男女共同参画社会の形成を推進する施設となるよう
に、本市の取組を周知していきます。

　平成２４年度は、平成２５年４月１日に施設名称を「茅ヶ崎市女性センター」から、プラン名と符合する「茅ヶ崎
市男女共同参画推進センター」に名称変更する手続きを行いました。それに伴い、より親しみやすい施設となるよう
に愛称を募集しました。平成２５年１月１日号広報に掲載すると共に、施設利用者に周知広報し、名称変更に伴う愛
称募集の機会を捉え、改めて男女共同参画について考えていただくきっかけとしました。
　今後は、「茅ヶ崎市男女共同参画推進センター」を拠点に事業を実施し、男女共同参画について周知啓発をしてい
くと共に、愛称である「いこりあ」（平等な場所を意味する造語）を広く知っていただけるようプランと共に広報に
努めます。

　男女共同参画社会基本法を知っている人の割合は３５．８％、ちがさき男女共同参画推進プランを知ってい
る人の割合は７．９％と微増傾向にありますが、前者は目標値の５割台、後者は目標値の1割台となっていま
す。また、茅ヶ崎市男女共同参画推進センターを拠点とした男女共同参画社会の形成に向けた取組を知ってい
る人の割合は１０．９％で平成２５年度まで目標値の１割台となっていて、周知が進んでいない現状です。
　平成２５年度は、前期事業計画を見直し、改めて男女共同参画社会の形成に向けた事務事業を取りまとめた
後期事業計画の初年度です。残り２か年度となったちがさき男女共同参画推進プランの間で、特に本市の取り
組みの周知について、一層の広報活動に努めます。



基本目標１　男女平等の意識づくり

●指標の説明

【男女の地位における平等感（社会通念・習慣・しきたりにおける平等と思う人の割
合）】
　男女共同参画の実現に向け、男女平等の意識の浸透の目安として、社会通念・習慣・し
きたりにおいて男女の地位が平等であると思う人の割合を指標として設定。

【固定的性別役割分担意識について反対と思う人の割合】
　多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透の目安として、「男は仕事、女
は家庭」という固定的性別役割分担意識について反対と思う人の割合を指標として設定。
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　これまでのアンケートは、学校や家庭等、あらゆる場面と比較しながら回答することが可能な冊子形式でし
た。平成２３年度より開始したはがき形式は、紙面の制限から他の場面との比較による設問ではなかったこと
から、社会通念・習慣・しきたりにおける平等と思う人の割合が高い傾向となったと考えられます。
　男女共同参画の視点は、人権に配慮されたものであることが基本です。家庭でも地域でも、子どもの頃か
ら、男女共同参画への意識づくりにつながる取組を実施していくことの必要性について関係する担当課と共有
し、その取組を今後も実施していきます。

　平成２４年１０月、国は、平成２１年度と同等の男女共同参画に関する世論調査を実施し、本市もはがきによるアンケー
ト調査を逸ししました。「社会通念・慣習：しきたりなどにおける男女の地位の平等感について」は、平等と答えた人の割
合は（国２１．４％、市３０．６％）といずれも低い結果となっています。男性の方が優遇されている（国７０．４％、市
５８．７％）と比較しても、ポイント数に差がありますが、男性優遇と考えていることが伺え、傾向が似ていることがわか
ります。今後は、国のアンケート結果と比較しながら推移をみていくことが必要です。また、固定的性別役割分担意識であ
る、「「男は外で働き、女は家庭を守るべきかについて」は、賛成５１．６％、反対４５．１％という結果となっており、
指標設定時の参考とした２１年度調査と比べると、１０ポイント低い結果となっていますので、今後も傾向をみていくこと
が必要です。

　男女の平等感や固定的性別役割分担意識ついて反対と思う人の割合は、いずれも目標値を越えていますが微
減傾向にあります。
　男女共同参画社会基本法第４条には、「社会における制度又は慣行が男女の社会における活動の選択に対し
て及ぼす影響をできる限り中立なものとするように配慮されなければならない」旨が規定されています。
　このことに基づき、固定的性別役割分担意識をなくすことを目的とした講座等を開催すると共に、施策を立
案及び実施する関係課に対し、あらゆる施策や計画の策定段階において男女共同参画の視点を持つことの重要
性を啓発していくことに努めます。



基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

●指標の説明

【女性が職業を持つことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考
える人の割合】
　多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透の目安として、子どもができて
も、ずっと職業を続ける方がよいと考える人の割合を指標として設定。

【ワーク・ライフ・バランスの推進】
　人生の各段階に応じて、多様な生き方、働き方が選択できる、仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）の実現に向けた啓発講座等実施事業数を指標として設定。

【待機児童解消のための保育園の整備拡充（通常保育事業）】
　待機児童解消のため、また保護者の多様な保育ニーズに対応するため、保育園の入園児童
数を指標として設定。

24.5  

32.4  36.3  

50.0  

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

女性が職業を持つことにつ

いて「子どもができても、

ずっと職業を続ける方がよ

い」と考える人の割合 

（％） 

（年度） 

3.0  3.0  

2.0  

4.0  

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

ワーク・ライフ・バランス

の推進に関する事業数 

（事業） 

（年度） 

2,110  

2,455  

2,683  2,５00 

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

待機児童解消のための保育

園の整備拡充（通常保育事

業）における保育園の入園

児童数 

（人） 

目標値 （年度） 



●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　基本目標については、関係する担当課の協力を得て多くの事業を実施できました。社会の変化に伴い、指標
である「女性が職業を持つこと」については肯定的な意見が増えて、これまでのアンケート結果からも少しず
つ変化を見ることができます。女性が働きたい・働き続けたいと思った時、その時々の選択を可能とする環境
整備を継続的に行うと共に、「男は仕事、女は家庭」といった社会的な性別役割分担意識の解消のために、目
標１と関連する意識啓発に取り組んでいくことが必要であると考えます。待機児童の解消はもとより、家庭的
保育事業等その他の取組も活用し、ライフスタイルごとに選択肢がある社会の構築も、関係する担当課と共に
取組を推進していくことが必要です。

　「女性が職業を持つこと」については、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の
割合は、平成23年度と平成24年度を比べると、7.9ポイント高い結果となっています。平成24年度の国の調
査では、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合は、47.5％でした。
　また「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」という回答は、（国
30.8％、市48.3％）となっており、市では、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をも
つ方がよい」という回答が多い結果となっています。
　今後も、基本目標２の指標のひとつである待機児童の解消に向けた取組など、仕事と生活が両立できる環境
づくりについて継続的に取り組んでいくことが必要です。

　女性が職業をもつことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合は増
加傾向にあります。引き続き、多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透に努めます。
　その一つの方法としてのワーク・ライフ・バランスの推進に関する事業についても実施していきます。
　待機児童解消のための保育園の整備拡充における保育園の入園児童数については、その児童数を拡充してき
ました。今後も、本市の将来の人口の推移を注視しつつ、環境づくりに努めます。

（年度） 



基本目標３　人権が尊重される社会づくり

●指標の説明
【家庭児童相談事業】
　家庭における適正な児童養育その他家庭児童福祉向上のため、児童相談所、保健福祉事
務所、学校、警察署及び関係機関との連携を緊密にしながら実施している家庭児童相談室
における相談解決率を指標として設定。

【女性のための相談室を知っている人の割合】
　問題解決の一助として、困ったときに安心して相談できる女性のための相談室の存在を
知っている人の割合を指標として設定。

【女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成する人の割
合】
　女性が、妊娠・出産等、自分のからだのことを自分で決める権利である性と生殖に関す
る健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）を有するということの意識の浸透を
図る目安として、その考え方に賛成する人の割合を指標として設定。

【メディア・リテラシーを知っている人の割合】
　「女性や子どもの人権を侵害するような表現に問題意識を持って情報を取捨選択し、読
み解き、活用することが大切である」という考え方の浸透を図るため、メディア・リテラ
シーを知っている人の割合を指標として設定。
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　現在、基本目標３の中で暴力防止に関する取組を強化していくため、指標のひとつとして虐待に対する取組
を示しています。「人権の尊重」は、あらゆる目標において大切なテーマであり、特にリプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツについては、人権尊重の視点を忘れてはならないものです。健康に焦点を当てるだけではなく、
「女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有する」という考え方に理解がある社会となるように、啓発事
業の機会を持つことに努めていきます。
　メディア・リテラシーについても、関係する担当課が取り組む情報紙作成等にこの考えが配慮がされるよう
に啓発していきます。

　基本目標３については、国籍、年齢、障害などに関わらず、誰もが自立して生き生きと暮らすことを支援すると共
に、あらゆる暴力を容認しないことで、人権が尊重された社会づくりを推進するものです。特に人権尊重の視点か
ら、暴力防止に関する取り組みについては、日頃から様々な世代に向けて啓発を必要とするものです。
　基本目標３に係る各指標については、ほぼ昨年度並みの結果となっておりますが、「女性のための相談室」を知っ
ている人の割合については、他の指標と比べて目標値の約半分に留まる結果となっています。これまで以上に、周知
に努めていきます。
　また、平成２４年度は、「女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有する」に関しては、目標値を上回ってい
ますが、啓発等事業は積極的に実施するように努めていきます。

　家庭児童相談事業における相談解決率及び女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成
する人の割合はいずれも高く、目標値を越えています。今後も、高い割合を維持できるように家庭児童相談室を運営
し、意識啓発に努めます。
　一方、女性のための相談室を知っている人の割合は１６．６％で目標値の４割台となっています。より多くの女性
にとって問題解決の一助となるよう、次年度以降は、これまで以上に女性のための相談室の周知に努めます。
　なお、メディア・リテラシーを知っている人の割合はほぼ横ばいとなっています。引き続き、市民・職員に関わら
ず、情報を取捨選択し、読み解き活用することの大切さを啓発していきます。



基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

●指標の説明

【市の審議会等における女性委員の割合】
　性別に偏らない政策、意思決定の場の実現のため、市の審議会等における女性委員の割
合を指標として設定。

【託児サポーター事業の活用】
　子育て中の方が、啓発講座や審議会等への参加が可能な体制を整えることを目的とし託
児サポーターを活用した事業数を指標として設定。

26.3  26.5  27.9  

40.0  

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

市の審議会等における女性

委員の割合 

（％） 

17  

29  33  
30  

0

10

20

30

40

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 目標値 

託児サポーター事業の活用 

（事業） 

（年度） 

（年度） 



●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　政策、意思決定の場への女性の参画は、これまでも取り組んできた課題ですが、審議会の委員改選に伴い、
平成２２年度（２７．６％）と比較して平成２３年度の女性委員の割合が下がったことは残念です。
　女性の参画の少ない分野への女性の参画も含め、性別に偏らない政策、意思決定の場の実現はもとより、誰
もが参画する機会が持てるように事業の開催日や開催時間に配慮することに努め、その必要性を共有できるよ
うにしていくことが必要です。
　そのためにも、あらゆる市の事業に託児事業が定着するようにサポートしていくことと共に、市の事業への
参加が、今後の社会参加や地域への参画につながるものとなるように、啓発していきます。

　審議会等における女性委員の割合は、平成２３年度と比べると微増となっています。今後は、委員の改選時には男
女比に配慮していただけるよう、関係課かいに働きかけると共に、会議の開催日や開催時間への配慮をすることが誰
もが参加しやすい事業に繋がるものであることを引き続き周知していきます。
　託児サポーター事業につきましては、年々託児がある事業が増えており、順調に事業を展開しています。子育て世
代の各種事業への参加者の増加と共に、審議会等への参加率も増えるように啓発し、事業を展開していきます。
　また、今後は防災分野における男女共同参画の視点への配慮の必要性について周知し、平常時より男女の別なく参
画できるしくみづくりに努めることの必要性を事例と共に関係課かいに情報提供していきます。

　市の審議会等における女性委員の割合は微増傾向にあります。この割合を増加させるためにも、事業の日程
に配慮したり、後述する託児サポーター事業等を活用して女性が参画しやすくしたりすることの必要性を周知
していきます。
　託児サポーター事業の活用は関連事業が増加傾向にあり、目標値を越えています。また、平成２３年度と平
成２５年度を比較するとほぼ２倍となっています。
　次年度以降も、当該事業の利用者及び託児スタッフ双方にとって、社会参画につながるよう努めます。



 

Ⅲ 活動指標に基づく評価 

 

 

 

 

 プラン、プランの基本目標及びプランの目標の活動率は次のとおり算出します。 

 いずれも単位は％とし、小数点第2位以下を四捨五入します。 

  

※平成２３年度活動率を算出例としています。 

 

 （１）プランの目標の活動率 

   （当該目標の活動率の合計÷当該目標の活動率の最高値）×１００ 

  例：目標１の活動率 

   （６５０．０％ ÷ ７００．０％） × １００ 

   ＝ ９２．８５％ → ９２．９％ 

 

 （２）プランの基本目標の活動率 

   当該基本目標に属する目標の活動率合計÷当該基本目標に属する目標数 

  例：基本目標１の活動率 

   （目標 1の活動率９２．９％ ＋ 目標２の活動率５０．０％ ＋ 目標３の活動

率９５．１％） ÷ ３ 

 ＝ ７９．３３％ → ７９．３％ 

 

（３）プランの活動率 

  基本目標の活動率の合計 ÷ ４ 

 平成２３年度のプランの活動率 

  （基本目標１の活動率７９．３％ ＋ 基本目標２の活動率９４．９％ ＋ 基本目

標３の活動率９５．２％ ＋ 基本目標４の活動率９２．２％） ÷ ４ 

 ＝ ９０．４２％  → ９０．４％ 

 

  なお、各事務事業の活動率については次ページ以降に記載しています。 

  

１ プラン、基本目標及び目標の活動率 



内  容 
活動率 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

ちがさき男女共同参画推進プラン 90.4％ 90.０％ 90.6％ 

基本目標１ 男女平等の意識づくり 79.3% 92.1% 97.3% 

 

目標１ 男女平等について学ぶ機会を増やす 92.9% 100.0% 100.0% 

目標２ 「男は仕事、女は家庭」という固定

的性別役割分担意識をなくす 
50.0% 100.0% 100.0% 

目標３ 平和の尊さを啓発する事業と国際連

携及び協力を推進する 
95.1% 76.4% 92.0% 

基本目標２ 仕事と生活の両立ができる環境づくり 94.9% 87.7% 89.0% 

 

目標４ 働きやすい環境をつくる 89.1% 96.0% 95.6% 

目標５ 子育て、介護がしやすい環境をつく

る 
95.5% 97.0％ 89.5％ 

目標６ 男性の家庭生活や地域生活への参画

をすすめる 
100.0% 70.0% 79.5% 

基本目標３ 人権が尊重される社会づくり 95.２% 87.0% 81.6% 

 目標７ あらゆる暴力をなくす 91.7% 100.0% 95.6% 

 
目標８ 茅ヶ崎市女性センターを拠点とした

相談事業に取り組む 
100.0% 66.7% 66.7% 

 

目標９ 女性が自分のからだのことを自分で

決める権利を女性の人権として確立す

る 

92.8% 81.7% 82.0% 

 目標１０ 生涯にわたる健康を支援する 99.7% 89.2% 95.8% 

 

目標１１ 人権尊重のために、メディアから

の情報を主体的に読み解く力（メデ

ィア・リテラシー）を育成する 

100.0% 90.0% 60.0% 

 
目標１２ 様々な困難を抱える人々が安心し

て暮らせる環境を整備する 
87.2% 94.3% 89.5% 

基本目標４ 男女が共に参画するまちづくり 92.2% 93.1% 94.6% 

 
目標１３ 政策・方針決定過程の場に女性の

参画を増やす 
97.5% 97.7% 97.0% 

 
目標１４ 市民が主体的に男女共同参画を推

進する 
86.9% 88.5% 92.2% 



基本目標１　男女平等の意識づくり

目標１　男女平等について学ぶ機会を増やす

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

1
拡
大

階層別研修
男女平等の職場づくりやハラスメ
ントに関する意識向上を目的とす
る研修の受講の機会をつくる。

新採用職員
管理監督者
※後期事業
計画より
「新採用職
員」から変
更

新採用職員研
修、危機管理研
修、メンタルヘ
ルス研修
※後期事業計画
より「新採用職
員研修」から変
更

実施回数 1回 1回 1回 100.0% －

2
継
続

生涯学習の機
会の提供

地域に根ざした学習活動の促進の
ため、市民主導で事業を展開す
る。庁内外との連携により、市民
の多様な学習ニーズに応えられる
よう、まなびの場を提供する。

ちがさき情
報化プラ
ン、茅ヶ崎
市文化生涯
学習プラン

市民
ちがさき市民大
学の開催

ちがさき市民
大学の開催回
数

前期：日本建築につい
て（全3回）参加者延
べ215人。後期：災害
について（全4回）参
加者延べ320人

6講座（年2
回）

7講座(年2
回）

100.0% 319

3
継
続

生涯学習の機
会の提供

地域に根ざした学習活動の促進の
ため、市民主導で事業を展開す
る。庁内外との連携により、市民
の多様な学習ニーズに応えられる
よう、まなびの場を提供する。

ちがさき情
報化プラ
ン、茅ヶ崎
市文化生涯
学習プラン

市民
大学公開講座の
開催

講座開催回数

人間の五感に関する講
座を文教大学と連携し
情報、国際、健康等多
様な視点から考える講
座を6回実施した。

6講座（年1
回）

６講座(年１
回）

100.0% 385

4
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

行政・企業・関連団体等との連
携・共催のもと、地域・家庭・学
校など社会のあらゆる分野におい
て、学習の機会の充実を図り、講
座等事業を実施し男女平等につい
て学ぶ機会を増やす。

市民
男女平等につい
て学ぶ機会を増
やす事業の実施

実施事業総数

６月の男女共同参画週
間に、女性センターの
登録団体を紹介するパ
ネル展を実施した。

1事業 1事業 100.0% －

5
継
続

ふれあい教育
推進事業

地域の指導協力者を派遣し、学校
内外の活動において、児童・生徒
の学びの質を高めるとともに豊か
な心の育成を図る。

児童生
徒・地域
住民

特色ある学校づ
くりに向けた地
域の指導協力者
による学校支援

申請参加対象
校数

小・中学校32校に指導
協力者を計448回派遣
した。

32校 32校 100.0% 2,413

6
継
続

学校訪問（計
画・要請・機
会訪問）

指導主事による学校訪問を通し
て、確かな学力と豊かな人間性の
育成に向けて指導助言し、学習指
導、児童生徒指導をはじめとする
学校教育活動全般の充実を図る。

小中学校

教育に関する実
践上の諸問題並
びに研究課題の
研究協議

学校を訪問
し、授業等に
関して研究協
議を行う対象
校数

小・中学校32校に学校
訪問（計画・要請・機
会訪問）を行った。合
計８５４回。

32校 32校 100.0% －

7
継
続

人権教育講座

人権教育の一層の推進と充実をめ
ざし、学校教育における人権教育
指導者としての資質と指導力の向
上を図る。

小中学校
教員

人権教育指導者
の育成支援

実施回数
人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。

2回 １回 50.0% －

※予算額及び決算額がない場合は「－」で示しました。次ページ以降も同様です。

平成２３年度活動率 92.9%

事務事業に関
連する計画名

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果

活動の名称
活動指標の

名称

２ 目標別評価 



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－ 1回 1回 1回 100.0% － － 14回 3回 14回 100.0% 199 158

職
員
課

297

前期：「笑いのチカ
ラ」笑いとは・・・何
だろう！（全3回）参
加者延べ213人。後
期：21世紀の地球（全
3回）参加者延べ125
人

6講座（年2
回）

6講座(年2
回）

100.0% 308 285

前期：「近代国家への
脱皮～明治時代～」
（全3回）参加者延べ
250人。後期：「これ
からの社会を支える若
者を知ろう」（全3
回）参加者延べ77人

6講座（年2
回）

6講座（年2
回）

100.0% 307 341

文
化
生
涯
学
習
課

385

「美」をめぐる生き方
をテーマとし、美に目
を向ける生き方の意味
を知る講座を６回実施
した。

6講座（年1
回）

6講座（年1
回）

100.0% 385 385

「日本」をテーマと
し、日本のことをもう
一度見つめなおして、
役立つ内容を多角的に
考える講座を６回実施
した。

6講座（年1
回）

6講座（年1
回）

100.0% 385 385

文
化
生
涯
学
習
課

－

６月の男女共同参画週
間に、男女共同参画及
び登録団体を紹介する
パネル展を開催。ま
た、登録団体と共催で
年間２事業を実施し事
業参加者１１６人。

1事業 ３事業 100.0% 40 80

６月の男女共同参画週
間に、男女共同参画及
び登録団体を紹介する
パネル展を開催。ま
た、登録団体と共催で
年間1事業を実施し
た。延べ７４人（うち
女性５８人）

1事業 ２事業 100.0% 80 32

男
女
共
同
参
画
課

2,413
小・中学校32校に指導
協力者を計448回派遣
した。

32校 ３２校 100.0% 2,471 2,449
小・中学校32校に指導
協力者を計448回派遣
した。

32校 32校 100.0% 2,240 2,240

学
校
教
育
指
導
課

－

小・中学校32校に学校
訪問（計画・要請・機
会訪問）を行った。合
計１，０３４回。

32校 ３２校 100.0% － －

小・中学校32校に学校
訪問（計画・要請・機
会訪問）を行った。合
計１，００５回。

32校 32校 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

－
人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。

2回 2回 100.0% － －
人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。

2回 2回 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

100.0%平成２４年度活動率 平成２５年度活動率100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



基本目標１　男女平等の意識づくり

目標２　「男は仕事、女は家庭」という固定的性別役割分担意識を

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

8
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

子どもの頃からの男女共同参画の
啓発に向け、啓発冊子の作成・配
布など意識啓発事業を実施し、意
識啓発に努める。

市民
固定的性別役割
分担意識をなく
す事業の実施

実施事業総数
事業を実施できなかっ
た。

1事業 0事業 0.0% －

9
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

市民意識調査を毎年実施するとと
もに、継続的にその情報提供に努
める。

市民
固定的性別役割
分担意識をなく
す事業の実施

実施事業総数

６／１～３０往復はが
きにて実施。発送数９
００、回収率３３．
１％。

1事業 1事業 100.0% 105

基本目標１　男女平等の意識づくり

目標３　平和の尊さを啓発する事業と国際連携及び協力を推進する

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

10
継
続

平和啓発事業
戦争の悲惨さ、平和の尊さを一人
でも多くの市民に伝える。

市民
平和啓発事業の
実施

平和に関する
展示会等のイ
ベントの開催
数

駅前や市内小中高校で
原爆関連資料を展示し
たり、語り部さんによ
る講話会を開催したり
した。

4回 11回 100.0% 1,559

11
継
続

「平和につい
て」ポス
ター・作文コ
ンテスト事業

平和の大切さについて学んでもら
うため、次代を担う児童、生徒を
対象に平和についてのポスター・
作文を募集し、その作品を通し
て、市民に広く平和の尊さを啓発
する。

市内在
住・在学
の小学6年
生・中学
２年生

「平和につい
て」ポスター・
作文コンテスト
の実施

作品応募学校
数

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校１５校、
中学校９校から応募が
あった。

34校 24校 70.6% 28

12
継
続

ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

次世代に戦争の悲惨さ、平和の尊
さなどを肌で感じ、学びとっても
らうため、広島の平和式典に小・
中学生を派遣する。

「平和に
ついて」
コンテス
ト入賞者

ピーストレイン
平和大使の広島
への派遣

平和大使派遣
者数

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 16人 100.0% 1,176

13
継
続

国際交流関係
事業

茅ヶ崎市国際交流協会と連携しな
がら、市内在住の外国人や海外の
人々との交流活動を行い、国際理
解及び国際協力の輪を広げる。ま
た、神奈川県との共催事業を行う
中で、次代を担う子どもたちの夢
と想像力を育む。

市民

茅ヶ崎市国際交
流協会及び神奈
川県との共催事
業の実施

共催事業数

ホームステイしている
大学生がお茶の作法等
を体験したり、外国人
による日本語スピーチ
大会を開催したりし
た。

6事業 6事業 100.0% 115

本
年
度
対
象
外

－

茅ヶ崎市外国
語版便利帳改
訂版作成事業
※後期事業計
画から追加

外国人市民が、言葉の壁や生活習
慣の違いに関係なく地域での円滑
な生活が送れるよう、生活ガイド
的内容を持った「茅ヶ崎市外国語
版便利帳」の改訂版を作成し、各
種の情報提供等を行います。

外国籍市
民等

茅ヶ崎市外国語
版便利帳改訂版
作成

言語対応数

14
継
続

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「一般
学習事業」か
ら変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民 国際交流 開催回数

音楽で気軽に国際交流
～豊かな大地ロシアの
音楽にふれて～を開催
した。３／２３参加者
数４０人。

1回 1回 100.0% 30

平成２３年度活動率 95.1%

平成２３年度活動率 50.0%

№
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活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
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活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
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対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



なくす

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

２市１町広域連携事業
として、若年者向けの
ＤＶ防止啓発冊子を作
成した。

1事業 1事業 100.0% － －

２市１町広域連携事業
として、若年者向けの
デートＤＶ防止啓発冊
子を作成した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

105

５／１～３１往復はが
きにて実施。発送数１
３００、回収率３４．
０％。

1事業 1事業 100.0% 108 108

５／１～３１往復はが
きにて実施。発送数１
３００、回収率３３．
３％。

1事業 1事業 100.0% 99 99

男
女
共
同
参
画
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

1,518

駅前や市内小中高校で
原爆関連資料を展示し
たり、語り部さんによ
る講話会を開催したり
した。

4回 12回 100.0% 1,551 1,535

駅前や市内小中高校で
原爆関連資料を展示し
たり、語り部さんによ
る講話会を開催したり
した。

4回 12回 100.0% 1,531 1,511

男
女
共
同
参
画
課

25

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校１３校、
中学校９校から応募が
あった。

34校 22校 64.7% 28 26

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校１５校、
中学校９校から応募が
あった。

34校 24校 70.6% 28 23

男
女
共
同
参
画
課

1,161

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 15人 93.8% 1,184 1,112

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 13人 81.3% 1,202 1,020

男
女
共
同
参
画
課

100

ホームステイしている
大学生がお茶の作法等
を体験したり、外国人
による日本語スピーチ
大会を開催したりし
た。

6事業 6事業 100.0% 141 109

ホームステイしている
大学生がお茶の作法等
を体験したり、外国人
による日本語スピーチ
大会を開催したりし
た。

6事業 6事業 100.0% 141 131

男
女
共
同
参
画
課

本年度対象外

男
女
共
同
参
画
課

30 実施せず 0%

中米の国ホンジュラス
出身の方を講師に迎
え、文化を知り、料理
を味わい、理解を深め
た。８／２４・３／１
２　２回開催　参加者
４６人

1回 ２回 100% 30 30

小
和
田
公
民
館

平成２４年度活動率 76.4% 平成２５年度活動率 92.0%

平成２４年度活動率 100.0% 平成２５年度活動率 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

15
継
続

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「国
際・異文化理
解事業」から
変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民 国際理解講座 開催回数

「ナマステ（こんにち
は）ネパール」の講座
を開催した。参加者
数：１３人

1回 1回 100.0% 30

基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標４　働きやすい環境をつくる

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

16
継
続

時間外勤務削
減に向けての
ノー残業デー
の実施

ノー残業デーを実施・周知するこ
とで、時間外勤務の削減を行い、
職場・家庭・地域において充実し
た生活を送ることができるような
環境作りをする。

職員
ノー残業デーの
実施

実施回数
毎週水曜日・給与支給
日

毎週水曜
日・給与支
給日

毎週水曜
日・給与支
給日

100.0% －

17
継
続

総合評価落札
方式

価格競争だけでなく、入札者が社
会的な活動に取り組んでいるか等
も競争の内容に含む入札形式で、
男女共同参画に取り組んでいる入
札者に対して点数を加算する。

事業者

土木・建築に関
する工事におけ
る総合評価落札
方式の試行

実施件数
前年度から引き続き総
合評価方式を７件執行
した。

9件 ７件 77.8% －

18
継
続

ちがさきしご
と相談デー

将来のキャリア形成や仕事の悩み
等に対するキャリアカウンセリン
グを実施し、就職活動を支援す
る。女性が利用しやすいよう女性
キャリアコンサルタント対応日も
設定する。※第２次実施計画事業
名「勤労市民会館の管理運営」

市民 相談の実施 実施日数 24日 24日 100.0% －

19
継
続

ちがさき就職
サポートコー
ナー

就職・転職活動に対するアドバイ
スや情報提供を実施し、就職活動
を支援する。女性が利用しやすい
よう女性キャリアコンサルタント
対応日も設定する。※第２次実施
計画事業名「勤労市民会館の管理
運営」

市民 相談の実施 実施日数 232日 232日 100.0% －

20
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

女性が社会的、経済的に力をつけ
ること（エンパワーメント）を目
的とした講座等の事業を実施し、
就労等を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民（女
性）

女性が社会的、
経済的に力をつ
けることを支援
する事業の実施

実施事業総数

１１月に４日間のパソ
コン講座（エクセル初
級）を開催した。参加
者延べ76人。

2事業 1事業 50.0% 73

21
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

人生の各段階に応じて、多様な生
き方や働き方が選択できる、仕事
と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の実現に向け、啓発講
座等の事業を実施し、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民
ワーク・ライ
フ・バランス推
進事業の実施

実施事業総数

①１０月講演会「忙し
いパパとママのための
子育てハッピーアドバ
イス」②3月講演会
「ワーク・ライフ・バ
ランスの実現をめざし
て」③アンケート（企
業対象）

3事業 3事業 100.0% 1,412

22
拡
大

待機児童解消
のための保育
園整備拡充

保育園の施設整備を推進し、安心
して子どもを産み育てることので
きる環境の整備・充実を図ること
で待機児童の解消を目指す。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

子育て家
庭

保育園の運営
認可保育園の
定員数

民間保育園を３ヶ所開
園、２４年度及び２５
年度の開園を目途とし
て公設民営保育園を
1ヶ所建設した。

2,110人 2,110人 100.0% 735,131

23
拡
大

放課後児童健
全育成事業

児童クラブのよりよい運営と保育
環境により、小学校低学年児童の
放課後支援の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

子育て家
庭

児童クラブの運
営

入所児童数

汐見台児童クラブの運
営をスタートした。東
日本大震災をうけ、
メール配信サービスも
はじめた。

980人 900人 91.8% 205,723

24
拡
大

家庭的保育事
業

待機児童解消及び多様な保育ニー
ズに対応する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

子育て家
庭

家庭的保育事業
の実施

受け入れ人数
家庭的保育者６名が述
べ１３０人の児童の保
育を実施した。

10人 １６人 100.0% 18,815

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２３年度活動率 89.1%

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

20

講座「シルクロードの
オアシス国家、ウズベ
キスタン」を開催。
参加者数：１３人

1回 １回 100.0% 30 15

講座「ペルー人から見
た日本の生活」を開
催。
参加者数１５人

1講座
※後期事業
計画より「1
回」から変
更

１講座 100.0% 20 20

香
川
公
民
館

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
毎週水曜日・給与支給
日

毎週水曜
日・給与支
給日

毎週水曜
日・給与支
給日

100.0% － － ６４日

64日
※後期事業
計画より
「毎週水曜
日・給与支
給日」から
変更

64日 100.0% － －

職
員
課

－
前年度から引き続き総
合評価方式を４件執行
した。

10件 ４件 40.0% － －
前年度から引き続き総
合評価方式を５件執行
した。

7件
※後期事業
計画より
「11件」か
ら変更

5件 71.4% － －

契
約
検
査
課

－

相談の総枠72枠に対
し、6５件の相談が
あった。（利用率
90.3％）6５件の内訳
は男性40件、女性25
件。

24日 24日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

相談の総枠72枠に対
し、53件の相談があっ
た。（利用率73.6％）
53件の内訳は男性35
件、女性18件。

24日 23日 95.8%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

雇
用
労
働
課

－

232日実施し、1,566
人の相談があった。
（1日平均6.8人）内訳
は男性910人、女性
656人。

23２日 232日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

232日実施し、1,634
人の相談があった。
（1日平均7.0人）内訳
は男性885人、女性
749人。

232日 232日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

雇
用
労
働
課

77

①１０/１５から全４
回パソコン講座（エク
セル初級）を開催し
た。②１１／１２から
全３回、キャリアコン
サルタントを講師とす
る就労支援講座を開催
した。のべ１３２人。

2事業 2事業 100.0% 209 124

①8/3【ドラマセラ
ピー講座】２０人　②
10/21～11/18（全
４回）パソコン講座
（エクセル初級）延べ
６０人。計８０人（う
ち女性延べ８０人）

2事業 ２事業 100.0% 81 71

男
女
共
同
参
画
課

1,182

①６月２市１町広域連携事
業　講談１２３人②１１月
２市１町広域連携事業「男
の力を活かそう　地域の出
会い知り合い助け合い」９
６人③3月市町村連携事業
講演会ワーク・ライフ・バ
ランス働き方生き方を考え
る」３９人。

3事業 3事業 100.0% － 5

①6/29　２市１町広域
連携事業「妻として女優
として」小山明子氏延べ
143人②10/30、
12/7働く女性向けセミ
ナー延べ40人　計183
人（うち女性延べ１２７
人）

3事業 ２事業 66.7% － －

男
女
共
同
参
画
課

600,398

公設民営保育園1園新
設(120人増)、民間保
育園1園新設・1園増築
(82人増)を実施。
25・26年度開園に向
けて3園の整備を実
施。

2,230人 2,455人 100.0% 325,751 295,110

民間保育園2園新設、1
園増改築を実施。26年
度開園に向けて4園の
整備を実施。

2,620人
※後期事業
計画より
「2,302
人」から変
更

2,683人 100.0% 60,487 60,487

保
育
課

199,651

平成２５年度からの４
年間、全ての児童クラ
ブを一括指定して指定
管理する指定管理者を
選定した。

980人 1,124人 100.0% 207,178 211,415

今後の児童クラブの運
営を検討するため、平
成２６年度より広域児
童クラブやサマース
クールの開設など、モ
デル事業を実施する準
備を進めた。

1,100人
※後期事業
計画より
「980人」
から変更

1,164人 100.0% 228,175 227,156

保
育
課

12,155
家庭的保育者７名が述
べ１９９人の児童の保
育を実施した。

15人 21人 100.0% 18,138 18,061

2５年度新規家庭的保
育室開設1室、計8室の
保育室で家庭的保育を
実施。

23人
※後期事業
計画より
「20人」か
ら変更

26人 100.0% 24,658 24,657

保
育
課

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度活動率 96.0% 平成２５年度活動率 95.6%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

25
継
続

休日等保育事
業

子育て支援施策として、休日に保
育を必要とする保護者のニーズに
応える。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

子育て家
庭

休日保育の実施 実施保育園数

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で述べ８５人を受け入
れた。

2園 2園 100.0% 444

26
拡
大

延長保育事業
保護者の多様な就労形態に対応す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

延長保育の実施 実施保育園数
公立・民間保育園在籍
園児１，２００人に延
長保育を実施した。

23園 23園 100.0% 119,081

27
継
続

特定保育事業
保育者の就労形態の多様化に伴う
保育需要に対応する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

子育て家
庭

特定保育の実施 実施保育園数
私立松林保育園・なぎ
さ第二保育園で特定保
育を実施した。

3園 ２園 66.7% 5,670

28
拡
大

一時預かり事
業

冠婚葬祭、保護者の傷病等により
緊急・一時的な保育が必要な児童
に対して実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

一時預かりの実
施

実施保育施設
数
※後期事業計
画より「実施
保育園数」か
ら変更

私立なぎさ保育園・松
林保育園・萩園愛児
園・なぎさ第二保育
園・茅ヶ崎こども園で
一時預かりを実施し
た。

7園 ５園 71.4% 10,308

29
継
続

病後児保育事
業

就労中の保護者の子どもが病気の
回復時であり、集団生活が困難な
期間において保育が必要な場合、
専用スペースで保育を実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

病後児保育の実
施委託

委託保育園数

30
拡
大

産休明け保育
事業

就労中の保護者の子どもが生後５
７日目から保育が必要な場合、保
育を実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

産休明け保育実
施補助

補助保育園数

基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標５　子育て、介護がしやすい環境をつくる

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

31
拡
大

地域包括支援
センター運営
事務

保健、介護、福祉という3分野の専
門職が連携し、市町村や地域の医
療機関、介護（介護予防）サービ
ス事業者、ボランティアなどと協
力しながら地域の高齢者のさまざ
まな相談に対応する。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

６５歳以
上の高齢
者及びそ
の家族等

地域包括支援セ
ンターの運営

設置箇所

７ヶ所の地域包括支援
センターにおいて、介
護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

7箇所 ７箇所 100.0% 170,942

32
新
規

地域福祉総合
相談室運営事
業
※後期事業計
画から追加

１２地区に整備予定の地域包括支
援センター内に地域福祉総合相談
室を設置し、分野にとらわれな
い、より身近な地域の相談支援機
能を充実させ、地域住民の利便性
の向上並びに地域福祉の増進を図
る。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

市民 整備地区数

33
継
続

子育て支援の
推進事業

子育てに関する情報を幅広くまと
め、子育てに係る家庭の利便性を
図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

子育てガイド
ブック改訂版作
成

子育てガイド
ブック作成

民間事業者との協働で
２０，０００部を作成
した。

平成24年3
月

平成24年3
月

100.0% －

34
継
続

子育てポータ
ルサイト事業
※後期事業計
画から追加

乳幼児を持つ保護者が子育てに関
するポータルサイトを利用するこ
とにより、地域で孤立することな
く安心して子育てができる環境を
創出するとともに、地域ぐるみで
の子育て支援の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

子育てに関する
ポータルサイト
の構築・運営

サイトの実訪
問者数

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

活動

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２３年度活動率 95.5%

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

346

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で延べ１０１人を受け
入れた。

2園 2園 100.0% 363 259

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で延べ１１３人を受け
入れた。

2園 ２園 100.0% 360 339

保
育
課

114,007
公立・民間保育園在籍
児計１，３４０人に延
長保育を実施した。

24園 26園 100.0% 124,107 120,028
公立・民間保育園在籍
児計１，４４０人に延
長保育を実施した。

26園
※後期事業
計画より
「25園」か
ら変更

27園 100.0% 136,351 133,713

保
育
課

4,428

公立中海岸保育園、私
立松林保育園・十間坂
保育園、なぎさ第二保
育園で特定保育を実施
した。

4園 ４園 100.0% 5,670 5,562

公立中海岸保育園、私
立松林保育園・十間坂
保育園、なぎさ第二保
育園で特定保育を実施
した。

4園 4園 100.0% 5,670 5,022

保
育
課

10,308

公立中海岸保育園、私
立なぎさ保育園・松林
保育園・十間坂保育
園・萩園愛児園・なぎ
さ第二保育園・茅ヶ崎
こども園・うーたん保
育園で特定保育を実施
した。

8園 ８園 100.0% 6,507 5,292

公立中海岸保育園、私立
なぎさ保育園・松林保育
園・十間坂保育園・萩園
愛児園・なぎさ第二保育
園・茅ヶ崎こども園・
うーたん保育園及び認定
保育施設７園で一時預か
りを実施した。

15施設
※後期事業
計画より「8
園」から変
更

15施設 100.0% 19,530 19,080

保
育
課

公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

1園 1園 100.0% 176,968 173,507
公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

1園 1園 100.0%
176,968
（指定管理
料）

176,719
（指定管理
料）

保
育
課

公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

1園 1園 100.0%
176,968

(再掲）
173,507

(再掲）

公立中海岸保育園及び
民間アスク茅ヶ崎保育
園で産休明け保育を実
施した。

1園 2園 100.0% 270,390 220,409

保
育
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

170,791

７ヶ所の地域包括支援
センターにおいて、介
護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

7箇所 ７箇所 100.0% 165,954 165,954

9ヶ所の地域包括支援
センターにおいて、介
護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

9箇所
※後期事業
計画より
「10箇所」
から変更

９箇所 100.0% 197,095 196,545

高
齢
福
祉
介
護
課

平成２５年１０月、地
域包括支援センター増
設に合わせて、小出地
区及び松浪地区に増設
し、９地区となった。

9地区 9地区 100.0% 42,934 42,934

保
健
福
祉
課

－
（子育てガイドブック
は隔年で作成。次回は
平成２５年度。）

民間事業者との協働で
２０，０００部を作成
した。

平成26年3
月

平成26年3
月

100.0% － －

子
育
て
支
援
課

子育てに関するポータ
ルサイトの運営を行っ
た。

200人/日 244人/日 100.0% 2,000 2,000

子
育
て
支
援
課

活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度活動率 97.0% 平成２５年度活動率 91.9%

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

35
継
続

子育て短期支
援事業

事情により家庭における児童の養
育が困難なとき、児童養護施設で
一時的に養育を行い、保護者の負
担を軽減する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

ショートステ
イ・トワイライ
トステイ事業の
実施

利用可能日数

白十字林間学校におい
て一時的に家庭での養
育が困難な児童を対象
にショートステイ事業
等を行った。

ショートス
テイ366日
トワイライ
トステイ
244日

ショートス
テイ366日
トワイライ
トステイ
244日

100.0% 4,107

36
拡
大

子育て支援セ
ンター事業

子育て支援センターにおける育児
相談・子育て家庭交流の場の提供
等を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

子育てアドバイ
ザー育児相談・
子育て家庭交流
の場の提供・子
育て情報の提供

利用者数

茅ヶ崎駅北口、南口及
び浜竹の子育て支援セ
ンターで子育てに悩む
母親等を対象に相談・
支援を行った。

41,000人
（3ヶ所合
計）

40,803人
（3ヶ所合
計）

99.5% 42,576

37
拡
大

ファミリーサ
ポートセン
ター事業

子どもを預け、預かる相互援助活
動により、余裕を持った子育てが
できるよう育児支援を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

子どもを預けた
い人と預かるこ
とができる人が
会員となり、ア
ドバイザーの調
整により子ども
を預かり合う相
互援助活動

活動件数

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

7,000件 8,891件 100.0% 16,162

38
拡
大

母子保健指導
事業

妊娠、出産、育児への不安を少し
でも取り除き、母子の健全な成長
を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

勤労初妊
婦

働くママの母親
教室

実施回数
勤労初妊婦の参加は３
９人であった。

3回 3回 100.0% 312

39
継
続

子育て教室事
業

育児への不安、悩みの軽減を図
り、幼児期の健全な成長を支援す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

２歳児と
その保護
者等

にこにこ子育て
教室

実施回数
土曜日６回、平日６回
実施し、２０４組の親
子が参加した。

12回 12回 100.0% 800

40
継
続

育児支援家庭
訪問事業

養育支援が特に必要であると判断
した家庭に対し、適切な養育の実
施の確保を図り子育てがしやすい
環境をつくる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

養育支援
が特に必
要と判断
した家庭

育児支援家庭訪
問事業での保健
師及び相談員の
訪問の実施

訪問回数

養育支援が特に必要な
家庭14世帯に、保健師
及び相談員が66回訪問
した。

160回 66回 41.3% 1,380

41
継
続

療育相談事業
発達に遅れ等の疑いがあると思わ
れる子の相談に応じ、子育て支援
を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

こどもセ
ンター利
用者

こどもセンター
での療育相談

相談件数

各種相談方法により、
発達等の相談に対応し
た。発達障害の啓発の
ため講演会を年3回開
催した。

2,900件 2,905件 100.0% 16,598

42
継
続

道路安全施設
設置事業

歩行者や車両の安全を確保するた
め、道路照明灯・道路反射鏡・路
面標示等の整備を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民
道路安全施設設
置事業

安全施設設置
数

照明灯の点検１００箇
所のほか、街路灯14灯
を設置し、カーブミ
ラーの鏡面を85面設置
した。

200箇所 100箇所 50.0% 38,546

43
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「親子
ふれあい事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

未就園児
とその家
族

ちびっこ広場 開催回数

未就園児とその保護者
を対象に、手遊び、
歌、パネルシアター、
リトミック等を実施し
た。参加者数984人。

11回 11回 100.0% 99

44
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「子育
て支援事業」
から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

子育て中
の親・保
育相談者

家庭教育の支援
に関する事業
※後期事業計画
より「「楽しい
幼児の集団遊
び」から変更

開催回数

子育て支援講座を①乳
幼児②小学生③中学生
を対象に開催。①５／
１３・１８人②６／１
７・４２人③７／１
５・２４人

３回 ３回 100.0% 30

45
継
続

講座保育ボラ
ンティア

講座一時保育を実施し、子育て中
の親の学習機会を提供するため、
ボランティアを募集する。

市民
講座保育ボラン
ティア

実施回数
利用人数

11／11と11／18
「つるみね幼児子育て
講座」と「異文化交
流」で実施。

実施回数：1
回
利用人数：
15人

実施回数：2
回
利用人数：
10人

100.0% 0

46
継
続

子ども事業
※後期事業計
画より「子育
ての広場」か
ら変更

子どもや親子を対象にさまざまな
体験学習を通して、子どもたちの
自己実現を図れる事業を公民館利
用団体やボランテシィアなどの協
力を得ながら実施する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

未就園児
とその家
族

子育て広場カル
ガモ
※後期事業計画
より「子育ての
広場」から変更

開催回数
※後期事業計
画より「実施
回数・参加人
数」から変更

毎月第４木曜に子ども
室を開放、童歌や絵本
の読み聞かせを行い８
月と１２月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施。

実施回数：
12回
参加者数：
600人

実施回数：
12回
参加者数：
355人

100.0% 96

47
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「つる
みね幼児子育
て講座」から
変更

子どもの対象年齢別に家庭教育を
支援する講座を実施するととも
に、親子、参加者相互のふれあい
場を提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

幼児とそ
の親など

つるみね子育て
講座
※後期事業計画
より「つるみね
幼児子育て講
座」から変更

開催回数
※後期事業計
画より「実施
回数・参加人
数」から変更

「親子で学ぼう・歯と
口腔の健康」「親子で
行く秋の防災体験バス
ツアー」「子育てママ
のリフレッシュ体操」
「親子でつくろうミニ
アルバム」実施。

実施回数：3
回
参加者数：
延べ150人

実施回数：4
回
参加者数：
述べ168人

100.0% 65

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

4,105

白十字会林間学校にお
いて一時的に家庭での
養育が困難な児童を対
象にショートステイ事
業等を行った。

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

100.0% 4,260 4,255

白十字会林間学校において
一時的に家庭での養育が困
難な児童を対象にショート
ステイ事業等を行った。延
べ利用日数はショート：母
子家庭２４７日、父子家庭
６日、その他５日。トワイ
ライト：母子家庭５３日、
その他９日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

100.0% 4,257 4,510

子
育
て
支
援
課

40,903

茅ヶ崎駅北口、南口及
び浜竹の子育て支援セ
ンターで子育てに悩む
母親等を対象に相談・
支援を行った。

41,000人
（3ヶ所合
計）

41,838人
（3ヶ所合
計）

100.0% 42,591 41,395

茅ヶ崎駅北口、南口及
び浜竹の子育て支援セ
ンターで子育てに悩む
母親等を対象に相談・
支援を行った。

42,000人
（3ヶ所合
計）
※後期事業計
画より
「41,000人
（3ヶ所合
計）」から変
更

42,164人
（3か所合
計）

100.0% 42,174 41,355

子
育
て
支
援
課

16,008

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

7,250件 8,377件 100.0% 15,666 15,421

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

9,000件
※後期事業
計画より
「7,500
件」から変
更

8,598件 95.5% 15,743 15,498

子
育
て
支
援
課

274

平成２４年度から実施
回数を4回に拡大し、
参加者は54人であっ
た。

3回 4回 100.0% 268 267
参加者は６７人であっ
た。（全員女性）

4回
※後期事業
計画より「3
回」から変
更

４回 100.0% 303 298

こ
ど
も
育
成
相
談
課

643
土曜日６回、平日６回
実施し、２１９組の親
子が参加した。

12回 12回 100.0% 750 731

土曜日６回、平日６回
実施し、２１４組の親
子が参加した。（父親
７０人、母親２１０
人）

12回 12回 100.0% 750 735

こ
ど
も
育
成
相
談
課

732

養育支援が特に必要な
家庭11世帯に、保健師
及び相談員が61回訪問
した。

180回 61回 33.9% 1,077 787

養育支援が特に必要な
家庭11世帯に、保健師
及び相談員が83回訪問
した。

160回
※後期事業
計画より
「220回」
から変更

83回 51.9% 801 785

こ
ど
も
育
成
相
談
課

16,275

各種相談方法により、
発達等の相談に対応し
た。発達障害の啓発の
ため講演会を年3回開
催した。

2,950件 2,996件 100.0% 19,317 19,155

各種相談方法により、
発達等の相談に対応し
た。発達障害の啓発の
ため講演会を年3回開
催し、280人（女性
247人）が参加した。

2,700件
※後期事業
計画より
「3,000
件」から変
更

2,673件 99.0% 19,160 18,812

こ
ど
も
育
成
相
談
課

38,546

照明灯の点検１００箇
所のほか、街路灯14灯
を設置し、カーブミ
ラーの鏡面を85面設置
した。

200箇所 199箇所 99.5% 33,698 33,693

照明灯の点検１００箇
所のほか、街路灯12灯
を設置し、カーブミ
ラーの鏡面を53面設置
した。

100箇所
※後期事業
計画より
「200箇
所」から変
更

100箇所 100.0% 38,570 37,748

道
路
管
理
課

99

未就園児とその保護者
を対象に、手遊び、
歌、パネルシアター、
リトミック等を実施し
た。参加者数977人。

11回 11回 100.0% 140 104

未就園児とその保護者
を対象に、手遊び、
歌、パネルシアター、
リトミック等を実施し
た。参加者数1,061
人。

11回 11回 100.0% 124 124

小
和
田
公
民
館

30

子どもらしさの発見と
小学校での育ちについ
ての講演会を開催。
参加者２７人

1回 １回 100.0% 20 32

『選ぶ力』が支配する
生き方を考える～「見
える教育・見えない教
育」の支援～と題して
講演　参加者７１人
（女性６４人・男性７
人）

3回
※後期事業
計画より「1
回」から変
更

１回 33.3% 19 19

小
和
田
公
民
館

10

6/29のつるみね健康
レストラン、11/1の
つるみね子育て講座、
11/14の異文化交流事
業で実施

実施回数：1
回
利用人数：
15人

実施回数：3
回
利用人数：
28人

100.0% 46 23
１/１８「つるみね幼
児子育て講座」実施

実施回数：1
回
利用人数：
15人

実施回数：1
回
利用人数：4
人

100.0% 41 7

鶴
嶺
公
民
館

96

毎月第４木曜に子ども
室を開放、童歌や絵本
の読み聞かせを行い８
月と１２月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施。

実施回数：
12回
参加者数：
600人

実施回数：
12回
参加者数：
324人

100.0% 96 96

毎月第４木曜に子ども
室を開放、童歌や絵本
の読み聞かせを行い８
月と１２月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施。

12回
※後期事業
計画より
「実施回
数：12回・
参加者数：
600人」か
ら変更

実施回数：
12回
参加者数：
316人

100.0% 96 96

鶴
嶺
公
民
館

65

「親子で護身ビクス」
「空き缶コンロＤｅ
スープ」「いじめのサ
インの見抜き方」「子
どもの心と身体を育て
るおもちゃあそび」実
施

実施回数：3
回
参加者数：
延べ150人

実施回数：4
回
参加者数：
延べ151人

100.0% 65 65

「親子でぼうさい教
室」「おやこで♪らっ
ぱのコンサート」「子
育て世代の財政指南」
実施

3回
※後期事業
計画より
「実施回
数：3回・参
加者数：延
べ150人」
から変更

実施回数：3
回
参加者数：
110人

100.0% 60 65

鶴
嶺
公
民
館

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課
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平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

48
終
了

疲れない介護
※前期事業計
画で終了

高齢者等の身体介助に際して、
“筋力”を頼りにやるのではな
く、合理的・効率的な身体の使い
方を工夫することにより、無理の
ない介助を行う手法を学び、“在
宅介護”者の負担軽減に結びつけ
る。

市民 疲れない介護
実施回数
参加人数

10／７実施。

実施回数：1
回
参加者数：
50人

実施回数：
１回
参加者数：
２２人

100.0% 50

49
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「子育
て支援事業」
から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民
※後期事
業計画よ
り「未就
園児とそ
の家族」
から変更

家庭教育支援関
連事業
※後期事業計画
より「子育て
ホッと広場」か
ら変更

事業数
後期事業計画
より「開催回
数」から変更

１２回実施、参加者５
１７人。

12回 １２回 100.0% 20

－ －

子育て支援事
業
※後期事業計
画より「子育
て支援事業」
から変更、№
49と統合

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

未就園児
とその家
族

子育て講座 開催回数
読み聞かせの体験講座
で、３日間で３２人の
参加。

1回 １回 100.0% 30

－
終
了

子育て支援事
業
※前期事業計
画で終了

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

未就園児
とその家
族

幼児生活リズム
講座

開催回数
CSP入門講座を取り入
れ、３日間で参加者の
べ４５人。

1回 １回 100.0% 20

－
終
了

子育て支援事
業
※前期事業計
画で終了

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

市民
保育ボランティ
ア講座

開催回数
保育実習も取り入れ、
３日間で参加者のべ４
４人。

1回 １回 100.0% －

50
継
続

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「一般
学習事業」か
ら変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民
※後期事
業計画よ
り「小学
生以上」
から変更

社会的要請課題
をテーマとした
事業
※後期事業計画
より「手話教
室」から変更

事業数
※後期事業計
画より「開催
回数」から変
更

４週連続実施で、参加
者のべ３８人。

１回 １回 100.0% 20

51
継
続

楽しい子育て
講座事業

わらべうたや絵本をとおして、親
と子どものコミュニケーションを
取り子どもの健やかな成長を育む
講座を開催する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

幼児と保
護者

わらべうたと絵
本で遊ぼう

講座実施回数

参加35組延べ294人
（保護者140人、子
154人）、台風のため
1回中止。

12回 11回 91.7% 80

52
継
続

絵本とお話の
時間事業

親子、友だちと時間を共有し、子
どもの心や言葉が健全に育つ講座
を開催する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

幼児と保
護者

絵本とお話の時
間

講座実施回数
絵本の読み聞かせを
行った。参加延べ167
人。

11回 11回 100.0% 33

53
継
続

ひだまり事業

子どもと保護者がゆったりとした
時間をすごす空間をつくり、子育
て支援を目的とする講座を開催す
る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

幼児と保
護者

ひだまり 講座実施回数

フリースペース・一升
餅・親子ふれあい・ク
リスマス会を行った。
参加延べ360人（保護
者168人、乳幼児192
人）。

22回 22回 100.0% 96

54
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「家庭
教育支援事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

未就園児
とその家
族

憩いと交流の場
を提供
※後期事業計画
より「かめさん
のおうち」から
変更

開催回数
実施回数：12回
参加者数：416人

12回 12回 100.0% 111

55
継
続

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「家庭
教育支援事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

子育て中
の親・保
育相談者

保育ボランティ
アのための研修
会の開催
※後期事業計画
より「保育相談
者研修会」から
変更

開催回数

「フリースペースでな
に話そう？」の講座を
開催した。参加者数：
22人

1回 1回 100.0% －

56
継
続

子ども読書活
動推進事業

子どもたちが自主的に読書活動に
取り組むことができるような環境
の整備を進めるとともに、社会的
な機運を醸成するための普及啓発
に取り組み、子どもの健やかな成
長に資することを目標とする。

茅ヶ崎市教
育基本計画

０～１８
歳の市民

ブックスタート
事業

ブックスター
トパック配布
数

対象者2,055名のうち
1,624名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1,624パッ
ク

90.2% 2,202

57
継
続

図書館自主事
業

生涯学習のきっかけを作り、その
推進を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民 おはなし会 開催回数
本館５９回、
分館１２回を開催

72回 72回 100.0% －

活動の名称
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

50 １０／５実施

実施回数：1
回
参加者数：
50人

実施回数：
１回
参加者数：
２８人

100.0% 50 50
主催事業全体の見直し
を行った結果、実施せ
ず

実施回数：1
回
参加者数：
50人

実施回数：0
回
参加者数：0
人

0.0% － －

鶴
嶺
公
民
館

20
１２回実施、参加者４
６３人。

12回 １２回 100.0% 20 20

子育てホッと広場（１２回
実施、参加者数延べ４７５
名）、子育て講座～ママを
楽しむ出会いの子育て（１
回（全２日）実施、参加者
数延べ２０名）、子育て講
座～そだれん（１回実施、
参加者数１４名）、お父さ
んとあそぼう（１回実施、
参加者数１０名）

４回
※後期事業
計画より
「12回」か
ら変更

４回 100.0%

７５
（ホッと広
場：２０、
ママを楽し
む：３０＋
１８、そだ
れん：７）

７７
（ホッと広
場：２０、
ママを楽し
む：２６＋
１９、そだ
れん：１
２）

松
林
公
民
館

30

子どもが育つ環境につ
いて話し合う、グルー
プワーク。２日間で１
９人の参加。

1回 １回 100.0% 30 48
※後期事業計画より№
49と統合

松
林
公
民
館

20
CSP入門講座を取り入
れ、３日間で参加者の
べ４３人。

1回 １回 100.0% 34 64 ※前期事業計画で終了

松
林
公
民
館

－

「中学生からの保育ボ
ランティア講座」とし
て実施。３日間の講座
でのべ６人の参加。

1回 １回 100.0% 7 0 ※前期事業計画で終了

松
林
公
民
館

20
４週連続実施で、参加
者のべ３７人。

１回 １回 100.0% 20 20

「男性料理教室」（１
回実施、参加者数１２
名）、「手話教室」
（１回（全３日）実
施、参加者数延べ３０
名）を実施。

２回
※後期事業
計画より
「１回」か
ら変更

２回 100.0%

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

松
林
公
民
館

74

｢わらべうたと絵本で
遊ぼう｣を行った。参
加32組延べ275人(保
護者133人､子142人)

12回 12回 100.0% 80 80

｢わらべうたと絵本で
遊ぼう｣を行った。参
加39組延べ263人(保
護者127人､子136人)

12回 12回 100.0% 80 74

南
湖
公
民
館

33
｢絵本の読み聞かせ｣を
行った。参加延べ226
人

11回 11回 100.0% 33 33
｢絵本の読み聞かせ｣を
行った。参加延べ234
人

11回 11回 100.0% 33 30

南
湖
公
民
館

99

｢ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ･一升餅・親
子ふれあい･ｸﾘｽﾏｽ会｣
を行った。参加延べ
449人(保護者180人､
乳幼児269人)

22回 22回 100.0% 96 96

｢ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ･一升餅・親
子ふれあい･ｸﾘｽﾏｽ会｣
を行った。参加延べ
398人(保護者185人､
乳幼児213人)

22回 22回 100.0% 96 96

南
湖
公
民
館

112
実施回数：１２回
参加者数：４５０人

12回 １２回 100.0% 111 106
実施回数：１２回
参加者数：３５５人

12回 12回 100.0% 138 109

香
川
公
民
館

－

講演会「保育園園長か
らみた昔の親子・今の
親子」を開催。
参加者数：２０人

1回 １回 100.0% － －

講座「CSP講座って
何？ どんなことをして
いるの？」を開催。
参加者数１０人

1回 １回 100.0% 20 0

香
川
公
民
館

2,201
対象者       名のうち
1,554名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1554パッ
ク

86.3% 2202 2202
対象者 2,030 名のう
ち1,606名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1,606パッ
ク

89.2% 2267 2267

図
書
館

－
本館５９回、出向９
回、
分館１３回開催

72回 ８１回 100.0% － －
本館７７回、出向１1
回、分館１8回

72回 106回 100.0% － －

図
書
館
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平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

58
新
規

幼児期の教育
に関する基礎
研究・研修事
業
※後期事業計
画から追加

幼児期の教育に関する基礎研究を
推進し、家庭教育や幼児期教育の
充実を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民、保
護者、保
幼小中関
係職員、
市関係職
員等

基礎研究の公開
（セミナー、シ
ンポジウム等）

基礎研究の公
開件数（セミ
ナー、シンポ
ジウム等）

59
新
規

「子どもの教
育」講座・講
演会
※後期事業計
画から追加

子どもの成長発達に関する基礎研
究を踏まえ、教育への意識醸成を
図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民、保
護者、保
幼小中関
係職員、
市関係職
員等

講座講演の開催
講座講演参加
者数

基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標６　男性の家庭生活や地域生活への参画をすすめる

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

60
継
続

次世代育成支
援対策の推進

職員が子育てしやすい職場環境の
整備を図る。

職員の子育
て支援行動
計画

男性職員
男性職員による
育児休業等の取
得

取得率
男性職員による育児休
業等の取得は２名。

5.0% 5.0% 100.0% －

61
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

地域における男女共同参画の推進
に向け、男性の参画が少ない分野
への男女共同参画の推進の啓発に
努め、男性の地域参加をすすめ
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民

男性の家庭生活
や地域生活への
参画を進める事
業の実施

実施事業総数

①５月「ベビーマッ
サージ（共催）」②１
０月「カラーセラピー
体験講座」③１月「父
子でクッキング」④子
育て講座

3事業 4事業 100.0% 57

62
継
続

母子保健指導
事業

妊娠、出産、育児への不安を少し
でも取り除き、母子の健全な成長
を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

初めて父
親になる
人とその
妻

父親教室 実施回数
先輩ファミリー５０組
の協力のもと３１５組
の夫婦が参加した。

18回 18回 100.0% 312

63
継
続

社会教育講座
の開催

現代的課題等に関する情報の共
有、知識の普及を図り、課題解決
のための学習機会を提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民
社会教育講座の
開催

社会教育講座
の男性受講者
の割合
※後期事業計
画より「開催
回数」から変
更

「よりよいメディアと
の付き合い方」をテー
マに講演会を開催し
た。延べ参加者２６
人。

3回 ３回 100.0% 155

－ －

社会的養成課題
をテーマとした
事業
※後期事業計画
より「男性の家
庭生活への参
画」から変更、
№50と統合

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民 男性料理教室 開催回数
2回実施、参加者28
人。

２回 ２回 100.0% 25

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２３年度活動率

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

９月２８日及び１１月
１０日にセミナーを、
７月２９日にシンポジ
ウムを開催した。

2件 ３件 100.0% 1,959 1,938

教
育
セ
ン
タ
ー

「子どもの教育」に関
する講座・講演会を年
間１４回開催した。

540人 526人 97.4% 629 663

教
育
セ
ン
タ
ー

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
男性職員による育児休
業等の取得は０名。

5.0% 0% 0.0% － －
男性職員による育児休
業等の取得は２名。

5.0% 0.9% 18.0% － －

職
員
課

88

①７月「お父さん版そ
だれん（共催）」②１
月「父子でクッキン
グ」③２月「お父さん
版そだれん(共催）」参
加者７２人(うち男性４
３人）。

3事業 3事業 100.0% 76 65

①7/20「お父さん版
そだれん（共催）」28
人②1/25「父子で
クッキング」19人③
3/15「お父さん版そ
だれん(共催）」8人
計55人（うち女性延べ
17人）

3事業 3事業 100.0% 46 37

男
女
共
同
参
画
課

274

先輩ファミリー４７組
の協力のもと、土曜日
コース12回、平日コー
ス6回を実施し、３２
２組の夫婦が参加。

18回 18回 100.0% 268 267

先輩ファミリー４３組
の協力のもと、土曜日
コース12回、平日コー
ス6回を実施し、３２
７組の夫婦が参加。

18回 18回 100.0% 303 298

こ
ど
も
育
成
相
談
課

72

「私は私でいいの？～
『自分らしく生きる』
を考える～」と「暮ら
しにもっと笑いを～
ユーモアの効用～」を
開催し、延べ38人が参
加。

3回 ４回 100.0% 154 96

「おやこDEひなんじょ
体験in柳島キャンプ
場」と「会社のひとか
ら社会のひとへ」を開
催し、延べ６８人（う
ち女性２７人）の参加
があった。

10.0% 60.3% 100.0% 120 80

社
会
教
育
課

25
2回実施、参加者11
人。

２回 1回 50.0% 10 10
※後期事業計画より№
50と統合

松
林
公
民
館

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

平成２４年度活動率 70.0% 平成２５年度活動率 79.5%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標７　あらゆる暴力をなくす

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

64
継
続

セクシャルハ
ラスメント防
止対策

セクシャルハラスメントに対して
職員の苦情相談窓口を設置し随時
相談を受け付けるとともに、迅速
公正かつ円満な解決に向け苦情処
理委員会を設け、男女が対等平等
な関係で快適に働くことができる
職場環境を実現する。

職員 相談窓口の開設 利用可能日数 244日 244日 244日 100.0% －

65
継
続

性別欄廃止の
推進

申請書等、性別欄を必要としない
手続きについて簡素化を図るとと
もに、男女共同参画社会の形成に
寄与する。

市民
廃止に向けた各
課の対応状況の
調査

調査の実施回
数

前年度に実施した調査
の結果に基づき所管課
の事務に係る申請書等
の性別記載及び押印の
廃止を推進した。

1回 ０回 0.0% －

66
継
続

人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

市民 人権相談
相談室の開設
日数

人権相談を開設し、１
６件の相談に対応し
た。

33日 33日 100.0% －

67
継
続

女性問題の研
究調査及び啓
発

配偶者等からの暴力「ドメス
ティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）」根絶に向けた意識啓発を行
うとともに、ＤＶが児童に心理的
影響を及ぼす児童虐待であると認
識をしてＤＶ防止を推進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民（女
性）

ＤＶ等の暴力根
絶の意識啓発

相談室の開設
日数

電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。

243日 243日 100.0% －

68
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

配偶者等からの暴力「ドメス
ティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）」根絶に向けた意識啓発を行
うとともに、ＤＶが児童に心理的
影響を及ぼす児童虐待であると認
識をしてＤＶ防止を推進する。

市民
あらゆる暴力を
なくす事業の実
施

実施事業総数

①７月「女性のための
護身術講座」１３人参
加。②広報用ティッ
シュ５００配布

2事業 2事業 100.0% 45

69
継
続

保健福祉総合
相談事業

市民からの保健・福祉に関する
様々な相談に対応するため、福祉
の有資格者による総合相談を行
う。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

市民
保健福祉総合相
談

相談件数
※後期事業計
画より「相談
室の開設日
数」から変更

平成２３年度の相談受
付件数は529件、うち
生活困窮に関する相談
が約41％を占めた。

244日 244日 100.0% 4,320

70
継
続

家庭児童相談
事業

家庭における適正な児童養育、家
庭児童福祉の向上を図るため、家
庭児童相談員による児童相談指導
を行い子育てがしやすい環境をつ
くる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

家庭児童相談室
での相談、支援

相談室の開設
日数

家庭児童相談室を開設
し、591人の相談に対
応した。

244日 244日 100.0% 10,231

71
新
規

家庭児童相談
事業
※後期事業計
画から追加

子育てに対する不安や悩みを持つ
親の支援及び児童虐待予防のため
「そだれん（怒鳴らない子育て練
習講座）」の普及を図り、子育て
がしやすい環境をつくる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

子育て家
庭

「そだれん（子
育て練習講
座）」の実施

実施回数

72
継
続

子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民・青
少年

街頭キャンペー
ン

実施回数

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①５／３
０、②１１／１４

2回 ２回 100.0% 44

73
継
続

子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民・青
少年

市広報紙・ホー
ムページ・防災
無線よる見守り
広報活動

実施回数

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／５②８／３１③１
０／１１④１／７

4回（長期休
み明け）

４回（長期
休み明け）

100.0% －

74
継
続

子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民・青
少年

市職員の腕章着
用による子ども
の見守り

実施回数

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②５月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 ５回 100.0% 70

75
継
続

子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民・青
少年

「子ども１１０
番の家」ステッ
カー・見守り腕
章・見守りジャ
ンパー等の啓発
物品の配布

実施期間

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

244日 244日 100.0% 1,606

91.7%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２３年度活動率

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
相談窓口は、245日開
設した。

245日 245日 100.0% － －
相談窓口は、244日開
設した。

244日 244日 100.0% － －

職
員
課

－

前回調査の結果に基づ
き廃止の推進に努める
とともに、各課の対応
状況について３月に調
査を行った。

1回 １回 100.0% － －

前回調査の結果に基づ
き廃止の推進に努める
とともに、各課の対応
状況について２月に調
査を行った。

1回 １回 100.0% － －

企
画
経
営
課

－
人権相談窓口を開設し
て、１２件の相談が
あった。

35日 36日 100.0% ― ―
人権相談窓口を開設し
て、１９件の相談が
あった。

36日
※後期事業
計画より
「35日」か
ら変更

35日 97.2% － －

市
民
相
談
課

－
電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。

244日 244日 100.0% － －
電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。

244日 244日 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

35

①７月「女性のための
護身術講座」１０人参
加。②広報用ティッ
シュ３００個を配布。

2事業 2事業 100.0% 42 35

7/25「女性のための護
身術講座」16人②広報用
ティッシュ300個を配布
③10/12「デートDV防
止講座」22人④1/21
「市町村連携事業DVを
のりこえて」32人　計
70人（うち女性延べ54
人）

2事業 ４事業 100.0% 62 57

男
女
共
同
参
画
課

4,320

平成２４年度の相談受
付件数は６２６件、う
ち高齢福祉に関する相
談が約４０％を占め
た。

245日 245日 100.0% 4,320 4,320

平成２５年度の相談受
付件数は４８０件、う
ち高齢福祉に関する相
談が約３８％、生活困
窮に関する相談が約３
１％を占めた。

550件
※後期事業
計画より
「244日」
から変更

480件 87.3% 4,320 4,320

保
健
福
祉
課

10,292
家庭児童相談室を開設
し、533人の相談に対
応した。

245日 245日 100.0% 13,729 13,222
家庭児童相談室を開設
し、552人の相談に対
応した。

244日 244日 100.0% 15,595 15,401

こ
ど
も
育
成
相
談
課

「そだれん（怒鳴らな
い子育て練習講座）」
を17クール（119
回）実施し、100人
（女性98人）が受講し
た。

19クール 17クール 89.5% 532 419

こ
ど
も
育
成
相
談
課

44

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①６／２
２、②１１／１３

2回 2回 100.0% 40 40

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①5／30、
②１１／１8

2回 ２回 100.0% 28 40

青
少
年
課

－

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／５②８／３１③１
０／１１④１／７

4回（長期休
み明け）

4回（長期休
み明け）

100.0% － －

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／５②９／２③１０
／１７④１／７

4回（長期休
み明け）

４回（長期
休み明け）

100.0% － －

青
少
年
課

44

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②６月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 5回 100.0% 74 47

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②５月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 ５回 100.0% 60 41

青
少
年
課

1,450

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

24４日 24４日 100.0% 1,558 1,199

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

244日 244日 100.0% 1,412 1,173

青
少
年
課

平成２５年度活動率 95.6%平成２４年度活動率

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

100.0%

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

76
継
続

子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民・青
少年

インターネット
における悪質な
青少年有害情報
の監視事業

検索件数
※後期事業計
画から追加よ
り「実施回
数」から変更

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

180日 180日 100.0% 2,575

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標８　茅ヶ崎市男女共同参画推進センターいこりあを拠点とした

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

77
継
続

ＤＶ被害者支
援ネットワー
ク事業

ＤＶ（ドメスティック・バイオレ
ンス）被害者支援のため、庁内の
横断的なネットワークを構築す
る。

職員
ＤＶ被害者支援
に向けた研修会
の開催

開催回数

３月に、市役所の関係
課職員を対象として、
民間の支援団体職員を
講師に招き、研修会を
開催した。

1回 1回 100.0% －

78
継
続

女性問題の研
究調査及び啓
発

悩みを抱える女性の諸問題の解決
方法を見出すため、「女性のため
の相談室」を運営する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市民（女
性）

「女性のための
相談室」の充実

相談室の開設
日数

電話や面談により、女
性からの相談を受け付
けた。

243日 243日 100.0% －

79
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

女性のための相談室に寄せられ
た、生活上の悩みなど相談内容の
解決に向けた情報の発信や各課と
連携した支援など、事業の充実に
向けた取組を展開する。

市民

茅ヶ崎市男女共
同参画推進セン
ターいこりあを
拠点とした相談
事業の実施

実施事業総数

２／１４開催。「こん
な時どうするの？女性
のための法律講座」参
加者９人。

1事業 1事業 100.0% 30

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標９　女性が自分のからだのことを自分で決める権利を女性の人

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

80
継
続

人権同和対策
に関すること

人権啓発事業を推進するため、
「人権を考える市民の集い」を開
催し、市民及び職員の人権問題に
対する意識の向上を図る。また、
県内の人権団体等が開催する研修
会等に積極的に参加し、職員の人
権意識の向上を図る。

市民及び
職員

市主催事業（人
権を考える市民
の集い）の開催

市主催事業の
参加人数

１／２７開催。講演会
「震災から見えるも
の」を開催し、被災者
支援から人権を考え
た。

300人 214人 71.3% 57

81
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

リプロダクティブ・ヘルス・ライ
ツ等、人権に配慮した意識を持て
るよう、事業を実施する。

市民

女性が自分のか
らだのことを自
分で決める権利
を女性の人権と
して確立する事
業の実施

実施事業総数
３／６「骨盤ストレッ
チ」（スポーツ健康課
との共済事業）

1事業 1事業 100.0% 9

82
継
続

がん検診事業

女性特有のがん検診については検
診受診率が低いため、受診率を上
げて、疾病の早期発見、早期治療
を目指す。

茅ヶ崎市健
康増進計画

３０歳以
上の女性

乳房がん検診
乳房がん検診
受診率

国の補助事業である
「女性特有のがん推進
事業」も加え積極的受
診勧奨を図ると共に各
種方法による啓発普及
活動も実施した。

24.0% 21,7% 90.4% 33,307

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２３年度活動率 92.8%

平成２３年度活動率 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

2,475

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

180日 180日 100.0% 2,575 2,453

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

5,000件/月
※後期事業
計画より
「180日」
から変更

3,450件/月
69.0% 2,442 2,251

青
少
年
課

相談事業に取り組む

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

庁内においてＤＶ被害
者支援に関する情報共
有は、適宜行ったが、
ＤＶに特化した研修会
は実施しなかった。

1回 0回 0.0% － －

2/14「DV・ストー
カー被害者対応研修
会」25人（うち女性
12人）

1回 1回 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

－
電話や面談により、女
性からの相談を受け付
けた。

244日 244日 100.0% － －
電話や面談により、女
性からの相談を受け付
けた。

244日 244日 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

30

３／１１「女性のため
の自立支援セミナー及
び個別相談」を実施。
参加者６人。

1事業 1事業 100.0% 22 12

市の事業としては実施
しなかったが、県の事
業としてワーキングマ
ザー両立応援カウンセ
リング、ひとり親家庭
のための　あなたの自
立のための養育費・就
業相談を実施した。

1事業 0事業 0.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

権として確立する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

21

１／２８開催。講演会
及び映画上映会「めぐ
み」を開催し、拉致問
題に対する取り組みか
ら人権を考えた。

300人 209人 69.7% 59 20

３／２０開催。全国中
学生人権作文コンテス
ト茅ヶ崎市審査入賞作
品発表・講演会を通し
て、中学生が考える人
権を多くの人に伝え
た。

300人 213人 71.0% 59 39

男
女
共
同
参
画
課

9

女性が自分のからだの
ことを自分で決める権
利について扱った講座
等事業は、実施できま
せんでした。

1事業 ０事業 0.0% － －

女性が自分のからだの
ことを自分で決める権
利について扱った講座
等事業は実施できな
かった。

1事業 ０事業 0.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

27,069

国の補助事業である
「女性特有のがん推進
事業」も加え積極的受
診勧奨を図ると共に各
種方法による啓発普及
活動も実施した。

24.5%
22.6%
6，857人

92.2% 37,707 21,278

国の補助事業である
「がん推進事業」も加
え積極的受診勧奨を図
ると共に各種方法によ
る啓発普及活動も実施
した。

20.0%
※後期事業
計画より
「25.0%」
から変更

23.4%
7,216人

100.0% 28,257 34,267

保
健
福
祉
課

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２４年度活動率 81.7% 平成２５年度活動率 82.0%

平成２４年度活動率 66.7% 平成２５年度活動率 66.7%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

83
継
続

がん検診事業

女性特有のがん検診については検
診受診率が低いため、受診率を上
げて、疾病の早期発見、早期治療
を目指す。

茅ヶ崎市健
康増進計画

２０歳以
上の女性

子宮がん検診
子宮がん検診
受診率

国の補助事業である
「女性特有のがん推進
事業」も加え積極的受
診勧奨を図ると共に各
種方法による啓発普及
活動も実施した。

19.0% 16.8% 88.4% 59,339

84
継
続

母子健康手帳
交付事業

妊娠の届出をした妊婦に母子健康
手帳を交付し、一貫した健康管理
を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

妊婦
母子健康手帳交
付

交付件数

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

2,250冊 2,075冊 92.2% 2,439

85
拡
大

妊婦健康診査
事業

妊婦健康診査の助成を通して、よ
り妊婦の健康管理の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

妊婦

妊婦健康診査費
用補助券の交付
妊婦健康診査費
用の補助

補助券利用率
※後期事業計
画より「妊婦
健診の受診件
数」から変更

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦健康診査を受け
やすくする。

23,000件 23,691件 100.0% 103,286

86
継
続

妊婦健康診査
事業

妊婦の健康管理について異常の有
無を早期に確認し、適切な指導を
行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

妊婦 保健指導 要指導件数
妊娠届出や妊婦健診等
からハイリスク妊婦を
把握し支援を行う。

60件 90件 100.0% －

87
拡
大

母子栄養健康
づくり事業

母親の健康の保持及び乳児の健全
な発育を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、茅ヶ崎
市食育推進
計画

妊婦（初
妊婦優
先）

マタニティクッ
キング

実施回数

初妊婦または夫婦に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

12回（う
ち、3回は夫
も参加しや
すいよう土
曜日等開
催）

12回（う
ち、3回は土
曜日等開
催）

100.0% 342

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１０　生涯にわたる健康を支援する

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

88
拡
大

集団健康教育
事業

壮年期からの生活習慣病予防及び
健康保持増進を図る。

茅ヶ崎市健
康増進計画

６４歳以
下の市民

健康教室の開催 開催回数

生活習慣病予防に関す
る講演会・運動教室、
女性の健康づくりの講
座を開催した。

27回 ２８回 100.0% 1,697

89
拡
大

栄養改善事業
健康づくりと生活習慣病予防のた
めの知識を普及する。

茅ヶ崎市健
康増進計
画、茅ヶ崎
市食育推進
計画

６４歳以
下の市民

栄養改善教室の
開催

開催回数

生活習慣病予防や夕食
が遅いなどの生活状態
に合わせた食事につい
て教室を開催した。

23回 23回 100.0% 294

90
継
続

健康相談事業
日常生活において、本人及び家族
の健康管理がスムーズに実行でき
るよう支援する。

茅ヶ崎市健
康増進計画

市民 健康相談

相談事業実施
日数（予約制
健康相談及び
随時の相談）

保健センター配置非常勤保
健師の退職により保健セン
ターにおける健康相談は廃
止し保健福祉課のみで対応
することとした。地域の健
康相談についても相談件数
の減少により廃止した。年
間12回の予約制健康相談と
市役所開庁日での電話・面
接等の相談を実施した。

244日 244日 100.0% 128

91
継
続

高齢者の生き
がいと健康づ
くり推進事業

高齢者の生きがいと健康づくり活
動の推進とその普及に資すること
を目的に、各種の講座・教室を開
催する。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

６０歳以
上の高齢
者

生きがい教室の
開催

開催回数

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

８回 ８回 100.0% 1,152

92
継
続

介護予防・健
康づくり事業

民間のスポーツクラブを利用し
て、筋力トレーニング、健康運
動、水中ウォーキングを実施し、
運動習慣を定着させる。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

６０歳か
ら８０歳
までの在
宅の高齢
者

介護予防・健康
づくり事業

教室数

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０～８
０歳までの高齢者を対
象に「６０歳からの
フィットネス教室」を
実施した。

５箇所 ５箇所 100.0% 5,401

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

平成２３年度活動率 99.7%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

54,022

国の補助事業である
「女性特有のがん推進
事業」も加え積極的受
診勧奨を図ると共に各
種方法による啓発普及
活動も実施した。

19.5%
18.6%
6，414人

95.4% 72,403 44,939

国の補助事業である
「がん推進事業」も加
え積極的受診勧奨を図
ると共に各種方法によ
る啓発普及活動も実施
した。

18.0%
※後期事業
計画より
「20.0%」
から変更

17.9%
6,230人

99.4% 53,342 50,829

保
健
福
祉
課

2,394

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

2,250冊 2,170冊 96.4% 3,171 3,027

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

2,100冊
※後期事業
計画より
「2,250
冊」から変
更

2,041冊 97.2% 2,834 2,831

こ
ど
も
育
成
相
談
課

88,725

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦健康診査を受け
やすくした。

23,000件 23,943件 100.0% 94,639 89,416

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦健康診査を受け
やすくした。

90.0%
※後期事業
計画より
「23,000
件」から変
更

82.9% 92.1% 98,648 89,941

こ
ど
も
育
成
相
談
課

－
妊娠届出や妊婦健診等
からハイリスク妊婦を
把握し支援を行う。

12件 102件 100.0% － －
妊娠届出や妊婦健診等
からハイリスク妊婦を
把握し支援を行う。

60件
※後期事業
計画より
「12件」か
ら変更

112件 100.0% 98,648 89,941

こ
ど
も
育
成
相
談
課

309

初妊婦または夫婦に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

12回（う
ち、3回は夫
も参加しや
すいよう土
曜日等開
催）

15回（うち
6回は夫婦で
参加する夫
婦版を実
施）

100.0% 408 390

初妊婦（７０人）また
は夫婦（６１組）に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

15回（う
ち、3回は夫
も参加しや
すいよう土
曜日等開
催）

15回（うち
6回は夫婦で
参加する夫
婦版を実
施）

100.0% 423 403

こ
ど
も
育
成
相
談
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

1,540

生活習慣病予防に関す
る講演会・運動教室、
女性の健康づくりの講
座等を開催した。

27回 27回 100.0% 1,653 1,609

生活習慣病予防に関す
る講演会・運動教室、
女性の健康づくりの講
座等を平日や土曜日に
開催した。（参加延べ
人数：男性173人女性
1078人）

28回
※後期事業
計画より
「27回」か
ら変更

28回 100.0% 1,633 1,604

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

288

生活習慣病予防や夕食
が遅いときの献立の工
夫、学生や社会人のお
弁当についての栄養改
善教室を開催した。

23回 23回 100.0% 294 280

生活習慣病予防や朝食
の工夫、学生や社会人
のお弁当、夫婦で食生
活改善等の栄養改善教
室を平日や土曜日に開
催した。（参加人数：
男性１０人女性３２０
人）

23回 23回 100.0% 294 285

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

99

年間12回の予約制健康
相談と市役所開庁日で
の電話・面接等の相談
を実施した。

245日 245日 100.0% 128 111

市役所開庁日に保健師
による随時の健康相談
と非常勤栄養士等を雇
用しての予約制健康相
談を実施した。

244日（予
約制健康相
談実施は12
日）

244日 100.0% 128 49

保
健
福
祉
課

1,151

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

８回 ８回 100.0% 1,152 1,144

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

８回 8回 100.0% 1,152 1,144

高
齢
福
祉
介
護
課

4,735

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０～８
０歳までの高齢者を対
象に「６０歳からの
フィットネス教室」を
実施した。

５箇所 ５箇所 100.0% 5,401 4,246

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０以上
の高齢者を対象に「６
０歳からのフィットネ
ス教室」を実施した。

５箇所 ５箇所 100.0% 5,401 4,268

高
齢
福
祉
介
護
課

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

平成２４年度活動率 89.2% 平成２５年度活動率 95.8%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

93
継
続

脳の健康教室
事業

簡単な読み、書き、計算で脳のト
レーニングを実施。週１回教室へ
の参加と毎日１５分程度の自宅学
習をする。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

６５歳以
上の高齢
者

脳の健康教室事
業

開催回数

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

２回 ２回 100.0% 1,105

94
継
続

思春期保健事
業

思春期前期と言われる小学３年
生、４年生を対象に講座を実施す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

小学3年
生・4年生

思春期わくわく
体験講座

実施回数
思春期わくわく体験講
座に児童３５６人、保
護者４６人が参加した

4回 4回 100.0% 116

95
継
続

思春期保健事
業

学校からの依頼や市民まなび講座
を活用し、思春期保健について知
識の普及啓発を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

小学3年
生・4年生

思春期依頼教育 実施回数

依頼による教育に全小
学校（１３校）から児
童１６９９人、保護者
３４７人が参加した。

全小学校 全小学校 100.0% －

96
継
続

乳幼児健康診
査事業

健康診査を「乳幼児の健康状態を
確認し、疾病・異常等の早期発見
とともに各時期の育児上のポイン
トを親と確認できる機会」として
捉え、安心して子育てができるよ
う支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

４か月
児、
１０～１
１か月児

４か月児健康診
査
１０～１１か月
児健康診査

平均検診受診
率
※後期事業計
画より「健診
受診件数」か
ら変更

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
する。

4,２00人
（各2,100
人）

計4,041人 96.2% 32,716

97
継
続

乳幼児健康診
査事業

乳幼児期の健康な歯は、成長に必
要な栄養摂取や言葉の発達にも大
きな役割を果たしていることを踏
まえ、健康診査、教育や相談等の
事業で歯科指導を充実する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

１歳６か
月児、３
歳６か月
児

１歳６か月児健
康診査（一般・
歯科）
３歳６か月児健
康診査（一般・
歯科）

健診実施回数

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
する。

各36回 各36回 100.0% 12,310

98
継
続

乳幼児健康・
育児相談事業

発育・発達・育児・栄養などに関
する相談を実施することで、乳幼
児の健康の保持増進を図り、保護
者の育児を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

乳幼児
７か月児
２歳～２
歳２か月
児

①乳幼児健康相
談②７か月児育
児相談③２歳児
歯科相談④予約
制の健康相談
※後期事業計画
から④を追加

実施回数
子どもの発達の節目に
健康相談を実施する。

①144回
②36回
③36回

①144回
②36回
③36回

100.0% 2,395

99
継
続

健康講座事業
現代日本人の抱える、心と体の健
康に関する諸問題を1年間を通して
学習する。

市民 健康講座 講座数

「不安解消医療被ばく
の話」参加8人。「美
筋エクササイズ」参加
6人。「はじめての
ヨーガ」全2回参加延
べ55人。

2講座 3講座 100.0% 40

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１１　人権尊重のために、メディアからの情報を主体的に読み

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

100
継
続

広報主任会議
でのメディ
ア・リテラ
シーの周知・
啓発

情報メディアを主体的に読み解い
て必要な情報を引き出し、その真
偽を見抜き、活用することの必要
性や人権への配慮を周知・啓発
し、広報活動に役立てる。

職員
広報主任会議の
開催

開催回数

６月に神奈川新聞の記
者を講師に招き情報発
信をテーマに開催。８
月にホームページ「よ
くある質問」の運用を
説明。

2回 ２回 100.0% －

101
継
続

人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市内在
住・在学
の小学４
～６年生

小学生人権ポス
ターコンテスト

開催回数
市内１４校より８２１
点応募があった。

1回 １回 100.0% 280

102
継
続

人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市内在
住・在学
の中学生

中学生人権作文
コンテスト

開催回数

全国中学生人権作文コ
ンテストに参加。市内
１３校より６７３編の
応募があった。

1回 １回 100.0% 10

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２３年度活動率 100.0%

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

987

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

２回 ２回 100.0% 1,106 961

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

２回 ２回 100.0% 1,039 1,019

高
齢
福
祉
介
護
課

116

平成24年度、25年度
は未実施の小学校は1
校であったため、１校
に実施。児童５１人、
保護者１１人参加し
た。

4回 １校 25.0% 39 39

25年度は１回実施の小
学校は1校であったた
め、１校に実施。児童
53人、保護者9人参加
した。（男女比不明）

2回
※後期事業
計画より「4
回」から変
更

1回 50.0% 39 32

こ
ど
も
育
成
相
談
課

－

依頼により１７校述べ
１８回実施。児童
1,956人、保護者367
人参加した。

全小学校 １７校 89.5% 39 39

依頼による教育に全小
学校（１５校）から児
童１９６３人、保護者
４２９人が参加した。
（男女比不明）

全小学校 全小学校 100.0% 39 32

こ
ど
も
育
成
相
談
課

31,476

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
した。

4,２00人
（各2,100
人）

4か月児健
診：1,887
人、１０～
11か月児健
診：1918
人

90.6% 31,360 29,536

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
した。

96.0% 97.2% 100.0% 31,793 30,981

こ
ど
も
育
成
相
談
課

11,511

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
した。

各36回 各36回 100.0% 12,193 11,435

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
した。

各36回 各36回 100.0% 12,318 11,629

こ
ど
も
育
成
相
談
課

1,904

平成24年度から地域で
実施する健康相談を2
か月に1回に変更し
た。また、新たに予約
制の健康相談を実施し
た（12回）。

①148回
②36回
③36回

①96回
②36回
③36回

64.9% 2,252 1,603

子どもの発達の節目に
健康相談を実施する。
その他、保健センター
や公民館等で乳幼児健
康相談を実施

①84回②
36回
③36回④
12回
※後期事業
計画より①
を変更、④
を追加

①84回
②36回
③36回
④12回

100.0% 2,300 1,686

こ
ど
も
育
成
相
談
課

38

｢続けたくなる 健康ｴｸｻ
ｻｲｽﾞ｣参加15人。｢元
気ですか?健康診断で
元気を確認しましょ
う｣参加16人を行っ
た。

2講座 2講座 100.0% 40 40

｢美筋スロートレーニ
ング｣参加30人。「膝
と腰の痛みを予防改善
する体操」参加３６
人。

2講座 2講座 100.0% 40 18

南
湖
公
民
館

解く力（メディア・リテラシー）を育成する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

2月に神奈川新聞の記
者と男女共同参画課職
員を講師をに招き、積
極的な情報発信と情報
リテラシーをテーマに
開催しました。

2回 1回 50.0% 5 5

2月に東京新聞の記者
と男女共同参画課職員
を講師をに招き、積極
的な情報発信と情報リ
テラシーをテーマに開
催しました。

１回
※後期事業
計画より「2
回」から変
更

1回 100.0% － －

秘
書
広
報
課

267
市内１３校より１，２
１６点の応募があっ
た。

1回 １回 100.0% 280 240
市内１３校より１，４
３６点の応募があっ
た。

1回 1回 100.0% 276 239

市
民
相
談
課

10
市内１２校より４６２
編の応募があった。

1回 １回 100.0% 10 10
市内１３校より５８８
編の応募があった。

1回 1回 100.0% 10 10

市
民
相
談
課

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２５年度活動率 60.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度活動率 90.0%

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

103
継
続

人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

市内在
住・在学
の中学生

中学生との人権
座談会

開催回数

１２／１６市役所会議
室において実施。参加
者数１７名（市長、作
文入賞者の中学生９
名、人権擁護委員７名
参加。）

1回 １回 100.0% 2

104
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

子どもの頃からの男女共同参画の
啓発とともに、メディアにおける
影響を鑑み、対策の必要性も含
め、情報の取捨選択の必要性につ
いて、事業等を行い意識啓発に努
める。

市民

人権尊重のため
に、メディア・
リテラシーを育
成する事業の実
施

実施事業総数

乳幼児期の子育ち・子
育て講座①９／７、②
１０／１１※②教育セ
ンターとの共催事業

1事業 2事業 100.0% 49

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１２　様々な困難を抱える人々が安心して暮らせる環境を整備

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

－
終
了

外国人相談事
業
※前期事業計
画で終了

言葉の壁や生活習慣の違いに関係
なく地域での円滑な生活が送れる
よう、生活相談や各種の情報提供
を行う。

外国籍市
民

外国籍市民相談 相談受付件数

茅ヶ崎市国際交流協会
を介する程度の相談の
受付がなかった。※平
成２３年度で休止事業

10回 0回 0.0% 24

105
拡
大

重度障害者医
療費助成事業

重度障害者に医療費を助成するこ
とにより経済的援助を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

重度障害
者

重度障害者の医
療費の助成

助成件数
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

108,510件 96,638件 89.1% 623,292

106
拡
大

障害者就労支
援事業

障害者の就労訓練をすることによ
り就労の支援を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
障害者の就労
（訓練）の場の
確保

就労(訓練)者
数

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

１０人 12人 100.0% 9,776

－
終
了

障害者地域作
業所指導事業
※前期事業計
画で終了

地域作業所に運営費の助成をする
ことにより、障害者の活動場所の
提供と社会参加の支援を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
地域作業所の運
営費の助成

補助金交付回
数

市内５か所の地域作業
所に対して運営の補助
を行い障害者に支援を
行った。

2回 2回 100.0% 61,055

107
継
続

自立支援給付
費に関する事
務

障害者の自立した生活を行うため
各種サービスの提供を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
障害福祉サービ
スの提供

請求内容の審
査

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 1,587,577

108
継
続

コミュニケー
ション支援事
業

手話通訳者、要約筆記者の派遣等
により聴覚障害者等の意思伝達を
容易にし、社会参加を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
手話通訳者等の
派遣

派遣件数

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

400件 303件 75.8% 4,559

109
拡
大

成年後見制度
利用支援事業

知的障害者および精神障害者に対
し、成年後見制度の利用を支援す
ることにより、障害者の権利擁護
を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
成年後見制度の
利用の支援

利用者数
障害者の権利擁護のた
め成年後見制度を通じ
て支援した。

8件 ４件 50.0% 3,167

110
拡
大

地域活動支援
センター及び
相談・生活支
援事業

障害者のために、地域活動セン
ターにおいて、創作活動などの機
会を提供し、相談支援事業所にお
いて、相談支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者

地域活動支援セ
ンター及び相談
支援事業所の運
営

委託事業所数

障害者に対して、地域
活動支援センター等に
おいて創作活動等の提
供、相談の支援を行っ
た。

14事業所 15事業所 100.0% 163,365

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

平成２３年度活動率 87.2%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

0
人権作文入賞者、人権
擁護委員、市長が出席
して開催した。

1回 １回 100.0% 2 0

新たな試みとして、人
権座談会の代わりに
「人権を考える市民の
集い」において人権作
文朗読を実施。

1回 ０回 0.0% － －

市
民
相
談
課

60

庁内研修に男女共同参
画職員が参加し、メ
ディアリテラシーにつ
いての研修を行うと共
に、情報提供に努め
た。

1事業 1事業 100.0% － －
メディア・リテラシー
を育成する事業の実施
できなかった。

1事業 0事業 0.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

0
平成２３年度で事業終
了

※前期事業計画で終了

男
女
共
同
参
画
課

639,839
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

113,930件 110,726件 97.2% 649,722 639,760
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

119,630件 113,983件 95.3% 670,574 667,664

障
害
福
祉
課

8,710

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

12人 21人 100.0% 9,626 7,604

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

16人
※後期事業
計画より
「14人」か
ら変更

29人 100.0% 8,411 7,835

障
害
福
祉
課

52,356
平成２３年度で事業終
了

※前期事業計画で終了

障
害
福
祉
課

1,676,117

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 2,104,211 2,129,046

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 2,255,204 2,283,318

障
害
福
祉
課

4,448

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

400件 411件 100.0% 4,500 4,769

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

350回
※後期事業
計画より
「400件」
から変更

347回 99.1% 6,020 5,428

障
害
福
祉
課

2,606
障害者の権利擁護のた
め成年後見制度を通じ
て支援した。

12件 5件 41.7% 3,158 2,646
障害者の権利擁護のた
め成年後見制度を通じ
て支援した。

10人
※後期事業
計画より
「10件」か
ら変更

5人 50.0% 3,158 2,349

障
害
福
祉
課

162,194

障害者に対して、地域
活動支援センター等に
おいて創作活動等の提
供、相談の支援を行っ
た。

17事業所 18事業所 100.0% 235,527 206,515

障害者に対して、地域
活動支援センター等に
おいて創作活動等の提
供、相談の支援を行っ
た。

18事業所
※後期事業
計画より
「17事業
所」から変
更

18事業所 100.0% 220,004 212,616

障
害
福
祉
課

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２４年度活動率 94.3% 平成２５年度活動率 89.5%

平成２４年度 平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

111
拡
大

訪問入浴サー
ビスに関する
事務

訪問により居宅において入浴サー
ビスを提供し、身体の清潔保持、
心身機能等を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
訪問入浴サービ
スの提供

利用者数

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

15人 19人 100.0% 8,437

112
拡
大

移動支援事業
屋外での移動が困難な障害者に対
して、外出のための支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者 移動支援の提供 利用件数

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,000件 3,038件 100.0% 78,900

113
拡
大

日中一時支援
事業

日中、障害福祉サービス事業所、
障害者支援施設等において、障害
者に活動の場を提供し、見守り、
社会に適応するための日常訓練等
を行う。また、介護者の就労支援
や一時的な休息支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者と
その家族

日中一時支援の
提供

利用件数

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,150件 2,769件 100.0% 41,040

114
継
続

店舗活用型就
労支援事業

障害者の地域社会での自立と社会
参加や市民および事業主等の就労
に関する理解と協力を推進するた
め、空き店舗を活用し、障害者の
就労支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
障害者の就労
（訓練）の場の
確保

就労（訓練）
者数

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。

6人 10人 100.0% 19,440

115
継
続

ＳＯＳネット
ワーク事業

行方不明になる恐れがある障害児
者をあらかじめ登録することによ
り、行方不明となった場合の早期
発見、保護し、家族の不安を和ら
げる。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者
防災行政用無線
による捜索

利用日数
※後期事業計
画より「稼働
日数」から変
更

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

366日 366日 100.0% 349

116
新
規

障害者虐待防
止事業
※後期事業計
画から追加

障害者虐待防止法に基づき、市が
通報、届出の窓口となる。当該障
害者の安全の確認と必要な措置を
講ずる。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

障害者及
び養護者
等

虐待防止セン
ターの設置

設置か所数

117
拡
大

任意事業

高齢者が地域において自立した生
活を営むよう法の趣旨に反しない
限り地域の実情に応じた事業（介
護給付費適正化事業、認知症サ
ポーター養成研修事業、徘徊高齢
者家族支援サービス事業、成年後
見制度利用支援事業等１１事業）
を実施する。

第４期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

６５歳以
上の高齢
者及び要
介護高齢
者を介護
する家族

任意事業 実施事業数

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

9事業 １０事業 100.0% 18,097

118
継
続

母子父子家庭
親子ふれあい
事業

母子・父子家庭の家族内の親睦を
図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

母子・父
子家庭等

ふれあい大会の
開催

開催回数

５８世帯１３６名の参
加により八景島シーパ
ラダイスへ日帰り旅行
を１０月１６日に開催
した。

1回 １回 100.0% 1,133

119
拡
大

母子家庭等日
常生活支援事
業

母子家庭等で日常生活に支障が生
じるときに、日常生活の世話を行
う家庭生活支援員を派遣する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

母子・父
子家庭等

家庭生活支援員
の派遣

派遣時間
生活援助や子育て支援
として延べ２６人の支
援員を派遣した。

150時間 258時間 100.0% 341

120
拡
大

母子家庭高等
技能訓練促進
費事業

母子家庭の生活の安定に資するた
め、資格取得を促進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

母子・寡
婦家庭等

資格習得相談の
実施

受講者数

正准看護師や保育士の
資格取得のための養成
機関に通う母親に支給
した。

9人 １５人 100.0% 34,986

121
拡
大

母子家庭自立
支援教育訓練
給付金事業

母子家庭の母または父子家庭の父
が自主的に行う職業能力の開発を
推進するため、指定した講座修了
後に給付を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

母子・寡
婦家庭等

教育訓練講座受
講相談の実施

受講者数

ホームヘルパー２級や
介護福祉士等の講座に
通う母に講座費用の
20％を給付した。

4人 3人 75.0% 190

122
拡
大

ひとり親家庭
等医療費助成
事業

ひとり親家庭等の生活の安定と自
立を支援し、福祉の増進を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

母子・父
子家庭等

国保連合会への
扶助費の支払い

支払件数
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

37,200件 42,589件 100.0% 111,214

123
継
続

道路舗装修繕
事業
※後期事業計
画より「歩道
段差改良工
事」から変更

交差点部や横断歩道部における、
歩道と車道の段差を解消し、視覚
障害者用誘導ブロックの設置等に
より、歩行者・自転車及び身体障
害者等の通行の安全を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

市民
歩道段差改良工
事

改良箇所数

平成23年度予算として
２１箇所を施行したほ
か、平成22年度繰越分
として8箇所を施行し
た。

14箇所 21箇所 100.0% 4,050

№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

9,797

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

20人 17人 85.0% 10,000 9,949

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

19人
※後期事業
計画より
「15人」か
ら変更

18人 94.7% 11,875 10,355

障
害
福
祉
課

85,871

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,120件 2,933件 94.0% 84,270 79,573

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,100件
※後期事業
計画より
「3,120
件」から変
更

2,973件 95.9% 85,695 83,030

障
害
福
祉
課

36,066

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,220件 3,190件 100.0% 41,056 40,559

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,870件
※後期事業
計画より
「2,220
件」から変
更

3,521件 100.0% 40,080 44,044

障
害
福
祉
課

15,816

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。

8人 14人 100.0% 17,420 16,608

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。

10人 22人 100.0% 19,410 18,480

障
害
福
祉
課

120

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

365日 365日 100.0% 335 120

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

3日
※後期事業
計画より
「356日」
から変更

3日 100.0% 353 120

障
害
福
祉
課

随時相談に応じるなど
適切な整備体制整備を
した。

1か所
※後期事業
計画から追
加

１か所 100.0% 113 67

障
害
福
祉
課

15,213

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

9事業 １１事業 100.0% 26,290 23,105

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

11事業
※後期事業
計画より「9
事業」から
変更

11事業 100.0% 26,626 23,275

高
齢
福
祉
介
護
課

850

６６世帯１６６名の参
加により東京ディズ
ニーランドへ日帰り旅
行を７月８日に開催し
た。

1回 1回 100.0% 1,457 1,457

７８世帯１９５名の参
加により東京ディズ
ニーシーへ日帰り旅行
を７月７日に開催し
た。

1回 1回 100.0% 1,457 1,457

子
育
て
支
援
課

305
生活援助や子育て支援
として延べ５９人の支
援員を派遣した。

150時間 353時間 100.0% 792 421
生活援助や子育て支援
として延べ４１人の支
援員を派遣した。

606時間
※後期事業
計画より
「150時
間」から変
更

201時間 33.2% 590 267

子
育
て
支
援
課

20,832

正准看護師や保育士の
資格取得のための養成
機関に通う母親に支給
した。

9人 17人 100.0% 27,247 22,132

正准看護師や保育士の
資格取得のための養成
機関に通う母親に支給
した。

18人
※後期事業
計画より「9
人」から変
更

16人 88.9% 21,914 20,433

子
育
て
支
援
課

49

ホームヘルパー２級や
社会福祉士の講座に通
う母に講座費用の20％
を給付した。

4人 5人 100.0% 190 144

ホームヘルパー２級や
社会福祉士の講座に通
う母に講座費用の20％
を給付した。

8人
※後期事業
計画より「4
人」から変
更

７人 87.5% 121 121

子
育
て
支
援
課

109,072
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

36,000件 44,267件 100.0% 114,421 111,855
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

48,800件
※後期事業
計画より
「37,000
件」から変
更

47,359件 97.0% 121,222 120,436

子
育
て
支
援
課

4,022
平成24年度予算として
２３箇所を施行した。

14箇所 ２３ 箇所 100.0% 3,645 3,576
平成2５年度予算とし
て４５箇所を施行し
た。

10箇所
※後期事業
計画より
「14箇所」
から変更

45箇所 100.0% 3,645 6,806

道
路
管
理
課

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

124
継
続

市道０１０７
号線（桜道）
整備事業

交通バリアフリー法の施行を受け
て全ての人々が安全で安心して利
用できる道路空間のユニバーサル
デザイン化を目指す。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

市民
市道０１０７号
線（桜道）整備
事業

整備延長

目標に対して４０％の
歩道整備を行ったた
め、残りは翌年度に繰
越した。

207ｍ 82.8m 40.0% 42,000

125
継
続

小学校特別支
援学級教育支
援事業

児童一人一人の人間性を尊重し、
将来の自立と社会参加を実現させ
るため、小学校特別支援学級の教
育の充実を図る。

教員
特別支援学級関
係教職員の研修
会の実施

特別支援学級
関係教職員の
研修会の回数

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/14、②
7/29。③2/15、各
41名参加。

3回 3回 100.0% －

126
継
続

中学校特別支
援学級教育支
援事業

生徒一人一人の人間性を尊重し、
将来の自立と社会参加を実現させ
るため、中学校特別支援学級の教
育の充実を図る

教員
特別支援学級関
係教職員の研修
会の実施

特別支援学級
関係教職員の
研修会の回数

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/14、②
7/29、③2/15、各
42名参加。

3回 3回 100.0% －

127
継
続

社会的要請課
題をテーマと
した事業

子育て・少子高齢化・環境・国際
理解・情報技術・健康などの現代
的課題をテーマに、身近な話題か
ら様々な問題を考える学習機会を
提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

市民
しなやかに生き
るための女性講
座

開催回数

128
継
続

家庭教育支援
事業

次世代育成を主眼として親の役割
や子育てに必要なことを学ぶ講座
を開催する。

子と保護
者

家庭教育支援講
座

講座数
「今から始めよう　親
子で生活習慣病予防」
参加5人。

2講座 1講座 50.0% 40

129
継
続

現代的・地域
的課題講座事
業

様々な切り口で現代・地域課題に
ついて考える講座を開催する。

子育て中
の保護者

現代的・地域的
課題講座

講座数

「アロマセラピー教
室」全2回参加延べ35
人。「ベビー＆ママ
YOGA教室」全2回参
加延べ64人。

2講座 2講座 100.0% 60

基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

目標１３　政策・方針決定過程の場に女性の参画を増やす

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

130
継
続

女性職員の管
理職への登用

女性職員の管理職への登用に努め
る。

女性職員

女性職員の管理
職への登用
※後期事業計画
より「女性職員
の管理職への検
討」から変更

管理職に占め
る女性の割合
※後期事業計
画より「女性
職員の管理職
への検討」か
ら変更

2回 2回 2回 100.0% －

131
継
続

市民参加推
進・啓発事業

市の施策や計画の企画・立案のプ
ロセスにおける市民参加の機会の
拡充と参加しやすい環境整備を図
る。

市民
審議会等におけ
る女性委員の参
加

女性委員の割
合

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
減少した。

30.0% 26.2% 87.3% －

132
新
規

農業経営基盤
強化促進事業
※後期事業計
画から追加

国の施策である「人・農地プラ
ン」作成及び更新時に開催する市
町村による検討会において、構成
員３割を女性とし、人と農地の問
題解決に女性の参画を実現する。

市民
茅ヶ崎市「人・
農地プラン」検
討会

女性委員の割
合

133
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

性別に偏らない政策、意思決定の
場の実現の必要性について、啓発
等の事業を通じ、広く周知すると
ともに、その実現に向け、継続的
に働きかける。

市民

政策・方針決定
過程の場に女性
の参画を増やす
事業の実施

実施事業総数

１０月に開催された新
採用職員研修におい
て、男女共同参画につ
いて講義した。

1事業 1事業 100.0% －

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２３年度活動率

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

97.5%

№

前
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事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名
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活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

14,100

昨年度に繰越した６
０％の整備区間分と２
４年度の歩道整備を
行った。

207ｍ

(H23繰越)
124.2ｍ

H23繰越
101.2 ｍ、
Ｈ24実績
145.0 m、
合計246.2
m

100.0%

40,400

(H23繰越)
27,900

40,195

(H23繰越)
23,768

市道０１０７号線（桜
道）の歩道整備２００
ｍを行った。

206ｍ 200ｍ 97.0% 58,765 58,764

道
路
管
理
課

－

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1１、②7/２
６、③2/１３、各4６
名参加。

3回 ３回 100.0% － －

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1５、②９/
６、③2/４、各47名
参加。

3回 3回 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

－

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1１、②7/２
６、③2/１３、各4６
名参加。

3回 ３回 100.0% － －

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1５、②９/
６、③2/４、各47名
参加。

3回 3回 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

主催事業全体の見直し
を行った結果、実施せ
ず

1回 0回 0.0%

鶴
嶺
公
民
館

0
｢口を出さずに見守る
親のｽﾀｲﾙ｣全3回行っ
た。参加延べ45人。

2講座 1講座 50.0% 40 25

｢子育て練習講
座・・・そだれん｣全
７回。参加延べ28人。
「ママンズミニョンク
ラブ」全4回。参加延
べ74人。

2講座 2講座 100.0% 40 10

南
湖
公
民
館

60

「アロマセラピー入
門」参加20人。「はじ
めてのヨーガ」全2回
参加延べ41人を行っ
た。

2講座 2講座 100.0% 40 40

「はじめてのヨーガ」全
３回、参加延べ５３人。
「リラックスヨーガ～
ヨーガで培う　ヨーガで
ゆるめる」全3回参加延
べ54人。「アロマセラ
ピーでナチュラル」全２
回、参加延べ29人。

2講座 3講座 100.0% 40 80

南
湖
公
民
館

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－ 検討回数 2回 2回 100.0% － －
管理職として１８名の
女性職員を登用した。

10.0%
※後期事業
計画より「2
回」から変
更

10.2% 100.0% － －

職
員
課

－

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
増加した。

30.0% 26.5% 88.3% － －

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
増加した。（２６４
人）

30.0% 27.9% 93.0% － －

市
民
自
治
推
進
課

「人・農地プラン」検
討会において、女性委
員が５名中２名であっ
た。

1/3以上 1/3以上 100.0% － －

農
業
水
産
課

－

１０月に開催された新
採用職員研修におい
て、男女共同参画につ
いてをテーマに男女共
同参画課職員が講義し
た。

1事業 1事業 100.0% － －

１０月に開催された新
採用職員研修におい
て、「男女共同参画に
ついて」をテーマに男
女共同参画課職員が講
義した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度活動率

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

97.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度活動率 97.7%

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

134
継
続

選挙管理委員
会会議

選挙管理委員会定例及び臨時委員
会を開催する。

選挙管理
委員及び
補充員

選挙管理委員へ
の女性の積極的
登用

女性の委員及
び補充員の人
数

委員数：4人（うち女
性2人）
補充員数：4人（うち
女性1人）

２人 ２人 100.0% 2,240

135
継
続

女性教職員の
管理職への登
用

市内小・中学校の管理職に女性を
登用することにより学校の政策・
方針決定過程の場に女性の参画を
増やす。

学校管理
職

女性教職員の管
理職への検討

女性管理職の
割合
※後期事業計
画より「検討
回数」から変
更

女性教職員の管理職へ
の登用を検討した。

1回 １回 100.0% －

基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

目標１４　市民が主体的に男女共同参画を推進する

平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

136
継
続

市民活動サ
ポートセン
ター管理運営
事業

市民活動の総合拠点として、福
祉、子育て、まちづくりなどを市
民活動全般に関する情報の受発信
などを行い、市民活動の推進を図
る。

市民、市
民活動団
体

「市民活動団体
ガイドブック」
の発行

発行部数

283団体の活動情報等
を掲載し、市民活動に
興味のある人等への情
報発信に活用した。

1,600部 1,300部 81.3% －

137
拡
大

地域集会施設
の管理運営事
業

市民の地域活動を通じた交流の場
となっているコミュニティセン
ターの運営内容の充実と有効な施
設利用を図る。

施設利用
者

地域住民の交流
と参加を推進す
る自主事業、講
座等の開催

開催館数

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

9館 9館 100.0% 88,327

138
拡
大

市民活動推進
補助事業

市民活動団体が行う公益的な事業
を財政的に支援することにより市
民活動の活性化を図る。

市民活動
団体

市民が受益者と
なる公益的活動
への補助金の交
付

申請事業数

福祉、子育て等の分野
で活動する市民活動団
体に対し、補助金の交
付を行った。

15事業 7事業 46.7% 1,854

139
継
続

市民活動等災
害補償制度事
業

自治会活動、福祉・奉仕活動等、
市民や団体が自発的に活動中で発
生した損害賠償事故及び傷害事故
について補償する。

ボラン
ティア・
市民活動
団体

市民活動等保険
の申請受付及び
保険会社との連
絡調整

受付件数

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 57件 81.4% 3,807

140
継
続

防災訓練事業
（総合防災訓
練の開催）

市民の防災意識の高揚を図るた
め、毎年８月に関係機関等と連携
し、市民の参加を得ながら、避難
訓練、救出訓練等を実施する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民
総合防災訓練の
開催

総合防災訓練
の開催回数

８／２１、松浪小学校
において自主防災組
織、関係機関等と連携
し開催。参加人員は１,
０１１名。

1回 １回 100.0% 2,923

141
継
続

自主防災組織
育成事業（地
区自治会連合
会防災訓練の
指導）

地域防災力の向上のため、各地区
自治会連合会主催の防災訓練につ
いての指導を実施する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民
地区自治会連合
会主催の防災訓
練の指導

地区自治会連
合会主催の防
災訓練の指導
回数

市内１２地区において
地区自治会連合会主催
の防災訓練についての
指導を実施。

12回 12回 100.0% 2,220

142
継
続

自主防災組織
育成事業（防
災研修会の開
催）

地域防災力の向上のため、自主防
災組織役員及び防災リーダー等を
対象として防災研修会を開催す
る。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民
防災研修会の開
催

防災研修会の
実施回数

１／１８、市民文化会
館小ホールにおいて防
災研修会を開催。３９
５名が参加。

1回 1回 100.0% 72

143
拡
大

自主防災組織
育成事業（防
災リーダーの
育成）

地域防災力の向上のため、防災
リーダーを養成・育成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民

防災リーダー養
成研修会の実施
※後期事業計画
より「防災リー
ダーの育成」か
ら変更

女性参加者数
※後期事業計
画より「防災
リーダー養成
研修会の参加
人数」から変
更

６／１８・１９①研修
会：参加者１４７名。
１／２８・２９②研修
会：参加者６１名。２
／１１フォローアップ
研修会：参加者４５１
名。

180人 208人 100.0% 3,228

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
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期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

平成２３年度活動率 86.9%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名

活動の名称
活動指標の

名称



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

2,220

委員数：4人（うち女
性2人）
補充員数：4人（うち
女性1人）

２人 ２人 100.0% 2,240 2,220

委員数：4人（うち女
性2人）
補充員数：4人（うち
女性1人）

２人 ２人 100.0% 2,240 2,220

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

－
女性教職員の管理職へ
の登用を検討した。

1回 1回 100.0% － －
管理職として１７名の
女性教職員を登用し
た。

30.0%
※後期事業
計画より「1
回」から変
更

26.6% 88.7% － －

学
務
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

287団体の活動情報等
を掲載し、市民活動に
興味のある人等への情
報発信に活用した。

1,700部 1,500部 88.2% － －

３０３団体の活動情報
等を掲載し、市民活動
に興味のある人等への
情報発信に活用した。

1,600部
※後期事業
計画より
「1,800
部」から変
更

1,400部 87.5% － －

市
民
自
治
推
進
課

88,327

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

10館 10館 100.0% 103,783 103,249

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

10館 10館 100.0% 123,712 121,153

市
民
自
治
推
進
課

1,836

地域安全、文化等の分
野で活動する市民活動
団体に対し、補助金の
交付を行った。

15事業 12事業 80.0% 2,227 2,059

福祉、文化等の分野で
活動する市民活動団体
に対し、補助金の交付
を行った。

15事業
※後期事業
計画より
「20事業」
から変更

11事業 73.3% 2,650 2,379

市
民
自
治
推
進
課

2,997

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 47件 67.1% 3,525 3,392

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 44件 62.9% 6,524 4,925

市
民
自
治
推
進
課

2,481

８／２６、文教大学に
おいて自主防災組織、
関係機関等と連携し開
催。参加人員は８３３
名。

1回 1回 100.0% 2,624 2,502

8月25日、小和田小学
校において、自主防災
組織、関係機関と連携
し実施。参加者463人

1回 １回 100.0% 2,593 2,004

防
災
対
策
課

2,220

市内１２地区において
地区自治会連合会主催
の防災訓練についての
指導を実施。

12回 12回 100.0% 2,220 2,129

総合防災訓練実施地区
を除く市内１１地区に
おいて、地区自治会連
合会主催の防災訓練に
ついて指導を実施

1１回 1１回 100.0% 2,310 2,100

防
災
対
策
課

89

１／１７、市民文化会
館大ホールにおいて防
災研修会を開催。３８
６名が参加。

1回 1回 100.0% 87 47

１／１７、市民文化会
館大ホールにおいて防
災研修会を開催。３８
６名が参加。

1回 １回 100.0% 40 72

防
災
対
策
課

2,670

６／１６・１７①研修
会：参加者１３４名。
２／２・３②研修会：
参加者７３名。9月2
日、9月8日にフォロー
アップ研修会：参加者
１９８名。

180人 207人 100.0% 3,362 2,943

７／６・７①研修会：
参加者１１１名。２／
１・２②研修会：参加
者６９名。9月７日、9
月8日にフォローアッ
プ研修会：参加者183
名。

75人
※後期事業
計画より
「180人」
から変更

180人 100.0% 3,402 3,235

防
災
対
策
課

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２４年度活動率 88.5% 平成２５年度活動率 92.2%

平成２４年度 平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

144
継
続

自主防災組織
育成事業（女
性消防隊の育
成）

地域防災力の向上のため、女性消
防隊を育成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民
女性消防隊の育
成

女性消防隊の
訓練・育成回
数

小出地区自治会連合会
防災訓練に参加。女性
消防隊の訓練は実施せ
ず。

1回 0回 0.0% 20

145
継
続

自主防災組織
育成事業（避
難所関係者に
よる打合せ
会）

災害発生時に避難所の運営が円滑
に行われるよう、市内３２校の公
立小中学校で関係者による打合せ
会を開催する。自主防災組織関係
者、学校職員、配備職員等が参加
して連携を図る。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市民 避難所打合会
避難所打合の
実施回数

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
７８７名。

32回 32回 100.0% －

146
新
規

地域防災計画
推進事業
※後期事業計
画から追加

災害対策法第４２条の規定に基づ
き、市民の生命、身体及び財産を
災害から守ることを目的とし、
茅ヶ崎市防災会議が作成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

市、防災
関係機
関、市民
及び企業

災害に対する予
防・応急・復旧
対策の核計画に
係る男女双方の
視点での配慮

男女双方の視
点を配慮した
環境整備の検
証

147
継
続

地域防犯活動
推進事業

警察・地域関係団体で構成する
茅ヶ崎・寒川犯罪ゼロ推進会議に
おいて地域防犯を推進する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

関係団体
及び市民

茅ヶ崎・寒川犯
罪ゼロ推進会議
の開催

開催回数

１０／１１会議開催、
参加者２６名。６／２
２キャンペーン開催、
参加者約１００名。

会議1回、
キャンペー
ン1回

会議1回、
キャンペー
ン1回

100.0% 262

148
継
続

地域防犯活動
推進事業

地域における防犯活動の推進およ
び支援を図る。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

防犯活動
をする団
体

防犯活動団体の
支援

防犯ネット
ワーク会議開
催回数※後期
事業計画より
「団体数」か
ら変更

防犯活動団体の支援 5団体増 １団体増 20.0% 828

149
継
続

交通安全啓発
事業

地域総ぐるみの防犯活動を推進
し、地域の活動を通じ犯罪の未然
防止に努め、犯罪のない明るいま
ちづくりを推進する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

関係団体
及び市民

交通安全・防犯
市民総ぐるみ運
動推進大会の開
催

開催回数
１０／２８開催、参加
者１３０名。

大会1回 大会１回 100.0% 295

150
継
続

地産地消推進
事業

農業の担い手である女性も主体的
に農産物品評会や各種共進会に参
加することにより、市民が主体的
に男女共同参加する一助とする。

市民
農産物品評会・
各種共進会の開
催・参加

女性農業者か
らの出品

果樹持寄品評会、秋の
農業まつり、花の展覧
会において、女性農業
者からの出品を受け付
けた。

13人 36人 100.0% －

151
拡
大

まなび人材事
業

専門的な知識や技術を持っている
方や地域で活躍している団体をま
なびの市民講師として紹介する。

茅ヶ崎市文
化生涯学習
プラン、
茅ヶ崎市ス
ポーツ振興
基本計画、
茅ヶ崎市食
育推進計画

市民
まなびの市民講
師自主企画講座
の実施

講座開催件数

お茶や歴史、音楽、料
理、環境学習など多種
多様な講師人による講
座を開催した。

10講座 44講座 100.0% 868

152
継
続

生涯学習情報
の収集・提供
と相談体制の
充実

市民の学習活動が活発に行われる
よう学習情報の収集・発信と学習
相談を行う。

茅ヶ崎市文
化生涯学習
プラン、
茅ヶ崎市ス
ポーツ振興
基本計画

市民
学習情報誌
（紙）の発行

発行回数

生涯学習ガイドブック
（年１回・2,500部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,200部発
行）

5回 5回 100.0% 67

153
継
続

地域における
男女共同参画
の推進

男女共同参画社会の実現をめざ
し、市民に学習の機会及び活動の
場を提供し、女性の社会参加の促
進及び地位の向上に寄与すること
を目的として設置された茅ヶ崎市
女性センターを拠点として、男女
共同参画の推進を支援する。

市民
茅ヶ崎市女性セ
ンターの開館

開館日数

施設の設置目的を実現
するために、茅ヶ崎市
女性センターを適切に
管理運営した。

308日 308日 100.0% 8,017

154
継
続

男女共同参画
推進センター
いこりあ登録
団体申請受付
及び支援

男女共同参画社会の実現のため、
男女共同参画に取り組む団体を支
援する。

市内の男
女共同参
画に取り
組む団体

男女共同参画推
進センターいこ
りあ登録団体申
請受付及び支援

登録団体数

新たに人権と女性の地
位を高めるための奉仕
活動を目的とする国際
ソロプチミスト茅ヶ崎
が加わった。

5団体 6団体 100.0% －

155
継
続

新たな分野に
取り組む事業

女性の男女共同参画の少ない分野
において活躍の促進を図るための
取り組みを行う。

市民
新たな分野の取
り組みに関する
事業の実施

実施事業総数

情報紙「いまここか
ら」で、福島県で開催
された相談員研修「被
災者のための相談室党
運営に必要な視点」を
紹介した。

1事業 1事業 100.0% －

156
継
続

男女共同参画
啓発等推進事
業

男女共同参画推進センターいこり
あを拠点とした男女共同参画の推
進に向けた事業等を行い、自主的
な活動を応援し、人材育成に努め
る。

市民

市民が主体的に
男女共同参画を
推進する事業の
実施

実施事業総数

５／１８「託児スタッ
フ研修会」４１人参
加。本市の子育て支援
における取り組み・託
児事業を説明した。

1事業 1事業 100.0% －

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

0
女性消防隊の訓練は実
施せず。

1回 0回 0.0% － －
女性消防隊の訓練は実
施せず。

1回 ０回 0.0% － －

防
災
対
策
課

－

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
815名。

32回 32回 100.0% － －

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
815名。

32回 96回 100.0% － －

防
災
対
策
課

８月２０日に防災会議
を開催し、参加者４５
名

1回 １回 100.0% 8 5

防
災
対
策
課

126

６／２7キャンペーン
開催、参加者約１００
名。１０／１１会議開
催、参加者88名。

会議1回、
キャンペー
ン1回

会議1回、
キャンペー
ン1回

100.0% 262 165

7／3キャンペーン開
催、参加者約１1０
名。１０／１１会議開
催、参加者72名。

会議1回、
キャンペー
ン1回

会議1回、
キャンペー
ン1回

100.0% 312 256

安
全
対
策
課

758 防犯活動団体の支援 5団体増 ２団体 40.0% 795 715

8／7キャンペーン開
催、参加者約63名。3
／１9会議開催、参加
者約27名。

会議1回、公
開講座1回

会議1回、公
開講座1回

100.0% 795 725

安
全
対
策
課

164
１０／２6開催、参加
者１2０名。

大会1回 大会1回 100.0% 295 99
１０／２５開催、参加
者約１００名。

大会1回 大会1回 100.0% 295 124

安
全
対
策
課

－

果樹持寄品評会、秋の
農業まつり、花の展覧
会において、女性農業
者からの出品を受け付
けた。

16人 36人 100.0% ー ー

果樹持寄品評会、春・
秋の農業まつり、花の
展覧会において、女性
農業者からの出品を受
け付けた。

13人
※後期事業
計画より
「20人」か
ら変更

30人 100.0% － －

農
業
水
産
課

868

お茶や歴史、音楽、料
理、環境学習など多種
多様な講師人による講
座を開催した。

10講座 50講座 100.0% 884 900

お茶や歴史、音楽、料
理、環境学習など多種
多様な講師人による講
座を開催した。

15講座
※後期事業
計画より
「10講座」
から変更

47講座 100.0% 909 800

文
化
生
涯
学
習
課

67

生涯学習ガイドブック
（年１回・2,500部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,200部発
行）

5回 5回 100.0% 67 57

生涯学習ガイドブック
（年１回・2,500部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,200部発
行）

5回 5回 100.0% 66 64

文
化
生
涯
学
習
課

7,523

施設名称を茅ヶ崎市男
女共同参画推進セン
ターに改め、施設の設
置目的を実現するため
に施設を適切に管理運
営した。

306日 306日 100.0% 9,256 8,649

施設の設置目的を実現
するために、茅ヶ崎市
男女共同参画推進セン
ターを適切に管理運営
した。

306日 307日 100.0% 8,526 8,352

男
女
共
同
参
画
課

－
新たな団体の追加登録
はなかった。

5団体 6団体 100.0% － －

新たな団体の追加登録
はなかった。また、６
団体のうち１団体が活
動を終了したため登録
を取り消した。

5団体 5団体 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

－

映画「３・１１ここに
生きるーIｎＴｈ
eMoment」の上映会
と監督による講演会を
実施。参加者９８人。

1事業 1事業 100.0% 37 32

8/26～9/9「子連れ
アクティブ防災講座」
37人（うち女性37
人）

1事業 1事業 100.0% 69 69

男
女
共
同
参
画
課

－

４／２７「託児スタッ
フ研修会」３７人参
加。本市の子育て支援
における取り組み・託
児事業を説明した。市
主催の２９事業にス
タッフが参加しまし
た。

1事業 1事業 100.0% － －

4/17「託児スタッフ
研修会」２６人参加。
市主催の33事業におい
てスタッフが託児に参
加した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

平成２４年度 平成２５年度



平成２３年度

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

157
継
続

市民の森再整
備ワーキング

市民の森再整備事業に女性の積極
的な参加を促進する。

市民
市民の森再整備
のためのワーキ
ングの実施

女性参加者数
の割合

参加者数のべ64人のう
ち、女性参加者は２４
人であった。

35.0% 43.0% 100.0% 504

158
新
規

救命講習普及
啓発事業（旧
救命講習会拡
大事業）
※後期事業計
画から追加

救命率の向上を目的に、より多く
の市民が救命講習会を受講しやす
くするための環境を整え、受講者
の増加を図る。

市民

－

本
年
度
対
象
外

県議会議員及
び県知事選挙
の執行管理

県議会議員及び県知事選挙を適正
に執行する。

有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

対象人数：157人中
43人
実施：1回（県会議
員・県知事選挙）

20.0% 27.4% 100.0% 1,344

－

本
年
度
対
象
外

市議会議員及
び市長選挙の
執行管理

市議会議員及び市長選挙を適正に
執行する。

有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

対象人数：152人中
48人
実施：1回（市議会議
員・市長選挙）

20.0% 31.6% 100.0% 1,302

－

本
年
度
対
象
外

衆議院議員総
選挙・最高裁
判所裁判官国
民審査の執行
管理

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁
判官国民審査を適正に執行する。

有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

159
継
続

参議院議員通
常選挙の執行
管理

参議院議員通常選挙を適正に執行
する。

有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

160
継
続

講座保育ボラ
ンティア事業

公民館の講座に子育て中の親が参
加しやすいよう、講座保育制度を
設け、その保育のボランティアを
登録する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

幼児・児
童・保護
者

講座保育ボラン
ティア

対象講座数

様々な講座に対して延
べ38人の保育ボラン
ティアで延べ59人の乳
幼児を託児した。

20講座 11講座 55.0% 115

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額
№

前

期

事

業

計

画

と

の

比

較

事務事業

対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

事務事業名 事務事業の目的・成果
事務事業に関
連する計画名



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

474
参加者数のべ55人のう
ち、女性参加者は20人
であった。

35.0% 36.0% 100.0% 504 488
参加者数のべ43人のう
ち、女性参加者は14人
であった。

35.0% 32.5% 92.9% 5,984 5,942

公
園
緑
地
課

２６回実施し、他１回
は応募者少数（２名）
のため中止。対象応募
者は、別の講習会にス
ライドして受講。

27回 26回 96.3% 1441 1564

救
命
課

1,295 本年度対象外

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

1,295 本年度対象外

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

対象人数：153人中
37人
実施：1回（衆議院議
員総選挙・最高裁判所
裁判官国民審査）

20.0% 24.1% 100.0% 1,344 1,302 本年度対象外

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

対象人数：157人中
48人
実施：1回（参議院議
員通常選挙）

20.0% 30.5% 100.0% 1,344 1,288

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

88
保育ボラ数：延べ37人
託児数：延べ57人

20講座 12講座 60.0% 92 86
保育ボラ数：延べ107
人
託児数：延べ147人

11講座
※後期事業
計画より
「20講座」
から変更

10講座 90.9% 92 216

南
湖
公
民
館

平成２４年度 平成２５年度

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動



担当課による事務事業の評価は次のとおりです。

※「目標及び取り組みの方向性」欄の丸数字は、目標の番号です。

№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２３年度評価 平成２４年度評価 平成２５年度評価

職
員
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会を増
やすために、研修を実施しまし
た。

　新採用職員を対象として、男女
平等の職場づくりに関する意識向
上を目的とする研修を実施しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　新採用職員を対象として、男女
平等の職場づくりに関する意識向
上を目的とする研修を実施しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　新採用職員を対象として、男女
平等の職場づくりに関する意識向
上を目的とする研修を実施しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

職
員
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるため
に、時間外勤務削減に向けての
ノー残業デーを実施しました。
⑥男性の家庭生活や地域生活への
参画をすすめるために、子育てを
しやすい職場環境の整備に努めま
した。

　男性職員による育児休業等の取
得を推進するため、イントラで周
知を図りました。
　また、ノー残業デーを実施・周
知することで、時間外勤務の削減
を行いました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　男性職員による育児休業等の取
得を推進するため、イントラで周
知を図りました。
　また、ノー残業デーを実施・周
知することで、時間外勤務の削減
を行いました。
　活動は一部目標値を達成するこ
とはできませんでしたが、次年度
以降も継続して取り組んでいきま
す。

　男性職員による育児休業等の取
得を推進するため、イントラで周
知を図りました。
　また、ノー残業デーを実施・周
知することで、時間外勤務の削減
を行いました。
　活動は一部目標値を達成するこ
とはできませんでしたが、次年度
以降も継続して取り組んでいきま
す。

職
員
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
セクシャルハラスメント防止のた
めの対策を講じました。

　セクシャルハラスメントに対し
て職員の苦情相談窓口を設置し随
時相談を受け付けるとともに、公
正かつ円満な解決に向け苦情処理
委員会を設けています。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　セクシャルハラスメントに対し
て職員の苦情相談窓口を設置し随
時相談を受け付けるとともに、公
正かつ円満な解決に向け苦情処理
委員会を設けています。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　セクシャルハラスメントに対し
て職員の苦情相談窓口を設置し随
時相談を受け付けるとともに、公
正かつ円満な解決に向け苦情処理
委員会を設けています。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

職
員
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に女性
の参画を増やすために、女性職員
の管理職への登用に努めました。

　女性職員の管理職への登用を行
いました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　女性職員の管理職への登用を行
いました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　女性職員の管理職への登用を行
いました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

2

市
民
自
治
推
進
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に女性
の参画を増やすために、参加しや
すい環境整備に努めました。
⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、情報発信や支援
の充実に努めました。

　市民活動サポートセンターにお
いて、子育て、福祉などの市民活
動に関する情報を発信し、参画機
会の拡充の一助とした。同セン
ターと連携し、地域集会施設にお
ける情報発信にも取り組みまし
た。
　市民活動団体が実施する事業に
対し、金銭的な援助を行うととも
に、活動しやすい環境整備のた
め、災害補償制度の活用を促しま
した。
　活動は概ね達成しており、事務
事業は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　市民活動サポートセンターにお
いて、子育て、福祉などの市民活
動に関する情報を発信し、参画機
会の拡充の一助としました。同セ
ンターと連携し、地域集会施設に
おける情報発信にも取り組みまし
た。
　市民活動団体が実施する事業に
対し、金銭的な援助を行うととも
に、活動しやすい環境整備のた
め、災害補償制度の活用を促しま
した。
　活動は概ね達成しており、事務
事業は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　市民活動サポートセンターにお
いて、子育て、福祉などの市民活
動に関する情報を発信し、参画機
会の拡充の一助としました。同セ
ンターと連携し、地域集会施設に
おける情報発信にも取り組みまし
た。
　市民活動団体が実施する事業に
対し、金銭的な援助を行うととも
に、活動しやすい環境整備のた
め、災害補償制度の活用を促しま
した。
　活動は概ね達成しており、事務
事業は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

3

企
画
経
営
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
性別による差別や偏見等の一因と
なりうる申請書等の性別記載及び
押印の廃止に努めました。

　所管課の事務に係る申請書等の
性別記載及び押印廃止の推進によ
り、全庁的に申請書等の記載欄は
減少傾向にあります。
　来年度は、調査を実施し、廃止
状況の確認を行うとともに、残っ
たものについても、可能な限り廃
止していきます。

　各課の対応状況について３月に
調査を実施しました。全庁的に申
請書等の記載欄は減少傾向にあり
ますが、引き続き、廃止が可能な
ものについては、早期の廃止に努
めるよう、所管課に積極的に働き
かけを行い、更なる廃止を推進し
ます。

　各課の対応状況について２月に
調査を実施しました。性別記載欄
で１件、押印欄で５件の廃止があ
りました。
　全庁的に申請書等の記載欄は減
少傾向にありますが、調査におい
て廃止が可能とされたものについ
ては、早期の廃止に努めるよう、
所管課に積極的に働きかけを行
い、更なる廃止を推進します。

4

秘
書
広
報
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑪人権尊重のために、職員を対象
にメディアからの情報を読み解く
力（メディア・リテラシー）を育
成する広報主任会議を開催しまし
た。

　広報主任会議は開催しました
が、メディア・リテラシーを育成
するためのものではありませんで
した。
　職員のメディア・リテラシーを
向上させるためにも、次年度以
降、男女共同参画課との共同で、
広報主任会議の開催を検討する必
要があると思われます。

　男女共同参画課職員を講師に招
き、メディア・リテラシー育成の
ため講義を行いました。
　各課への周知ということで効果
はあったと思われますが、広報
紙、HPなどの情報発信の中で、メ
ディア・リテラシーを意識するこ
とは必要なことであるため、今後
も、周知・啓発に努めていく必要
があると思われます。

　平成25年度は、2月6日に広報
主任会議を開催し、男女共同参画
課職員を講師に招き、各課への周
知を目的に、メディア・リテラ
シーをテーマとした講義を行いま
した。
　本講義を行ったことにより、一
定の効果はあったと思われます
が、広報紙やHP、その他の様々な
媒体において、今後も周知・啓発
に努めていく必要があると思われ
ます。

5

契
約
検
査
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるため
に、総合評価落札方式に男女共同
参画の項目を入れ、事業者に男女
共同参画に対する意識を高めても
らうよう努めました。

　総合評価方式を７件執行しまし
た。
　次年度以降も継続して取り組ん
でいきます。

　総合評価方式を４件執行しまし
た。
　次年度は、減少傾向にある数値
を現状維持としていますが、１件
でも増やせるよう努めつつ、継続
して取り組んでいきます。

　総合評価方式を５件執行しまし
た。
　落札者は全て男女共同参画の評
価項目で得点した者でした。件数
は目標を達成できませんでした
が、本件については引き続き取り
組んでいきます。

1

３ 担当課による事務事業に対する評価 



№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２３年度評価 平成２４年度評価 平成２５年度評価

6

防
災
対
策
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、防災リーダーの
養成や研修会の開催、地区自治会
連合会主催防災訓練等の指導を実
施し、自主防災組織等の育成に取
り組みました。

　防災リーダーの養成研修会及び
地区自治会連合会主催防災訓練に
おいては、女性や若年層を含んだ
市民の参加者が増加し、地域防災
力の底上げを図ることができまし
た。
　活動は概ね達成しています。女
性消防隊の訓練の実施と合わせて
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　防災リーダーの養成研修会及び
地区自治会連合会主催防災訓練に
おいては、女性や若年層を含んだ
市民の参加者が積極的に参加して
いただき、地域防災力の底上げを
図ることができました。
　活動は概ね達成しています。女
性消防隊の訓練の実施と合わせて
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　防災リーダーの養成研修会及び
地区自治会連合会主催防災訓練に
おいては、女性や若年層を含んだ
市民の参加者が積極的に参加して
いただき、地域防災力の底上げを
図ることができました。
　活動は概ね達成しています。女
性消防隊の訓練の実施と合わせて
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

7

安
全
対
策
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、その実現に向け
た地域の防犯力向上や、犯罪のな
い明るいまちづくりに努めまし
た。

　女性のみで防犯活動している団
体を市のホームページで掲載して
紹介するなど、防犯活動に積極的
に女性も参加してもらえるよう啓
発しました。
　目標をクリアしていないものも
ありますが、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　自主防犯団体は女性の参加者数
が増加傾向にあります。今後も女
性が積極的に参加できるような団
体育成を行っていきます。
　目標をクリアしていないものも
ありますが、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　市民が主体的防犯活動を実施す
る中で、自主防犯団体の情勢参加
者が増加傾向にあると認識してい
ます。
　平成２５年の県内の振り込め詐
欺の被害者の内、女性が約８０％
を占めたことから、自主防犯団体
に対する女性の参画推進につい
て、さらに働きかけていきます。

8

市
民
相
談
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
人権侵害の防止に努めました。
⑪人権尊重のために、メディアか
らの情報を主体的に読み解く力
（メディア・リテラシー）の育成
を目的として、人権擁護の視点を
もって情報を活用することの理解
の啓発に努めました。

　小中学生を対象に人権作文コン
テスト、人権ポスターコンテスト
を実施し人権擁護の啓発に努めま
した。
　中学生作文コンテスト入賞者を
対象に、人権座談会を実施し人権
擁護の啓発に努めました。
　人権相談を毎月３回実施し、人
権侵害の問題解決に努めました。
　活動は概ね目標値を達成できま
した。次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　小中学生を対象に人権作文コン
テスト、人権ポスターコンテスト
を実施し人権擁護の啓発に努めま
した。
　中学生人権作文コンテスト入賞
者を対象に人権座談会を実施し、
人権擁護の啓発に努めました。
　人権相談を毎月３回実施し、人
権侵害の問題解決に努めました。
　活動は概ね目標値を達成できま
した。次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　小中学生を対象に人権作文コン
テスト、人権ポスターコンテスト
を実施し人権擁護の啓発に努めま
した。
　人権座談会は実施せず。（代わ
りに中学生人権作文コンテスト入
賞作文朗読を人権を考える市民の
集いにおいて実施）
　人権相談を毎月３回実施し、人
権侵害の問題解決に努めました。
　人権座談会以外の活動は概ね目
標値を達成できました。次年度以
降も継続して取り組んでいきま
す。

9

農
業
水
産
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に女性
の参画を増やすために、参加しや
すい環境整備に努めました。
⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、地域産業の分野
において、性別に偏らない人材を
生かした男女共同参画を推進しま
した。

　果樹持寄品評会、秋の農業まつ
り、花の展覧会開催において、農
家宅へ直接出品依頼をし、果樹持
寄品評会では8人、秋の農業まつ
りでは２５人、花の展覧会では３
人の女性農業者に出品していただ
くことができました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　前年度同様、果樹持寄品評会、
秋の農業まつり、花の展覧会開催
において、農家宅へ直接出品依頼
を行い、果樹持寄品評会で9人、
秋の農業まつりでは25人、花の展
覧会では2人の女性農業者に出展
していただきました。活動は目標
値を達成しています。次年度も継
続して取り組みます。

　「人・農地プラン」検討会にお
いて、５名中２名の女性に出席い
ただき、プラン変更の内容につい
て検討を行いました。
　果樹持寄品評会、春・秋の農業
まつり、花の展覧会において、農
家宅へ直接出品依頼を行い、果樹
で７人、春の農業まつり５人、秋
１６人、花の展覧会２人の女性農
業者に出展いただきました。結
果、目標値を上回る実績となりま
した。

10

雇
用
労
働
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるため
に、社会状況を鑑みた就労等支援
への取り組みを行いました。

　女性が利用しやすいよう女性
キャリアコンサルタント対応日を
設定し、相談事業を実施しまし
た。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　女性が利用しやすいよう女性
キャリアコンサルタント対応日を
設定し、相談事業を実施しまし
た。
　相談者における女性の比率が前
年度に比べ増加しており、就労等
支援窓口として認知されていると
思われます。次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　女性が利用しやすいよう女性
キャリアコンサルタント対応日を
設定し、相談事業を実施しまし
た。
　相談者における女性の比率は引
き続き増加しています。勤労市民
会館に開設している「茅ヶ崎市ふ
るさとハローワーク」と、相談窓
口、就職支援講座などを総合的に
実施していることが認知されてい
ると思われます。次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

11

文
化
生
涯
学
習
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会を増
やすために、多様な分野の講座を
開催し、だれもが講座に参加しや
すい環境づくりを行いました。

　多様なニーズにこたえるため
に、ちがさき市民大学では、日本
建築について3講座、災害に関す
る講座を４講座開催しました。ま
た、ちがさき市民大学の後期（全
４回）では、庁内連携をし講座を
実施しました。
　大学との連携事業については、
五感に関する講座を6講座開催し
ました。講座ごとにアンケートを
実施し、市民のニーズの把握に努
め、講座開講に今後も取り組んで
いきます。
　開催曜日、時間は多様な方が参
加できるように講座ごとに曜日や
時間帯に考慮しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　多様なニーズにこたえるため
に、ちがさき市民大学では、前期
テーマ「笑いのチカラ」後期テー
マ「21世紀の地球」として３回ず
つ、合計６回開催しました。
　大学との連携事業については
「美をめぐる生き方」と題し、連
続した6回の講座を実施しまし
た。講座ごとにアンケートを実施
し、市民のニーズの把握に努め、
講座開講に今後も取り組んでいき
ます。
　開催曜日、時間は多様な方が参
加できるように講座ごとに曜日や
時間帯に考慮しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　多様なニーズにこたえるため
に、ちがさき市民大学では、前期
テーマ「近代国家への脱皮～明治
時代」後期テーマ「これからの社
会を支える若者を知ろう」として
３回ずつ、合計６回開催しまし
た。
　大学との連携事業については
「日本」と題し、連続した6回の
講座を実施しました。講座ごとに
アンケートを実施し、市民のニー
ズの把握に努め、講座開講に今後
も取り組んでいきます。
　開催曜日、時間は多様な方が参
加できるように講座ごとに曜日や
時間帯に考慮しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。
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11

文
化
生
涯
学
習
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、女性の講師によ
る講座を開催し、地域の学習活動
の支援を行いました。また、子育
て中の親を支える子育て世代を対
象とした講座を開催しました。

　まなびの市民講師の女性講師に
よる、お茶やフラワーアレンジメ
ント、料理、歴史や健康にかかわ
る講座を開催しました。
　また、子育て中の方が参加しや
すいよう申込制ではなく五月雨式
での参加可能な講座を開催しまし
た。また、メール配信による講座
情報提供を実施しました。
　市の講座・イベント情報や会員
を募集している団体・サークル情
報、まなびの市民講師一覧等を紹
介する「生涯学習ガイドブック」
を年１回、タイムリーな生涯学習
提供のため、「エコー・ちがさ
き」を年４回発行しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　まなびの市民講師の女性講師に
よる、お茶やフラワーアレンジメ
ント、料理、スポーツや文学にか
かわる講座を開催しました。
　また、子育て中の方が参加しや
すいよう事前申込制ではなく当日
参加型の生涯学習交流サロンを９
回実施しました。
　市の講座・イベント情報や会員
を募集している団体・サークル情
報、まなびの市民講師一覧等を紹
介する「生涯学習ガイドブック」
を年１回、タイムリーな生涯学習
提供のため、「エコー・ちがさ
き」を年５回発行しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　まなびの市民講師の女性講師に
よる、お茶やフラワーアレンジメ
ント、料理、スポーツや文学にか
かわる講座を開催しました。
　また、子育て中の方が参加しや
すいよう事前申込制ではなく当日
参加型の生涯学習交流サロンを９
回実施しました。
　市の講座・イベント情報や会員
を募集している団体・サークル情
報、まなびの市民講師一覧等を紹
介する「生涯学習ガイドブック」
を年１回、タイムリーな生涯学習
提供のため、「エコー・ちがさ
き」を年５回発行しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

12

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑩生涯にわたる健康を支援するた
めに、６４歳以下の市民を中心に
生活習慣病予防や健康保持増進の
推進を図りました。

　テーマにあった専門講師による
講演会や、生活習慣病予防のため
の健康教室、栄養改善教室を開催
しました。
　また、市民・団体・企業からの
依頼で健康教育を実施しました。
　活動は全て目標値を達成しまし
た。事務事業は次年度以降も継続
し取り組んでいきます。

　医師や専門職による、生活習慣
病の予防や治療の最新情報等につ
いての講演会を開催し、ウオーキ
ングやエアロビクスなどの運動教
室や栄養のバランスを講義や調理
実習から学ぶ栄養改善教室も開催
しました。
　また、市民まなび講座による依
頼教室を実施しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　医師や専門職による、生活習慣
病の予防や治療の最新情報等につ
いての講演会を開催し、ウオーキ
ングやストレッチ、筋トレなどの
運動教室や栄養バランスを講義や
調理実習から学ぶ栄養改善教室も
開催しました。
　また、市民まなび講座による依
頼教室や企業への出前講座を実施
しました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

男
女
共
同
参
画
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会を増
やすために、関連団体との連携の
もと、啓発事業を推進しました。
②「男は仕事、女は家庭」という
固定的役割分担意識をなくすため
の施策展開のため、市民意識調査
を実施し、それに基づく啓発事業
を推進しました。
③平和の尊さを啓発する事業と国
際連携及び協力を推進するため
に、平和事業を推進し、国際理
解・異文化理解を深める機会を充
実しました。

　女性センターで登録団体による
パネル展を実施した結果、ロビー
を利用する市民５００人以上の方
に見ていただくことができまし
た。
　はがきによるアンケート調査を
実施し、男女共同参画に関する意
識の変化を調査するとともに、意
識啓発が進んでいない分野に関す
る書籍や資料の収集し、また、情
報紙を配布し、啓発に努めまし
た。
　「平和について」ポスター・作
文コンテスト入賞者の作品を発表
し、ピーストレイン事業を通して
平和の尊さを市民に伝えました。
また、茅ヶ崎国際交流協会等との
共催事業により、国際理解・国際
協力の輪を広げました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　センター名称をプランの名称と符
合する「茅ヶ崎市男女共同参画推進
センター」に名称変更するととも
に、より親しみやすり施設となるよ
う愛称を公募し、イコールな場所と
いう意味を持つ造語である「いこり
あ」と決まりました。名称変更およ
び愛称の募集にあたっては、改めて
茅ヶ崎市の男女共同参画推進の取り
組みを周知しました。
　継続的にはがきによるアンケート
調査を実施するとともに、センター
を拠点とした講演会などを実施しま
した。
　情報紙の発行は、１回でしたが、
広報に講座等掲載の際には、講座と
共に「男女共同参画」をキーワード
とした紙面づくりに努めました。
「平和について」ポスター・作文コ
ンテスト入賞者の作品を発表し、
ピーストレイン事業を通して平和の
尊さを市民に伝えました。また、
茅ヶ崎国際交流協会等との共催事業
により、国際理解・国際協力の輪を
広げました。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組ん
でいきます。

　男女共同参画推進センターで登
録団体によるパネル展を実施した
結果、センターを利用する市民７
９７人以上の方に見ていただくこ
とができました。
　はがきによるアンケート調査を
実施し、平成２３・２４年度同
様、回収率が３割を超えた結果、
約４００人の市民に男女共同参画
について啓発すると共に、今後の
男女共同参画の施策に反映させる
ための基礎資料とすることができ
ました。
　「平和について」ポスター・作
文コンテスト入賞者の作品を発表
し、ピーストレイン事業を通じて
平和の尊さを市民に伝えました。
また、茅ヶ崎市国際交流協会等と
の共催事業により、国際理解・国
際協力の輪をひろげました。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事務事
業に取り組んでいきます。

男
女
共
同
参
画
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるため、
生き方や働き方にあったエンパ
ワーメントを推進しました。ま
た、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）が可能な働き
方ができる社会形成に向け環境整
備に努めました。
⑥男性の家庭生活や地域生活への
参画を進めるため、「男性が家計
の担い手」という意識にとらわれ
ることなく生きることや仕事と生
活の調和を実現することを考える
きっかけとなる事業を推進しまし
た。

　女性のための就労支援講座とし
てパソコン講座（エクセル初級）
を実施しました。また、法律の制
定・改定等、情報を提供しまし
た。
　父子向けのクッキング講座を開
催し、ワーク・ライフ・バランス
に取り組むきっかけとしました。
また、父親を対象とした子育て講
座「そだれん」を、こども育成相
談課と共催しました。参加者（父
親）は、子どものほめ方・叱り方
をロールプレイを交えながら実
践・体験しました。
　活動は全て目標値を達成しまし
た。特に、父子クッキング及び子
育て講座は好評で、次年度以降の
事業の拡大を検討していきます。

　女性ための就労支援講座として
パソコン講座（エクセル初級）
は、昨年同様、平成２４年度も実
施しました。また、２４年度は、
パソコンスキルの向上だけでな
く、実際に仕事ハローワークや募
集記事を見て仕事を探す方法や、
自分にあった仕事や履歴書の書き
方など、実際の就労に役立つ知識
を得るためのキャリアコンサルタ
ントによる就労支援講座も開催い
たしました。その後、年度末に
は、講座後の就労状況の個別調査
を実施しました。
　ワーク・ライフ・バランスにつ
いては、昨年同様こども育成相談
課と共催で、お父さん版そだれ
ん、初めてお子さんを持つパパマ
マ向けのマタニティクッキングを
実施しました。その他、ワーク・
ライフ・バランスの研究者を講師
に招いて雇用労働課と共催で講演
会を開催しました。
　活動は全て目標値を達成しまし
た。特に、父子クッキング及び子
育て講座は好評で、次年度以降の
事業の拡大を検討していきます。

　生き方や働き方にあったエンパ
ワーメントを推進するため、就労
支援（パソコン講座）、自分を見
つめ直すきっかけづくり（ドラマ
セラピー講座）に取り組み、ま
た、仕事と生活の調和を目指した
女優による講演会を開催する等、
様々な事務事業を実施しました。
　仕事と生活の調和（ワーク・ラ
イフ・バランス）を可能とする社
会形成に向け、好評だった父子
クッキング及び子育て講座を前年
度に引き続き実施しました。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事務事
業に取り組んでいきます。
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担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２３年度評価 平成２４年度評価 平成２５年度評価

男
女
共
同
参
画
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
若年層への啓発を実施した。ま
た、人権尊重のため、法律・制度
の理解を促進しました。
⑧茅ヶ崎市女性センターを拠点と
した相談事業に取り組むために、
関係課と連携して相談事業を推進
しました。また、「女性のための
相談室」へ寄せられた相談から見
えてきた課題解決に向け、情報発
信・情報提供を行いました。
⑨女性が自分のからだのことを自
分で決める権利を女性の人権とし
て確立するために、人権に配慮し
た意識啓発を推進しました。
⑪人権尊重のためにメディアから
の情報を主体的に読み解く力を育
成するため、男女共同参画の視点
を持って情報を活用することの理
解の啓発に努めました。
⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、外国籍相談事業を充実させま
した。

　ＤＶ防止及び虐待防止に関する
ティッシュを作成し、公共施設や
市が主催する講座で配布し、暴力
の防止に関する啓発を行いまし
た。また、女性が自身の身と心を
守るための護身術講座を開催しま
した。
　「女性のための相談室」を開設
し、夫婦・家族・男女の人間関係
や生活上の悩みをもつ女性に対し
て電話・面談・法律相談を実施
し、解決の一助としました。
　メディア・リテラシー講座を開
催し、情報の取捨選択の必要性に
ついて啓発しました。
　外国籍市民に対して生活相談が
できるように窓口を設置しまし
た。また、各種情報提供ができる
ように情報収集に努めました。
　活動は概ね目標値を達成してい
ますが、外国人相談事業について
は窓口での職員による応対で完結
しており、国際交流協会につなげ
る事例はありませんでした。今後
は、相談目標値の再設定が必要と
思われます。その他の事務事業は
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　若年者への啓発として、デートＤＶ
の冊子を２市１町広域連携事業で作成
に取り組み、文教大学の協力を得て配
布しました。なお、藤沢市、寒川町で
は、紙等の配布が可能だったため、成
人式に新成人に配布しました。１１月
のＤＶ防止週間については、センター
を拠点にティッシュを配布し暴力防止
に関する啓発を行いました。
　女性のための相談室では、電話・面
談相談を行うと共に、関係各課と連携
し情報共有のため情報発信に努めまし
た、
　メディア・リテラシー、情報の取捨
選択の必要性については、秘書広報課
の開催する広報主任者研修において、
男女共同参画に配慮した広報への注意
事項等について、男女共同参画課職員
が講師として説明しました。
　さまざまな困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境整備については、関
係課と連携し、情報提供に努めまし
た。特に、東日本大震災については、
男女共同参画に配慮した防災事例等に
ついて情報発信しました。
　次年度以降も人権が尊重される社会
づくりについては、関係課と協力して
継続的に取り組んでいきます。

　あらゆる暴力をなくすために、
護身術講座やデートＤＶ講座を開
催し、また、広報用ティッシュを
配布し、啓発に務めました。
　相談事業については、「女性の
ための相談室」において、電話相
談・面談相談を実施すると共に、
職員を対象とした研修会を開催
し、関係課と連携して情報共有に
務めました。
　事務事業のなかには実施できな
かったものがありましたが、次年
度以降の実施に向けて内容及び手
法を検討し、継続的に取り組んで
いきます。

男
女
共
同
参
画
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定の場に女性の参
画を増やすために、その実現に向
けた情報発信に努めました。
⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、女性センターを
拠点とした男女共同参画の推進に
向けた活動を支援しました。

　男女共同参画情報紙「いまここ
から」を発行し、公共施設や市が
主催する講座で配布しました。
　市が企画する講座で託児が必要
な場合、登録したスタッフを派遣
することで、未就学児を持つ子育
て中の人が参加しやすくすること
を目的とした託児スタッフ事業を
実施しました。
　活動は概ね目標値を達成してい
ます。事務事業名「新たな分野に
取り組む事業」は、人権担当と連
携し、防災関係の講演会を実施し
ました。事務事業は次年度以降も
継続して取り組んでいきます。

　男女共同参画情報紙「いまここ
から」では、女性の参画に関する
記事を取り上げ、情報発信しまし
た。
　託児については、事業課が積極
的に託児を設定した講座の開催が
増えました。一度は、結婚、出産
を理由に職業をやめた方が多く、
スタッフとして登録しています。
再就職までの過渡期に社会と関わ
り、繋がる事業としても役割を
担っています。
　概ね目標値は達成しています
が、今後、新たな分野での男女共
同参画について、情報を伝えてい
くよう努めていきます。

　庁内の新採用職員を対象に、政
策・方針決定の場における女性の
参画の重要性について、本課職員
が講師として啓発に務めました。
　前年度に引き続き託児スタッフ
事業を実施しました。当該事業の
利用者にとっては子どもを預けて
講座や会議に参加することで社会
参画を実現し、また、託児スタッ
フにとっては市の事業を通して社
会につながるきっかけづくりとす
ることができました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事務事
業に取り組んでいきます。

保
健
福
祉
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
造るために、地域の相談機能の充
実に努めました。

　小出地区及び松浪地区への地域包括支援
センターの増設に合わせて、地域福祉総合
相談室を２箇所増設し、身近な地域で分野
にとらわれない初期相談に応じる総合相談
窓口が９箇所となり、地域住民の利便性の
向上並びに地域福祉の増進に努めました。
　活動は目標値を達成しており、事務事業
は次年度以降も継続して取り組んでいきま
す。

保
健
福
祉
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
人権を尊重する観点から相談事業
を実施していきます。
⑨女性が自分のからだのことを自
分で決める権利を女性の人権とし
て確立するために、女性特有のが
ん検診を実施すると共に人権に配
慮した意識啓発を推進していきま
す。
⑩生涯にわたる健康を支援するた
めに、検診可能世代への積極的な
検診受診勧奨を推進していきま
す。

　市民からの保健・福祉に関する
様々な相談に対応するため、福祉
の有資格者による総合相談を実施
しました。
　女性特有のがん検診（乳房及び
子宮）無料クーポン券事業による
受診率の伸びが期待できました
が、大腸がん検診導入に係る決定
がおくれたことによる実施時期の
ずれ込みにより、子宮がん検診は
22年度の77.3％で、乳がん検診
は88.6％でした。
　日常生活において本人及び家族
の健康管理がスムーズに行うこと
ができるよう相談事業により支援
しました。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、事務事業は次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　保健・福祉に関する様々な相談
に対応することを目的とした福祉
の有資格者による総合相談を実施
し、６２６件の相談を受け付けま
した。
　がん検診は通常の乳がん、子宮
がん検診に加え、がん推進事業と
して乳房がん、子宮がんの無料
クーポン券事業も実施し、その受
診状況は子宮がん検診で23年度の
１１０．８％、22年度の１０２．
５％となり、乳がん検診では23年
度の１０３．７％、22年度の１０
０．８％でした。
　相談事業も継続し、日常生活に
おける本人及び家族の健康管理支
援を実施しました。活動は目標値
を達成しており、事務事業は次年
度以降も継続して取り組んでいき
ます。

　市民からの保健・福祉に関する様々
な相談に対応するため、福祉の有資格
者による総合相談を実施し、４８０件
の相談を受け付けました。
　女性特有のがん検診については、自
己負担のあるがん検診に加え、国の補
助事業を活用して、一定年齢の女性に
乳がん子宮がんの無料クーポン券を送
付しています。乳がんの受診者数は、
平成２４年度に比べ、３５９人増加
し、受診率も１０５．２％となりまし
た。一方、子宮がんについては、１８
5人減少し、９７．１％でした。平成
２４年度は、神奈川県のモデル事業と
して、無料クーポン対象者に対して再
受診勧奨をし受診率が向上してと考え
られます。そのため、平成２６年度
は、２０歳から３９歳までの女性に個
別受診券を送付し受診率向上に取り組
む予定です。
　相談事業は、保健師による随時の相
談と栄養師等による予約相談を実施し
ていますが、生活全般の電話相談で終
了する相談がほとんどとなっていま
す。
　活動は概ね目標値を達成しており、
事務事業は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

15

障
害
福
祉
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、障害者を対象とした就労支援
や相談支援体制を充実させまし
た。また、日中一時支援により障
害者の家族や介護者を対象とした
一時的な休息支援や就労支援を実
施しました。

　障害者を対象とした医療費助成
等の経済的な支援、就労支援、訪
問入浴や移動支援等のサービスを
提供して在宅生活の支援を実施し
ました。また、障害者だけではな
く、日中一時支援により一時的な
休息支援や就労支援も実施しまし
た。
　活動は、概ね目標値を達成して
います。より一層の就労訓練や成
年後見制度の周知を図るととも
に、活動は次年度以降も継続して
取り組んでいきます。

　障害者を対象とした医療費助成
等の経済的な支援、訪問入浴や移
動支援等のサービスを提供して在
宅生活の支援を実施したほか、就
労の場を増やしました。また、障
害者だけではなく、その家族に対
して日中一時支援により一時的な
休息支援や就労支援も実施しまし
た。
　活動は、概ね目標値を達成して
います。今後も、日中一時支援の
拡大などにより障害者支援の充実
に取り組んでいきます。

　障害者を対象とした医療費助成等の
経済的な支援、移動支援等のサービス
を提供して在宅生活の支援を実施しま
した。とくに特別支援学級の増加にと
もない障害児を対象とする日中一時支
援のニーズは高い状況です。
就労支援については、25年4月に障
害者優先調達推進法の施行により、8
月に調達方針を策定するとともに受注
の拡大を図るため「ちがさき丸ごと手
作りカタログ」を26年３月に発行し
ました。
　障害者虐待防止については、１０月
に研修会を開催、12月の障害者週間
に啓発グッズ（シールとぬりえ）を活
用し、周知に努めました。
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高
齢
福
祉
介
護
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、関係機関等との連
携のもと、介護の社会化を促進し
ました。

　地域包括支援センターによる包
括的支援事業の実施により、高齢
者が家庭や地域において自立した
日常生活を営めるよう支援しまし
た。
　家族介護教室等の実施により、
高齢者を介護している家族に対
し、介護方法や介護予防、介護者
の健康づくり等についての知識や
技術の周知を図りました。
　活動は、全て目標値を達成して
おり、次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

  高齢者とその家族が住み慣れた
地域で安心して生活できるよう
に、地域包括支援センターにおい
て総合相談事業等を実施しまし
た。
　７ヶ所の地域包括支援センター
には、福祉総合相談室を併設し、
高齢者のみならず、子ども、障害
者を含む地域住民の相談に対応し
ており、平成２５年１０月には、
２ヶ所増設すると共に、市役所に
基幹型地域包括支援センターを設
置し、その機能の強化に取り組ん
でいきます。

高齢者とその家族が住み慣れた地
域で安心して生活できるように、
地域包括支援センターにおいて総
合相談事業等を実施しました。
　９ヶ所の地域包括支援センター
には、福祉総合相談室を併設し、
高齢者のみならず、子ども、障害
者を含む地域住民の相談に対応し
ています。また、平成２５年１０
月より市役所に基幹型地域包括支
援センターを設置し、地域包括支
援センターの機能の強化に取り組
んでいます。

高
齢
福
祉
介
護
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑩生涯にわたる健康を支援するた
めに、介護予防事業を推進しまし
た。
⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、成年後見制度の普及啓発を図
り、高齢者の権利擁護を推進しま
した。

　高齢者の心身の機能低下を防止
し、要支援・要介護状態とならな
いようにするために、介護予防事
業（すこやか支援プログラム、は
つらつ健康プログラム）を実施す
るほか、各種教室を開催しまし
た。特に「転倒予防教室」は誰も
が参加しやすい取り組みとして、
高い評価を得ました。
　平成２０年度より市民提案型協
働推進事業としてスタートした成
年後見支援センターを委託事業と
して継続し、成年後見制度の利用
促進を図るとともに、権利擁護に
関わる関係機関等のネットワーク
づくりを推進しました。
　活動は、全て目標値を達成して
おり、次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　元気な高齢者に対して、老人ク
ラブ・シルバー人材センター・
フィットネスクラブ等の関係機関
と連携して、高齢者の体力やニー
ズに応じた教室を開催し、介護予
防・健康づくりに取り組みまし
た。
　また、平成２４年度から、看護
師やケアマネジャー等の資格を持
つ専門の相談員が２４時間３６５
日、介護、健康、医療等に関する
電話相談に対応する「高齢者安心
電話事業」を開始し、困難を抱え
る人々が安心して暮らせる環境を
整備しました。
　活動は、全て目標値を達成して
おり、引き続き継続して取り組ん
でいきます。

　平成２４年度に引き続き、元気
な高齢者に対して、老人クラブ・
シルバー人材センター・フィット
ネスクラブ等の関係機関と連携し
て、高齢者の体力やニーズに応じ
た教室を開催し、介護予防・健康
づくりに取り組みました。
　また、看護師やケアマネジャー
等の資格を持つ専門の相談員が２
４時間３６５日、介護、健康、医
療等に関する電話相談に対応する
「高齢者安心電話事業」を実施
し、困難を抱える人々が安心して
暮らせる環境を整えています。
　活動は、全て目標値を達成して
おり、男女平等・男女共同参画の
視点を取り入れながら引き続き継
続して取り組んでいきます。

子
育
て
支
援
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、乳幼児を育てる親
が悩み孤立することのないよう、
情報提供や相談業務を行うととも
に、仕事などで一時的に子どもを
預けたい時のためのサービスを提
供しました。

　子育てに関する情報を幅広くま
とめた子育てガイドブック改訂版
を予定どおり期限内に２０，００
０部を作成し、子育て家庭の利便
性を図ることができました。
　子育て短期支援事業において
は、一時的に家庭での児童の養育
が困難な場合に、白十字林間学校
で養育を行い、保護者の負担を軽
減することができました。利用者
は前年より増加しました。
　子育て支援センターでは育児相
談及び子育て交流の場の提供等を
行った結果、ほぼ目標通りの利用
者がありました。
　ファミリーサポートセンター事
業においては、相互援助活動によ
り、余裕をもって子育てができる
よう育児支援を行った結果、会員
数が増加し活動件数も目標を大幅
に上回ることができました。
　子育てガイドブックについては
隔年の事業となりますが、その他
の事務事業については次年度以降
も継続して取り組んでいきます。

　子育て短期支援事業において
は、一時的に家庭での児童の養育
が困難な場合に、白十字会林間学
校で養育を行い、保護者の負担を
軽減することができました。利用
者は前年よりショートステイは増
加、トワイライトステイは微減し
ました。
　子育て支援センターでは育児相
談及び子育て交流の場の提供等を
行った結果、利用者は前年より増
加しました。
　ファミリーサポートセンター事
業においては、相互援助活動によ
り、余裕をもって子育てができる
よう育児支援を行った結果、会員
数が増加しました。
　子育てガイドブックについては
25年度の事業となりますが、その
他の事務事業については次年度以
降も継続して取り組んでいきま
す。

　子育てに関する情報を幅広くま
とめた子育てガイドブック改訂版
を予定どおり期限内に２０，００
０部を作成し、子育て家庭の利便
性を図ることができました。
　子育て短期支援事業において
は、一時的に家庭での児童の養育
が困難な場合に、白十字会林間学
校で養育を行い、保護者の負担を
軽減することができました。利用
者は前年よりショートステイは増
加、トワイライトステイは微減し
ました。
　子育て支援センターでは育児相
談及び子育て交流の場の提供等を
引き続き行い、ほぼ目標どおりの
利用者がありました。
　ファミリーサポートセンター事
業においては、相互援助活動によ
り、余裕をもって子育てができる
よう育児支援を行った結果、会員
数が増加し活動件数も増加しまし
たが、目標値には達しませんでし
た。
　子育てガイドブックについては
隔年の事業となりますが、その他
の事務事業については次年度以降
も継続して取り組んでいきます。

子
育
て
支
援
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、ひとり親家庭等への経済的支
援を中心としたサービスを提供し
ました。

　母子父子家庭等親子ふれあい事
業においては、東日本大震災の影
響で規模を縮小せざるを得ません
でしが、資格取得を促進する母子
家庭高等技能訓練促進費事業や職
業能力の開発を推進する母子家庭
自立支援教育訓練給付金事業、ま
た、家庭生活支援員の派遣を行う
母子家庭等日常生活支援事業につ
いては、利用者が目標値を上回る
ことができました。
　ひとり親家庭等医療費助成事業
については、医療証の交付件数が
増加するとともに、目標値を大き
く上回る利用があり、ひとり親家
庭等の福祉の推進を図ることがで
きました。
　事務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　母子父子家庭等親子ふれあい事
業、資格取得を促進する母子家庭
高等技能訓練促進費事業や職業能
力の開発を推進する母子家庭自立
支援教育訓練給付金事業、また、
家庭生活支援員の派遣を行う母子
家庭等日常生活支援事業について
は、利用者が目標値を上回ること
ができました。
　ひとり親家庭等医療費助成事業
については、医療証の交付件数は
微増ですが、今年も目標値を大き
く上回る利用があり、ひとり親家
庭等の福祉の推進を図ることがで
きました。
　事務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　母子父子家庭親子ふれあい事業
は目標どおり事業を行うことがで
きました。資格取得を促進する母
子家庭等高等技能訓練促進費事業
や職業能力の開発を推進する母子
家庭等自立支援教育訓練給付金事
業、また、家庭生活支援員の派遣
を行う母子家庭等日常生活支援事
業については、目標値は下回りま
したが、昨年、一昨年と同程度の
事業を行うことができました。
　ひとり親家庭等医療費助成事業
については、医療証の交付件数は
微減ですが、支払件数は昨年より
増加しており、ひとり親家庭等の
福祉の推進を図ることができまし
た。
　事務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。
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№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２３年度評価 平成２４年度評価 平成２５年度評価

こ
ど
も
育
成
相
談
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、関係機関と連携を
強め、母子保健事業や育児支援家
庭訪問事業等において子育てに関
する教育、相談等の支援を行いま
した。
⑥男性の家庭生活や地域生活への
参画をすすめるために、男性も積
極的に育児、家事等に関われるよ
う様々な事業を推進しました。

　母親教室、働くママの子育て教
室等において効率的効果的に子育
てできるような工夫やサービスを
紹介しました。また、ファミリー
サポートセンターや保育課等との
連携を強化し、子育て情報を各教
室等で紹介しました。
　育児支援家庭訪問事業について
は、活動は目標値を達成していな
いものの、養育支援が必要な家庭
に対し適切な支援を実施しまし
た。
　父親教室や夫婦版マタニティ
クッキング、にこにこ子育て教室
等において男性の役割等について
講義し、また、男性も積極的に育
児、家事等に関われるよう沐浴、
おむつ交換、調理等の実習を行い
ました。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　働くママの子育て教室及び夫婦版マタ
ニティクッキングの実施回数を増やし、
参加しやすいようにしました。母親教
室、働くママの子育て教室等において効
率的効果的に子育てできるような工夫や
サービスを紹介しました。また、ファミ
リーサポートセンターや保育課等との連
携を強化し、子育て情報を各教室等で紹
介しました。
　育児支援家庭訪問事業については、活
動は目標値を達成していないものの、養
育支援が必要な家庭に対し適切な支援を
実施しました。
　父親教室や夫婦版マタニティクッキン
グ、にこにこ子育て教室等において男性
の役割等について講義し、また、男性も
積極的に育児、家事等に関われるよう沐
浴、おむつ交換、調理等の実習を行いま
した。
　活動は概ね目標値を達成しており、次
年度以降も継続して取り組んでいきま
す。

　土曜日に、働くママの子育て教室及び
夫婦版マタニティクッキングを開催し、
働いている妊婦さんも参加しやすい環境
を整えています。母親教室、働くママの
子育て教室等において効率的効果的に子
育てできるような工夫やサービスを紹介
しました。また、ファミリーサポートセ
ンターや保育課等と連携し、保育園や
ファミリーサポート等、働く母親にとっ
て気になる子育て情報を各教室等で紹介
しました。
　育児支援家庭訪問事業については、活
動は目標値を達成していないものの、養
育支援が必要な家庭に対し適切な支援を
実施しました。
　父親教室や夫婦版マタニティクッキン
グ、にこにこ子育て教室等において男性
の役割等について講義し、また、男性も
積極的に育児、家事等に関われるよう沐
浴、おむつ交換、調理等の実習を行いま
した。
　活動は概ね目標値を達成しており、次
年度以降も継続して取り組んでいきま
す。

こ
ど
も
育
成
相
談
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
関係機関と連携を図り、家庭児童
福祉の向上のため、家庭児童相談
員による児童相談指導を行いまし
た。
⑨女性が自分のからだのことを自
分で決める権利を女性の人権とし
て確立するために、男女双方の体
の仕組みをお互いが理解し尊重で
きるように思春期保健教育を行い
ました。
⑩生涯にわたる健康を支援するた
めに、各種健康診査や相談事業を
展開しました。

　家庭児童相談業務については、
目標どおりの活動が達成され、適
正な児童相談指導が実施されまし
た。
　思春期わくわく体験講座や依頼
による思春期保健教育を小学校等
で実施し、児童やその保護者に思
春期の特徴や、いのちの大切さ等
の教育を行いました。
　乳幼児や、妊婦健康診査費用の
助成を行い、また、乳幼児健康診
査や節目の時期に各健康相談を実
施し、母親の健康や子どもの健康
について確認する機会を提供しま
した。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　家庭児童相談業務については、目標
どおりの活動が達成され、適正な児童
相談指導が実施されました。
　思春期わくわく体験講座について
は、未実施の小学校１校で実施しまし
た。各地域で実施している健康相談を
１か月に１回から２か月に１回に変更
し、よりきめ細やかな支援を必要とす
る対象者に対して予約制の健康相談を
新たに月１回開始しました。
　思春期わくわく体験講座や依頼によ
る思春期保健教育を小学校等で実施
し、児童やその保護者に思春期の特徴
や、いのちの大切さ等の教育を行いま
した。
　乳幼児や、妊婦健康診査費用の助成
を行い、また、乳幼児健康診査や節目
の時期に各健康相談を実施し、母親の
健康や子どもの健康について確認する
機会を提供しました。
　活動は全て目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んでいき
ます。

　家庭児童相談業務については、目標
どおりの活動が達成され、適正な児童
相談指導が実施されました。
　思春期わくわく体験講座について
は、未実施の小学校１校で実施しまし
た。各地域で実施している健康相談を
１か月に１回から２か月に１回に変更
し、よりきめ細やかな支援を必要とす
る対象者に対して予約制の健康相談を
新たに月１回開始しました。
　思春期わくわく体験講座や依頼によ
る思春期保健教育を小学校等で実施
し、児童やその保護者に思春期の特徴
や、いのちの大切さ等の教育を行いま
した。
　乳幼児や、妊婦健康診査費用の助成
を行い、また、乳幼児健康診査や節目
の時期に各健康相談を実施し、母親の
健康や子どもの健康について確認する
機会を提供しました。
　活動は全て目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んでいき
ます。

19

保
育
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるため
に、保育園の施設整備を推進しま
した。

　民間保育園が２カ所開園、1カ
所定員増を伴う増改築を行い、目
標値として設定した２３年度の定
員数を達成しました。
　活動は概ね目標値を達成してい
るが、特定保育及び一時預かりに
ついては、次年度で達成できるよ
う、事務事業は継続して取り組ん
でいきます。

公設民営保育園1園新設(120人
増)、民間保育園1園新設・1園増
築(82人増)を実施し、目標値とし
て設定した２４年度の入園児童数
を達成しました。
　２４年度は、すべて事業におい
て、設定した目標値を達成するこ
とができました。次年度も引き続
き目標を達成できるよう、継続し
て取り組んでいきます。
　なお、放課後児童健全育成事業
については、毎年、入所児童数が
一年間で百名以上も変動します。
今年度より４月１日現在の入所児
童数を実績値としました。
　また、待機児童解消のための保
育園整備拡充については、目標値
を茅ヶ崎市次世代育成支援対策行
動計画の上方修正した目標値、及
び茅ヶ崎市第2次実施計画の目標
値に合わせることとし、実績値を
当該年度の翌年度初日を基準日と
するとともに、数値を定員数から
入園児童数へ見直しを行いまし
た。

　民間保育園2園新設（162人
増）、1園増改築（10人増）を実
施し、目標値として設定した25年
度の入園児童数を達成しました。
　また、26年度の開園に向けて民
間保育園4園新設（300人増）を
進め、働きやすい環境づくりに継
続して取り組んでいきます。

道
路
管
理
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、道路照明灯や道路
反射鏡の整備を行いました。

　道路照明灯は１４灯、道路反射
鏡は４８面の整備を行い、歩行者
や車両の安全を確保しました。
　活動は、概ね目標値を達成して
いますが、道路照明灯の点検につ
いては、目標値の再設定が必要と
思われます。事務事業は次年度以
降も継続して取り組んでいきま
す。

　道路照明灯は１５灯、道路反射
鏡は４１面の整備を行い、歩行者
や車両の安全を確保しました。
　活動は、概ね目標値を達成して
いますが、道路照明灯の点検につ
いては、目標値の再設定が必要と
思われます。事務事業は次年度以
降も継続して取り組んでいきま
す。

　道路照明灯は１２灯、道路反射
鏡は５３面の整備を行い、歩行者
や車両の安全を確保しました。
　活動は、概ね目標値を達成して
いますが、道路照明灯の点検につ
いては、目標値の再設定が必要と
思われます。事務事業は次年度以
降も継続して取り組んでいきま
す。

道
路
管
理
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、道路空間のユニバーサルデザ
イン化を目指しました。

　歩道段差改良工事は、２１箇所
（その他、平成２２年度繰越分と
して８箇所）の整備を行い、市道
０１０７号線については、８２．
８mの整備を行いました。
　活動は、概ね目標値を達成して
いますが、市道０１０７号線の整
備については平成２３年度未達成
分を含め、次年度以降も継続して
取り組んでいきます。

　歩道段差改良工事は、２３箇所
の整備を行い、市道０１０７号線
については、平成２３年度未達成
分１０１．２ｍを含め、２４６．
２mの整備を行いました。
　活動は、概ね目標値を達成して
います。市道０１０７号線の整備
については、第二次実施計画平成
２５年度で完了に向けて取り組ん
でいきます。

歩道段差改良工事は、４５箇所の
整備を行い、市道０１０７号線に
ついては、２００mの整備を行い
ました。
　活動は、概ね目標値を達成して
います。市道０１０７号線の整備
については、平成２５年度で完了
しました。

18
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21

公
園
緑
地
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、市民の森ワーキ
ング事業への女性の積極的な参加
を促進しました。

　参加者数のべ６４人のうち、女
性参加者の割合は３７．０％で去
年の３３．０％から４．０％増加
しました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　参加者数のべ55人のうち、女性
参加者の割合は３6．０％であ
り、活動目標値を達成しておりま
す。
　次年度以降も継続して取り組ん
でいきます。

　参加者数のべ43人のうち、女性
参加者は14人、３２．５％と目標
値に達成しませんでした。秋のツ
リーフェスタが雨天により中止さ
れたことが大きな要因となりま
す。
　ワーキングメンバー以外の青少
年課の事業「冒険遊び場」のメン
バー（女性）の出席があるなど、
他との連携により今までと違う女
性の活動を得ています。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事務事
業に取り組んでいきます。

22

救
命
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭地域における男女共同参画を推
進するために、救命講習会を開催
しました。

　救急車が到着するまでの間に市
民が救命処置や応急手当ができる
ようになることを目標に、救命講
習会を開催しました。
　受講者数は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

22

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定の場に女性の参
画を増やすために、様々な分野に
おけるポジティブ・アクションを
推進しました。
⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、自治会、学校区
等、身近な生活圏である地域にお
いて、協働による男女共同参画を
推進しました。

　選挙管理委員及び補充員、投票
立会人においては、積極的に女性
を登用し目標値を上回りました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　選挙管理委員及び補充員、投票
立会人においては、積極的に女性
を登用し目標値を上回りました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　選挙管理委員及び補充員、投票
立会人においては、積極的に女性
を登用し目標値を上回りました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

23

学
務
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定の場に女性の参
画を増やすために、女性教職員の
管理職への登用を検討しました。

　性別に偏らない、政策、意思決
定の場を実現するため、女性教職
員の管理職への登用を検討しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　性別に偏らない、政策、意思決
定の場を実現するため、女性教職
員の管理職への登用を検討し、活
動は目標値を達成しました。次年
度からは、より実効性が分かる指
標へと改め、取り組んでいきま
す。

　女性教職員１７名を管理職へ登
用しましたが、目標値である３
０％には至りませんでした。管理
職の教職員については、県教育委
員会による教頭候補者選考試験合
格者から登用することとなってお
り、今後も女性教職員による同試
験の受験及び管理職への登用を進
めていきます。

学
校
教
育
指
導
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会を増
やすために、地域と連携し、地域
の協力の指導協力者による学校支
援を通して学習機会の充実を図り
ました。また、学校教育が適正か
つ円滑に行えるよう支援するため
に、指導主事が各学校を訪問し指
導助言を行い学校支援に努めまし
た。人権教育を充実させるため
に、人権教育講座を開催し、人権
教育指導者としての資質と指導力
の向上を図りました。

　小・中学校３２校に指導協力者
を計４４８回派遣し、地域の教育
資源を生かし、各教科や総合的な
学習の時間において、体験を重視
した学習を行い、児童・生徒の学
びの質の向上を図り、学習の機会
を充実させることができました。
　指導主事が合計８５０回以上の
学校訪問を通して、各学校の教育
的課題を把握し、各校のニーズに
応じた指導・助言を行いました。
　市立公立学校教員を対象に人権
教育講座を開催し、ワークショッ
プ「育てよう人権感覚」を行い、
参加体験型学習・グループでの意
見交換を通して、授業で生かせる
人権教育について研修しました。
　活動は概ね目標値を達成してい
ますが、人権教育講座について
は、実施回数が増やせるよう取り
組んでいきます。

　母子父子家庭等親子ふれあい事
業、資格取得を促進する母子家庭
高等技能訓練促進費事業や職業能
力の開発を推進する母子家庭自立
支援教育訓練給付金事業、また、
家庭生活支援員の派遣を行う母子
家庭等日常生活支援事業について
は、利用者が目標値を上回ること
ができました。
　ひとり親家庭等医療費助成事業
については、医療証の交付件数は
微増ですが、今年も目標値を大き
く上回る利用があり、ひとり親家
庭等の福祉の推進を図ることがで
きました。
　事務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　小・中学校３２校にのべ４４８
回にわたり、地域の指導協力者を
派遣し、体験を重視した多様な学
習活動を行うことで、学びの質の
向上を図りました。
　また、指導主事がのべ１，００
５回にわたり、学校訪問を行い、
子どもへの適切な関わり方等につ
いて、指導・助言を行いました。
　人権教育においては、前期に
ワークショップ等を通して、相互
理解を深めるコミュニケーション
の在り方についての研修を市内
小・中学校の教職員を対象に行い
ました。後期は、豊かな人権感覚
を育むための研修を行いました。
活動は目標値を達成しましたが、
各学校において、参加した教員が
研修内容を啓蒙していくことが今
後の課題です。

学
校
教
育
指
導
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、特別支援教育の充実を図り、
特別支援学級担当職員の研修会を
実施し、教職員の資質向上に努め
ました。

　特別支援学級担当者会を行い、
専門福祉司の講演や特別支援につ
いての学習会、情報交換等、充実
した内容の研修会となりました。
　活動は目標値を達成しました。
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　特別支援学級担当者会の中で、
茅ヶ崎養護学校の巡回教育相談担
当者を講師に招いての学習会や児
童発達支援センター施設長を招い
ての講演会を行うとともに、各校
の情報交換を行う等、充実した内
容の研修会を行うことによって子
どもたち一人一人のニーズに応じ
た教育の推進に資することができ
ました。
　活動は目標値を達成しました。
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　特別支援学級担当者会を開催
し、各校の子どもたちや職員の実
態等について情報交換し、課題の
共有を図りました。
　また、特別支援教育に係る有識
者を講師に招いて講演会を開催し
ました。参加者が自身の課題解決
の糸口を見つけることができ、充
実した講演会となりました。
　活動は目標値を達成しました。
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

25

社
会
教
育
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑥男性の家庭生活や地域生活への
参画を進めるために、情報が与え
る影響について理解を深めるとと
もに、参加相互の情報共有を図り
ました。

　子育てに関する情報提供の一つ
として、メディアとのつきあい方
について学習しました。しかしな
がら、男性の参加がなかったた
め、目的や条件設定の見直しが必
要です。

自分らしく生きることの大切さ
を、家族や固定的性別役割分業、
ジェンダーを3回の講座で学び、
仕事と家庭の両立に向けた意識啓
発ができました。また、地域へ踏
み出す一歩として、人と人との関
係性を作る手段としてのユーモア
の効用についての講座では、男性
の参加が多くありました。

①「おやこDEひなんじょ体験」で
は、子どもを含め２２人が参加
（女性１１人、男性１１人）、②
「会社のひとから社会のひとへ」
では延べ４６人（女性１６人、男
性３０人）の参加がありました。
ともに現代的課題で実施できまし
たが、②の講座では学生の参加も
予定しましたが実際は応募があり
ませんでした。今後若者の参加に
ついての課題もあり、周知方法の
検討が必要です。「放射線ってな
に？」の講座は参加者が集まらな
く実施できませんでした。

24
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小
和
田
公
民
館

１　男女平
等の意識づ
くり

③平和の尊さを啓発する事業と国
際連携及び協力を推進するため
に、市内在住の外国人を講師に、
その国の文化にふれ、交流をはか
ることを目的とする事業を１つ計
画しました。

　「音楽で気軽に国際交流 ～豊か
な大地ロシアの音楽にふれて～」
を開催し、異文化にふれ交流する
機会を提供し、目標を達成するこ
とができました。

　平成２４年度においては、他の
事業との兼ね合いもあり実施しな
かったが、平成２５年度において
は実施予定です。

　茅ヶ崎市在住の中米の国ホン
ジュラスの方を講師に招き、１回
目は小学生とその保護者を対象に
国や文化についてのお話と郷土料
理の調理と試食、２回目は、一般
を対象に国の特産物であるコー
ヒー豆にまつわる話を伺い、中米
の国ホンジュラスに対する理解を
深めることができました。

小
和
田
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、子育て支援講座を
乳幼児、小学生、中学生に分け、
それぞれの保護者を対象に３事業
を計画しました。

　子育て支援講座を乳幼児編、小
学生編、中学生編に分け、それぞ
れの保護者を対象に開催し、各世
代の子育てのニーズに対応するこ
とができました。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　子どもらしさの発見と小学校で
の育ちについての講演会を開催
し、多くの参加者があった。青少
年育成推進協議会及びＰＴＡとの
共催で次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　ちびっこ広場では未就園児とそ
の保護者にふれあいと仲間づくり
の場を提供できました。また、家
庭教育の支援に関する事業では生
きていくうえで困難な局面を乗り
切るために自分で考え、選んでゆ
く力を養ってゆくにはどのように
すればよいのか、また、小学校期
に抱える心の問題や中学校に進ん
だ時に感じる環境の変化について
教育者としての経験から話を伺
い、子育て支援の一環としまし
た。
　青少年育成推進協議会及びＰＴ
Ａとの共催で次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

鶴
嶺
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、子育て支援講座や
介護に関する講座を実施しまし
た。

　「つるみね子育て講座」は参加
人数及び実施回数は目標値を超え
ましたが、「カルガモ～子育ての
広場～」と「疲れない介護」につ
いては参加者数が目標値を下回り
ました。講座保育ボランティアに
ついては２回実施して目標値を上
回り、未就学児を持つ子育て中の
人が参加しやすくしました。
　事務事業名「新たな分野に取り
組む事業」は実施することができ
ませんでした.
　つるみね子育て講座等で託児が
必要な場合、保育を実施し、未就
学児を持つ子育て中の人が参加し
やすくしました。
  事務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　「疲れない介護」と子育ての広
場「カルガモ」は参加人数が目標
値を下回りましたが、カルガモは
６月・７月の猛暑で外出を控えた
のが原因として考えられます。
　つるみね子育て講座は、実施回
数と参加人数は目標値を上回りま
した。
　講座保育ボランティアは実施回
数と利用人数、昨年実績も上回り
ました。保育を実施し、未就学児
を持つ子育て中の人がさらに講座
へ参加しやすくなりました。

　「子育ての広場カルガモ」、
「つるみね子育て講座」で実施回
数は目標どおり実施しましたが参
加者数は目標値を下回りました。
「疲れない介護」と「しなやかに
生きるための女性講座」は実施し
ませんでした。
　各講座の実施時に保育ボラン
ティアを配置し、未就学児を持つ
子育て中の人が参加しやすい環境
を整えました。

鶴
嶺
公
民
館

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備する一助
として、学習機会の提供を予定し
ていました。

　事務事業全体を見直した結果、
当該事業は実施しませんでした。
　次年度以降は、事務事業全体の
バランスを勘案して事業を検討し
ていきます。

28

松
林
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育てが、しやすい環境をつく
るために、子育て中の親に学習機
会の提供のため講座一時保育を実
施しました。
⑥男性の家庭生活や地域生活への
参画をすすめるために、日頃公民
館を利用しない男性に、公民館事
業を理解してもらい、地域参加へ
のきっかけをつくり、家庭参加の
機会として実施しました。

　男性料理教室を１０月と３月の
２回実施し、男性の家庭参加や地
域とのふれあいの機会を提供する
ことができ、目標を達成すること
ができました。
　子育て講座等に保育をつけて子
育て中の親に学習機会を提供し、
目標を達成することができまし
た。
　活動は全て目標を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　子育て講座等に保育をつけて子
育て中の親に学習機会を提供し、
目標達成することができました。
　男性料理教室については、開催
回数が、目標値を下回ってしまい
ましたが、次年度以降も事業内容
等を精査し継続して取り組んでい
きます。

　家庭教育支援関連事業について
は、各事業とも講師、ボランティ
アの協力により、学習やコミュニ
ケーションの場として機能したと
考えます。次年度以降について
は、父親向け事業の内容検討をさ
らに深めていきます。
　社会的要請課題をテーマとした
事業についても、目標の２事業を
実施することができ、次年度に向
けても、事業内容を精査し、継続
して取り組んでいきます。

29

南
湖
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、親子で気軽に参加
できるフリースペースの開設や家
庭教育についての講座、子育て中
の親を支えるボランティア活動の
場を提供しました。

　わらべうたと絵本で遊ぼうで
は、わらべうたや絵本をとおし
て、親と子どものコミュニケー
ションを取り子どもの健やかな成
長を育む講座を開催しました。
　絵本とお話の時間では、親子、
友だちと時間を共有し、子どもの
心や言葉が健全に育つ講座を開催
しました。
　ひだまりでは、子どもと保護者
がゆったりとした時間をすごす空
間をつくり、子育て支援を目的と
する講座を開催しました。
　活動は全て目標を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　わらべうたと絵本で遊ぼうで
は、わらべうたや絵本をとおし
て、親と子どものコミュニケー
ションを取り子どもの健やかな成
長を育む講座を開催しました。
　絵本とお話の時間では、親子、
友だちと時間を共有し、子どもの
心や言葉が健全に育つ講座を開催
しました。
　ひだまりでは、子どもと保護者
がゆったりとした時間をすごす空
間をつくり、子育て支援を目的と
する講座を開催しました。
　活動は全て目標を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　わらべうたと絵本で遊ぼうで
は、わらべうたや絵本をとおし
て、親と子どものコミュニケー
ションを取り子どもの健やかな成
長を育む講座を開催しました。
　絵本とお話の時間では、親子、
友だちと時間を共有し、子どもの
心や言葉が健全に育つ講座を開催
しました。
　ひだまりでは、子どもと保護者
がゆったりとした時間をすごす空
間をつくり、子育て支援を目的と
する講座を開催しました。
　活動は全て目標を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

26

27



№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２３年度評価 平成２４年度評価 平成２５年度評価

南
湖
公
民
館

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑩生涯にわたる健康を支援するた
めに、健康講座・健康相談事業を
推進しました。
⑫様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備するため
に、環境、平和、情報化などの社
会や地域の現況を見据えた事業を
定期的に開催しました。

　健康講座では、現代日本人の抱
える、心と体の健康に関する諸問
題を1年間を通して学習しまし
た。
　家庭教育支援講座では、次世代
育成を主眼として親の役割や子育
てに必要なことを学ぶ講座を開催
しました。
　現代的・地域的課題講座では、
様々な切り口で現代・地域課題に
ついて考える講座を開催しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　健康講座では、現代日本人の抱
える、心と体の健康に関する諸問
題を学習しました。
　家庭教育支援講座では、次世代
育成を主眼として親の役割や子育
てに必要なことを学ぶ講座を開催
しました。
　現代的・地域的課題講座では、
様々な切り口で現代・地域課題に
ついて考える講座を開催しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　健康講座では、現代日本人の抱
える、心と体の健康に関する諸問
題を学習しました。
　家庭教育支援講座では、次世代
育成を主眼として親の役割や子育
てに必要なことを学ぶ講座を開催
しました。
　現代的・地域的課題講座では、
様々な切り口で現代・地域課題に
ついて考える講座を開催しまし
た。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

南
湖
公
民
館

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参画を
推進するために、子育て中の親を
支えるボランティア活動の場を提
供しました。

　講座保育ボランティア事業で
は、公民館の講座に子育て中の親
が参加しやすいよう、講座保育制
度を設け、その保育のボランティ
ア登録に取り組みました。
　事務事業は、次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　講座保育ボランティア事業で
は、公民館の講座に子育て中の親
が参加しやすいよう、講座保育制
度を設け、その保育のボランティ
ア登録に取り組みました。
　事務事業は、次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　講座保育ボランティア事業で
は、公民館の講座に子育て中の親
が参加しやすいよう、講座保育制
度を設け、その保育のボランティ
ア登録に取り組みました。
　事務事業は、次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

香
川
公
民
館

１　男女平
等の意識づ
くり

③平和の尊さを啓発する事業と国
際連携及び協力を推進するため
に、国際理解・異文化理解を深め
る機会を充実しました。

　「ナマステ（こんにちは）ネ
パールの講座を開催し、国際理
解・国際協力の輪を広げました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　講座「シルクロードのオアシス
国家・ウズベキスタン」を開催
し、国際理解の輪を広げました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

  講座「ペルー人から見た日本の
生活」を開催し、自国を理解する
とともに国際理解の輪を広げまし
た。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

香
川
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、家庭教育支援事業
を充実しました。

　乳幼児を持つ親に憩いの場とし
て「かめさんのおうち」を開催
し、参加者相互の交流の場、子育
てに関する情報の提供をしまし
た。また、その保育相談者の研修
会も開催しました。この事業は参
加者も多く、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　乳幼児を持つ親に憩いの場とし
て「かめさんのおうち」を開催
し、参加者相互の交流の場、子育
てに関する情報の提供をしまし
た。また、その保育相談者の研修
会も開催しました。この事業は参
加者も多く、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　乳幼児を持つ親に憩いの場とし
て「かめさんのおうち」を開催
し、参加者相互の交流の場、子育
てに関する情報の提供をしまし
た。また、その保育相談者の研修
会も開催しました。
　この事業は参加者も多く、次年
度以降も継続して取り組んでいき
ます。

31

青
少
年
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすために、
特に青少年においては「子どもの
安全を守る都市宣言」に基づき、
その理念の具現化に向け、子ども
の安全を守るキャンペーンなどの
啓発活動を充実するとともに、イ
ンターネット上の青少年に対する
有害情報の監視事業を実施しまし
た。

　青少年関係団体の協力、および
防災無線・市広報紙等による呼び
かけ、更には市職員による見守り
活動などにより、全市的な子ども
の安全を守る取り組みを実施しま
した。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　青少年関係団体の協力、および
防災無線・市広報紙等による呼び
かけ、更には市職員による見守り
活動などにより、全市的な子ども
の安全を守る取り組みを実施しま
した。
　活動は全て目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　青少年関係団体の協力、および
防災無線・市広報紙等による呼び
かけ、更には市職員による見守り
活動などにより、全市的な子ども
の安全を守る取り組みを実施しま
した。
　活動は概ね目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

32

図
書
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環境を
つくるために、親子の憩いの場や
交流づくりを目的に読み聞かせ講
習会やおはなし会を行いました。

　読書に親しむ基礎となる読み聞
かせの基礎的技術を学ぶため、読
み聞かせ講習会を開催しました。
また、おはなし会を定期的に開催
し、絵本の読み聞かせや手遊び等
を行いました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　読書に親しむ基礎となる読み聞
かせの基礎的技術を学ぶため、読
み聞かせ講習会を開催しました。
また、おはなし会を定期的に開催
したほか、図書館以外の場所へも
出向いて読み聞かせ等を行いまし
た。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

　継続的に実施している読み聞か
せ講習会に加えて、乳幼児期にお
ける家庭での読み聞かせについて
の講演会を実施しました。また、
おはなし会を定期的に開催したほ
か、子育て支援センターなどにも
出向いて読み聞かせを行いまし
た。香川分館でも本館に続き乳幼
児向けのおはなし会を隔月で開催
しました。
　活動は目標値を達成しており、
次年度以降も継続的に取り組んで
いきます。

33

教
育
セ
ン
タ
ー

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育てに関する情報を提供する
ために、講座・講演会を開催しま
した。

　講座・講演会では、より多くの
方に参加いただけるよう、広報に
努めました。
　講座・講演会参加者数は、大雪
のため講座が１回中止となったも
のの目標値を概ね達成しており、
次年度以降も継続して取り組んで
いきます。

30

29



Ⅳ　資料

ちがさき男女共同参画推進プラン後期事業計画　事務事業一覧

1 階層別研修 職員課 22

2 生涯学習の機会の提供 文化生涯学習課 22

3 生涯学習の機会の提供 文化生涯学習課 22

4 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 22

5 ふれあい教育推進事業 学校教育指導課 22

6 学校訪問（計画・要請・機会訪問） 学校教育指導課 22

7 人権教育講座 学校教育指導課 22

8 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 24

9 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 24

10 平和啓発事業 男女共同参画課 24

11 「平和について」ポスター・作文コンテスト事業 男女共同参画課 24

12 ピーストレイン平和大使広島派遣事業 男女共同参画課 24

13 国際交流関係事業 男女共同参画課 24

本年
度対
象外

茅ヶ崎市外国語版便利帳改訂版作成事業
※後期事業計画から追加

男女共同参画課 24

14
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「一般学習事業」から変更

小和田公民館 24

15
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「国際・異文化理解事業」か
ら変更

香川公民館 26

16 時間外勤務削減に向けてのノー残業デーの実施 職員課 26

17 総合評価落札方式 契約検査課 26

18 ちがさきしごと相談デー 雇用労働課 26

19 ちがさき就職サポートコーナー 雇用労働課 26

20 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 26

21 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 26

22 待機児童解消のための保育園整備拡充 保育課 26

23 放課後児童健全育成事業 保育課 26

基本
目標

目標 № 事務事業名 担当課名 頁

１
　
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

１　男女平等について学ぶ機会を増や
す

２　「男は仕事、女は家庭」という固
定的性別役割意識をなくす

３　平和の尊さを啓発する事業と国際
連携及び協力を推進する

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

４　働きやすい環境をつくる



24 家庭的保育事業 保育課 26

25 休日等保育事業 保育課 28

26 延長保育事業 保育課 28

27 特定保育事業 保育課 28

28 一時預かり事業 保育課 28

29 病後児保育事業 保育課 28

30 産休明け保育事業 保育課 28

31 地域包括支援センター運営事務 高齢福祉介護課 28

32
地域福祉総合相談室運営事業
※後期事業計画から追加

子育て支援課 28

33 子育て支援の推進事業 子育て支援課 28

34
子育てポータルサイト事業
※後期事業計画から追加

子育て支援課 28

35 子育て短期支援事業 子育て支援課 30

36 子育て支援センター事業 子育て支援課 30

37 ファミリーサポートセンター事業 子育て支援課 30

38 母子保健指導事業 こども育成相談課 30

39 子育て教室事業 こども育成相談課 30

40 育児支援家庭訪問事業 こども育成相談課 30

41 療育相談事業 こども育成相談課 30

42 道路安全施設設置事業 道路管理課 30

43
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「親子ふれあい事業」から変
更

小和田公民館 30

44
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変更

小和田公民館 30

45 講座保育ボランティア 鶴嶺公民館 30

46
子ども事業
※後期事業計画より「子育ての広場」から変更

鶴嶺公民館 30

47
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「つるみね幼児子育て講座」
から変更

鶴嶺公民館 30

48
疲れない介護
※前期事業計画で終了

鶴嶺公民館 32

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

４　働きやすい環境をつくる

５　子育て、介護がしやすい環境をつ
くる

担当課名
基本
目標

目標 № 事務事業名 頁



49
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変更

松林公民館 32

－
子育て支援事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変
更、№４９と統合

松林公民館 32

－
子育て支援事業
※前期事業計画で終了

松林公民館 32

－
子育て支援事業
※前期事業計画で終了

松林公民館 32

50
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「一般学習事業」から変更

松林公民館 32

51 楽しい子育て講座事業 南湖公民館 32

52 絵本とお話の時間事業 南湖公民館 32

53 ひだまり事業 南湖公民館 32

54
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「家庭教育支援事業」から変
更

香川公民館 32

55
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「家庭教育支援事業」から変
更

香川公民館 32

56 子ども読書活動推進事業 図書館 32

57 図書館自主事業 図書館 32

58
幼児期の教育に関する基礎研究・研修事業
※後期事業計画から追加

教育センター 34

59
「子どもの教育」講座・講演会
※後期事業計画から追加

教育センター 34

60 次世代育成支援対策の推進 職員課 34

61 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 34

62 母子保健指導事業 こども育成相談課 34

63 社会教育講座の開催 社会教育課 34

－
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「男性の家庭生活への参画」
から変更、№５０と統合

松林公民館 34

64 セクシャルハラスメント防止対策 職員課 36

65 性別欄廃止の推進 企画経営課 36

66 人権擁護活動事業 市民相談課 36

67 女性問題の研究調査及び啓発 男女共同参画課 36

68 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 36

69 保健福祉総合相談事業 保健福祉課 36

基本
目標

目標 № 事務事業名 頁

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

７　あらゆる暴力をなくす

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

５　子育て、介護がしやすい環境をつ
くる

６　男性の家庭生活や地域生活への参
画をすすめる

担当課名



70 家庭児童相談事業 こども育成相談課 36

71
家庭児童相談事業
※後期事業計画から追加

こども育成相談課 36

72 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

73 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

74 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

75 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

76 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 38

77 ＤＶ被害者支援ネットワーク事業 男女共同参画課 38

78 女性問題の研究調査及び啓発 男女共同参画課 38

79 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 38

80 人権同和対策に関すること 男女共同参画課 38

81 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 38

82 がん検診事業 保健福祉課 38

83 がん検診事業 保健福祉課 40

84 母子健康手帳交付事業 こども育成相談課 40

85 妊婦健康診査事業 こども育成相談課 40

86 妊婦健康診査事業 こども育成相談課 40

87 母子栄養健康づくり事業 こども育成相談課 40

88 集団健康教育事業 スポーツ健康課 40

89 栄養改善事業 スポーツ健康課 40

90 健康相談事業 保健福祉課 40

91 高齢者の生きがいと健康づくり推進事業 高齢福祉介護課 40

92 介護予防・健康づくり事業 高齢福祉介護課 40

93 脳の健康教室事業 高齢福祉介護課 42

基本
目標

目標 № 事務事業名 頁

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

７　あらゆる暴力をなくす

８　茅ヶ崎市女性センターを拠点とし
た相談事業に取り組む

９　女性が自分のからだのことを自分
で決める権利を女性の人権として確立
する

10　生涯にわたる健康を支援する

担当課名



94 思春期保健事業 こども育成相談課 42

95 思春期保健事業 こども育成相談課 42

96 乳幼児健康診査事業 こども育成相談課 42

97 乳幼児健康診査事業 こども育成相談課 42

98 乳幼児健康・育児相談事業 こども育成相談課 42

99 健康講座事業 南湖公民館 42

100
広報主任会議でのメディア・リテラシーの周知・
啓発

秘書広報課 42

101 人権擁護活動事業 市民相談課 42

102 人権擁護活動事業 市民相談課 42

103 人権擁護活動事業 市民相談課 44

104 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 44

－
外国人相談事業
※前期事業計画で終了

男女共同参画課 44

105 重度障害者医療費助成事業 障害福祉課 44

106 障害者就労支援事業 障害福祉課 44

－
障害者地域作業所指導事業
※前期事業計画で終了

障害福祉課 44

107 自立支援給付費に関する事務 障害福祉課 44

108 コミュニケーション支援事業 障害福祉課 44

109 成年後見制度利用支援事業 障害福祉課 44

110 地域活動支援センター及び相談・生活支援事業 障害福祉課 44

111 訪問入浴サービスに関する事務 障害福祉課 46

112 移動支援事業 障害福祉課 46

113 日中一時支援事業 障害福祉課 46

114 店舗活用型就労支援事業 障害福祉課 46

基本
目標

目標 № 事務事業名

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

10　生涯にわたる健康を支援する

11　人権尊重のために、メディアか
らの情報を主体的に読み解く力（メ
ディア・リテラシー）を育成する

12　様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備する

担当課名 頁



115 ＳＯＳネットワーク事業 障害福祉課 46

116
障害者虐待防止事業
※後期事業計画から追加

障害福祉課 46

117 任意事業 高齢福祉介護課 46

118 母子父子家庭親子ふれあい事業 子育て支援課 46

119 母子家庭等日常生活支援事業 子育て支援課 46

120 母子家庭高等技能訓練促進費事業 子育て支援課 46

121 母子家庭自立支援教育訓練給付金事業 子育て支援課 46

122 ひとり親家庭等医療費助成事業 子育て支援課 46

123
道路舗装修繕事業
※後期事業計画より「歩道段差改良工事」から変
更

道路管理課 46

124 市道０１０７号線（桜道）整備事業 道路管理課 48

125 小学校特別支援学級教育支援事業 学校教育指導課 48

126 中学校特別支援学級教育支援事業 学校教育指導課 48

127 社会的要請課題をテーマとした事業 鶴嶺公民館 48

128 家庭教育支援事業 南湖公民館 48

129 現代的・地域的課題講座事業 南湖公民館 48

130 女性職員の管理職への登用 職員課 48

131 市民参加推進・啓発事業 市民自治推進課 48

132
農業経営基盤強化促進事業
※後期事業計画から追加

農業水産課 48

133 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 48

134 選挙管理委員会会議 選挙管理委員会事務局 50

135 女性教職員の管理職への登用 学務課 50

136 市民活動サポートセンター管理運営事業 市民自治推進課 50

137 地域集会施設の管理運営事業 市民自治推進課 50

138 市民活動推進補助事業 市民自治推進課 50

139 市民活動等災害補償制度事業 市民自治推進課 50

140 防災訓練事業（総合防災訓練の開催） 防災対策課 50

基本
目標

目標 № 事務事業名 頁

４
　
男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

13　政策・方針決定過程の場に女性
の参画を増やす

14　市民が主体的に男女共同参画を
推進する

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

12　様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備する

担当課名



141
自主防災組織育成事業（地区自治会連合会防災訓
練の指導）

防災対策課 50

142 自主防災組織育成事業（防災研修会の開催） 防災対策課 50

143 自主防災組織育成事業（防災リーダーの育成） 防災対策課 50

144 自主防災組織育成事業（女性消防隊の育成） 防災対策課 52

145
自主防災組織育成事業（避難所関係者による打合
せ会）

防災対策課 52

146
地域防災計画推進事業
※後期事業計画から追加

防災対策課 52

147 地域防犯活動推進事業 安全対策課 52

148 地域防犯活動推進事業 安全対策課 52

149 交通安全啓発事業 安全対策課 52

150 地産地消推進事業 農業水産課 52

151 まなび人材事業 文化生涯学習課 52

152 生涯学習情報の収集・提供と相談体制の充実 文化生涯学習課 52

153 地域における男女共同参画の推進 男女共同参画課 52

154
男女共同参画推進センターいこりあ登録団体申請
受付及び支援

男女共同参画課 52

155 新たな分野に取り組む事業 男女共同参画課 52

156 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 52

157 市民の森再整備ワーキング 公園緑地課 54

158
救命講習普及啓発事業（旧救命講習会拡大事業）
※後期事業計画から追加

救命課 54

本年
度対
象外

県議会議員及び県知事選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

本年
度対
象外

市議会議員及び市長選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

本年
度対
象外

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の
執行管理

選挙管理委員会事務局 54

159 参議院議員通常選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

160 講座保育ボランティア事業 南湖公民館 54

４
　
男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

14　市民が主体的に男女共同参画を
推進する

基本
目標

目標 № 事務事業名 担当課名 頁
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